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序

　本報告書は，「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（Balanced　Corpus　of　Contemporary　Written　Japanese，

以後，“BCCWJ”と表記）における電子化フォーマットについてまとめたものである。　BCCWJは，2006年

度から研究開発部門言語資源グループを中心に構築を開始した日本語のコーパスである。規模は1億語，応用

対象は言語学，国語教育，日本語教育，辞書編集，自然言語処理などの分野であり，収録対象の資料も書籍

新聞，雑誌などと幅広い。本報告書で記述する電子化フォーマットは，このような背景と応用を考慮しつつ，

主として紙媒体の資料を電子テキストに変換する際の方式を定義するものである。

　本報告書を作成するまでの過程は，次のとおりである。まず，2005年度にBCCWJの設計を行うための

小規模な「パイロットコーパス」を構築した。この際本電子化形式の基本となる仕様を設計し，パイロット

コーパスに適用した。その後，パイロットコーパスの評価・検証を経て，電子化形式の見直しを行った。

　2006年度からBCCWJの構築が開始され，これまでに，白書（BCCWJの「非母集団コーパス」），書籍

新聞に対して本電子化形式を適用した。この間，数回の改定を経て，現在に至っている。本報告書に示す，電

子化仕様は，2007年度当初から運用している版である。なお，今後，書籍，新聞とともに，雑誌が加わる予定

であり，仕様もそれに合わせて修正が加わる可能性がある。

　本報告書の執筆・編集は，山口昌也，高田智和，北村雅則，間淵洋子，小林正行，西部みちるが共同で行っ

た。また，電子化フォーマットの設計に関しては，上記のメンバーの他，2005年度に田中牧郎，柏野和佳子が

係わっている。
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第1章

電子化形式の概要

1．1　はじめに

本章では，BCCWJにおける電子化フォーマットの概要について述べる。

本電子化フォーマットは，BCCWJのサンプリング基準によりサンプリングされた原資料を電子テキストに

変換する際の形式を定めるものである。BCCWJに収録される電子化テキストには，原資料に陽に記述されて

いるテキストのほかに，書誌情報，文書構造情報，文字情報といった，さまざまな情報がXMLのタグにより

付与される。したがって，本電子化フォーマットが規定するのは，テキストの符号化形式，および，付与情報

の記述形式ということになる。

　本報告書では，2章でテキストの符号化形式について，3章で付与情報を記述するために利用するXMLタ

グの仕様について詳しく説明する。

　本電子化フォーマットが記述対象として想定するテキスト，および，電子化されたテキストの利用分野は，

次に示すとおりである。これらは，BCCWJと同一である。

●記述対象として想定するテキストは，現代日本語の書き言葉とし，1976年以降の（主として）出版物を

対象とする。実際に想定しているのは，書籍新聞，雑誌，白書，教科書，議事録Webデータなどで

　ある。

●利用分野としては，言語学，国語教育，日本語教育，辞書編集，自然言語処理など幅広い分野を想定

　する。

　この後の節では，次の順序で，電子化フォーマットの概要を説明していくことにする。まず，次節で電子

化フォーマットに対する要求分析を行い，その結果に基づいて，設計方針を決定する。次に，1．3節で電子化

フォーマットの仕様を規定するためのXMLタグセットを示す。そして，最後に1．4節で本章のまとめを述

べる。

1．2　電子化フォーマットの設計

1．2．1　電子化フォーマットに対する要求

　ここでは，電子化フォーマットの仕様として，何が必要なのかを明確にするために，電子化するテキストの

種類，利用方法，コーパスの規模，作成方法という四つの観点から，電子化フォーマットに対する要求分析を

行う。

　まず，電子化するテキストの種類の観点から要求を考える。BCCWJの収録対象となる資料としては，書

籍雑誌，新聞，白書，教科書，議事録Webデータ（Yahoo！知恵袋＊1を予定）などが想定されている（山崎

＊1利用者参加型の質問サイト。http：／／chiebukuro．yahoo．co．jp／
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他2006）。したがって，多様な文書構造を持ったテキストを扱う必要がある。例えば，小説のように，文書の

階層構造が単純な資料もあれば，白書のように非常に深い階層構造を持った文書もある。さらに，雑誌の中に

は，図が多用され，レイアウトが複雑で，文書構造が不明確なものもある。このような文書構造上の多様性に

加えて，テキストの特性や利用目的を活かすために，利用目的に特化した情報を付与しなければならないもの

もある。例えば，非母集団（特定目的）サブコーパスのテキストは，個別の利用目的に対応できるような情報付

与が必要になるだろう。以上のことから，次の要求を挙げる。

　　要求1多様な文書形式に対応できるようにすること

　　要求2利用目的に特化した情報付与に対応できるようにすること

次に，想定される利用方法を見てみよう。BCCWJの利用分野としては，日本語学，日本語教育，国語教育，

辞書編纂，自然言語処理などが挙げられている（山崎他2006）。まず，すべての利用分野に共通して必要なこ

とは，（1）テキストの文字が適切に符号化されていること，（2）文字，文法，語彙，文体など言語学的な分析に

役立つ文書要素に対して，適切にマークアップがなされ，容易に検索できることである。また，辞書編集のた

めの用例収集のように，実際の用例を検索し，それを人間が詳細に分析するといった用途には，用例を理解し

やすい形式で表示するための情報が付与されていることが望ましい。さらに，自然言語処理など，工学的な利

用を考慮すると，汎用のツールで処理したり，他の言語資源と連係して利用できることが求められる。以上を

まとめると，次のようになる。

　　要求3テキストを正確に符号化できること

　　要求4言語学的な分析に役立つ文書要素が適切にマークアップできること

　　要求5計算機処理に適した形式であること

　　要求6利用者が理解しやすい形式で電子化テキストを閲覧できること

　　要求7他の電子化フォーマットとの連係が取りやすいこと

　最後に，コーパスの規模と作成方法の観点から考察する。まず，コーパスの規模は1億語で，開発期間は5

年間と予定されている。また，電子化テキストの作成に際しては，Webデータや議事録などの一部を除き，紙

媒体からの入力を行う。これは，情報付与がまったくされていない状態から電子化することを意味し，（テキス

トの著者ではない）コーパスの作成者がテキストを解釈した上で，情報付与を行うことになる。したがって，

本電子化フォーマットの利用者，つまり，コーパスの作成者とコーパスの利用者の共通理解を得やすいマーク

アップが必要であると考える。また，人手によるマークアップを行うことが予想されるため，量的にマーク

アップすることが可能な付与情報かどうかを考慮することも必要である。そこで，次の二つの要求を掲げる。

　　要求8コーパス作成者，コーパス利用者の共通認識を得やすいマークアップであること

　　要求9人手で構築するのに，実現可能な量の付与情報であること

1．2．2　設計方針

　前節で示した電子化フォーマットに対する要求のうち，電子化するテキスト，利用分野，利用者の多様性を

鑑み，次の設計方針を立てた。

・言語学，国語教育，日本語教育，辞書編集，自然言語処理などの幅広い分野への応用を想定した設計に

　する

●シンプルで，拡張性を考慮した仕様となるように設計する

これらの設計方針の下で，前節に示した要求に対して，次のように対処する。

●文書中の論理的な役割が明確であり，かつ，紙面上の物理的な構造が明確な文書要素をマークアップの

　対象とする。



1．3　電子化フォーマットの仕様 3

　　一二つの基準により文書構造が認定されるので，コーパス作成者・利用者の両者にとって共通理解を

　　　得やすい情報付与が可能になると考えられる（［要求8D。また，論理的な役割が明確な文書要素が

　　　マークアップされるので，言語学的な分析に役立つ文書要素が適切にマークアップされることが期

　　　待できる（［要求4D。

　　一論理的な構造ごとに閲覧時の表示形式を工夫し，電子テキストを利用者が理解しやすい形式で表示

　　　する（例えば，タイトルとしてマークアップされている場合は，フォントサイズを大きくするなど）。

　　　（［要求6D

●収録対象の資料に含まれる文字を記述するのに十分な文字規格を採用する。また，ルビ，外字など，文

　字・表記に関するタグを用意する。（［要求3D

・文書記述言語として，XML（eXtensible　Markup　Language）を用いる。　XMLは拡張性に優れた文書

　記述言語であり，多様な文書形式や利用目的に特化した情報付与に対応しやすい（［要求1，2D。また，

　TEI（Tex七Encoding　Initiative）をはじめとして，多くのコーパスや電子化フオーマットで採用されて

　おり，『太陽コーパス』（国立国語研究所2005）や『日本語話し言葉コーパス』（国立国語研究所2006）も

　XMLを用いて記述されている。したがって，これらのデータとの整合性も高い。また，　XMLは，コー

　パスの記述だけでなく，データー般の記述に広く用いられており，データ形式の検証，変換，検索など

　を行う際に，既存のツールを利用できるという利点もある。（［要求5，7D

．量的な観点から，人手でマークアップすることが困難な場合は，自動的，もしくは，半自動的なマーク

　アップを検討する。（［要求9D

1．3　電子化フォーマットの仕様

1．3．1　概要

　本電子化フォーマットの概要は，次のとおりである。

　　文書記述言語：XML

　　文字符号化方式：UTF－16

　　文字集合：JISXO213：2004

　BCCWJの電子化テキストはXMLで記述する。電子化フォーマットは，　XMLの文書型によって規定す

る。BCCWJには，一つのサンプルが一つの「記事」に相当する可変長サンプルと，一つのサンプルに1000

文字を包含する固定長サンプルがある。したがって，2種類の文書型を定義する。

　文字符号化方式はUTF－16を，文字集合にはJISXO2工312004を採用した。　JISXO213：2004に含まれる文

字数は，約11000字である。JISXO213：2004には，現在最も一般的に利用されているJISXO208の約6800字

に，第3，4水準漢字・非漢字，約4000字が追加されている。

　JISXO208ではなく，JISXO213：2004を採用したのは，（a）現時点の国内規格では，最も大きな文字集合を

持つこと，（b）印刷字体を考慮した包接基準を持つこと，（c）他のコーパスとの連係を考慮したこと，などが挙

げられる。（a）（b）は，正確な文字の符号化に寄与すると期待される。（c）の例としては，BCCWJに収録され

ているものよりも古い時代の資料＊2や，今後発展の見込まれる電子データ＊3がある。詳細については，2章を

参照のこと。

＊2例えば，『太陽コーパス』

＊3PC用のOSとして現在最も普及しているWindowsの新バージョン（Windows　Vista）もJISXO213を採用しているため，

　JISXO213で符号化したデータが流通する可能性がある
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1．3．2　タグの仕様

　本電子化フォーマットでは，46種類のXMLタグを定義した。タグの一覧を表1．1に示す（スペースの関係

上，一部のみ）。また，本電子化フォーマットで電子化テキストに変換した例を図1．1に示す。本電子化フォー

マットで定義するXMLタグによって付与される情報は，次の三つに大別される。詳細な仕様については，3

章を参照されたい。

．サンプルに関するタグ

・文字・表記に関するタグ

●文書構造に関するタグ

1．3．2．1　サンプルに関するタグ

　サンプルに関するタグには，sampleとsampling（表1．1参照）がある。　sample要素＊4は，一つのサンプル

を表す。samplingタグは，サンプル抽出基準点（丸山岳彦，柏野和佳子，山崎誠他2007）などサンプリングに

関する情報を表す。

　sampleタグには，サンプルに関する情報が属性として記述されている。　sampleID属性値は，サンプル固有

の識別番号である。サンプルの書誌情報は，sampleIDをキーとして，書誌情報のデータベースを参照する。

書誌情報としては，書名，著者，出版社などが提供される予定である。

　sampleタグのtype属性は，サンプルの種別（固定長，可変長）を表す。図1では，　type属性が“vari－

ableLength”となっているので，可変長のサンプルであることがわかる。一方，固定長の場合は，属性値が

“fixedLenghth”となる。

1．3．22　文字・表記に関するタグ

　文字・表記に関するタグの役割は，二つある。一つは，検索や計算機処理の利便性を高めることである。こ

の役割を持つタグにcorrectionタグがある。このタグは，原文の誤植を訂正した文字であることを表す。次の

例は，誤字，脱字，術字を修正した例である。修正した結果がテキスト本文になり，修正に関する情報はタグ

によって表現されるので，誤りを意識せずに，検索したり，計算機処理を行うことができる。修正前の文字は，

origina1Text属性として保持される。

生活基〈c。rrecti。n　type＝1’erra七1㎜‘’。riginalText＝”盟”〉盤＜／correction＞に

伸びを示し〈correction　type＝”omission1’〉て〈／c。rrection＞いる

整備を〈Correcti。n　type＝“excess”originaiText＝“を1’／〉図るべく

　もう一つの役割は，原資料に忠実に電子化テキストを記述することである。この役割を持つタグの例として，

ruby，　missingCharacterタグの例を次に示す。　rubyタグはルビ付き文字を表す。　JISXO213：2004で規定さ

れていない文字は：で代替され，missingCharacterでマークアップされる。　missingCharacterタグは，属性

として，文字種を表すattribute属性，　Unicode番号を保持するunicode属性，『大漢和辞典』の親字番号を

表すdaikanwa属性，字体記述を行うためのdescription属性などを持つ。

〈ruby　rubyText＝11ご”〉語＜／ruby＞〈ruby　rubyText＝1‘い“〉彙＜／ruby＞

〈missingCharacter　attribute＝11Hanldeograph，1㎜icode＝1IU＋5AEB’l

　　　　　　　　　daik孤wa＝1’MO6673“description＝”女偏に莫”〉＝＜／mssingCharacter＞

＊4sampleタグでマークアップされている文書要素
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表1．1　タグー覧（一部）

タグ名 内容

サンプル sample サンプリングによって1サンプルとされた文書要素

sampling サンプル抽出基準点などサンプリングに関する情報

article 同一著者による，同一テーマのひとまとまりの文書要素

blockEnd 意味のまとまりや形式のまとまりを区切るためのマーカー

cluster title要素が包括する文書要素全体階層構造

（文書構造） titleBlock title要素とそれに付随する要素全体

title 特定範囲の文書要素の内容を代表する記述
list 箇条書きなど，列挙された文書要素の集まり

paragraph 段落を表す文書要素

sentence 文に相当する文書要素

丘gureBlock 図表・写真・絵などの要素と，それに付随する文書要素をまとめた要素．

丘gure 付随する文書要素のある図・表・写真・絵など図表

（文書構造） caption 図表についてのタイトルや説明

table 表

citation 当該article要素の本文において言及される，他文献からの引用要素

source 引用文献についての情報（文献名，著者名，著者情報など）

speech 発話の引用・書き起こし，心内発話の描写引用

（文書構造） speaker 話者を明示的に表した文字列やマーク

quote 当該article要素とは異なる著作物からの引用や，発話・心内発話の引用・描写・

書き起こし

note 注記とその注記の範囲注記

（文書構造） noteBodyInline 傍注など行外に付随する形式で現れる注記

abstract article要素，またはcluster要素の概要に相当する文書要素

authorsData 著作者表示・署名にあたる要素

contents 目次に相当する文書要素その他

（文書構造） profile 著者や登場人物のプロフィールに相当する文書要素

rejectedBlock サンプル範囲内において，削除対象となったブロック要素の存在

verse 詩，和歌，俳句，歌謡などの韻文

ruby ルビ付き文字

correction 原文の誤植を訂正した文字

missingCharacter JIS　XO213：2004で規定されている文字以外の文字（JIS外字）

enclosedCharacter 連続や参照などのラベルとして機能している囲み付きの文字

image JISXO213：2004が規定する諸記号に含まれていない記号類や絵文字

文字・表記 cursive 変体仮名

superScript 数式や化学式などに用いる上付きの文字

subScript 数式や化学式などに用いる下付きの文字

fraction 帯分数の中の真分数部分

delete 抹消線などによって削除された本文要素

insert 新たに挿入された本文要素

br 物理改行

rejectedSpan サンプル範囲内において，削除対象となったインライン要素の存在

5
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第2節　内外均衝の背景

　53年度車ξこ義ら、把た：恒・均肇」詞復に向1ナて凸嚢き｝ま，そ～：．ぞ．11力1バラバラi二

件．じてきた蓉奢で▲二たい。□下では，そたら◎動きの重璽た吉票として，工

政金融政簗繧麺塁，浮経済土棺力マイソFむ友化，三門ンーi．o上ぎ1に伴うJ

吉…ゴ嚇．里，籔三三つ盤訟《：ぷンげてみよう1。

1，　財政金融載策の効果

　τ1抽危機佼，インフ己が激1ζする巾で，購敵念融政：篭は，陛しT，・妊雷票ピ翻

に向げて運営きれたが，景気O停灘が顕薯となるにつれて，51〕午以降詔年中に

三三まて，葺気浮塞を簸大の｛］的とし‘亡遷蓄さ÷1て言ごこ．これほど長其］におた

つて，慧致．撒鞍蚤ぱから．｝㌍藩］虻∴1ン：；㌫三．したこと1こほ．三メ．ど鰯がない，品年法

中力内聾笥衛のいド…lhこは，こうし．芦二け宕圭鍵義蒙瞭頼果が強くlilン1収して1，・る，

　（公共護資の拡大：

　：行言畠：麓議壼吟ξこ：鹸搭蜘：‡：）：：撒．聯をみると，当量膿，インフレiillfi｝｜憤た法財籔烹

〈？xml　version＝開1．On　encoding＝llUTF－161，？〉

〈？xml－stylesheet　href＝’lsc＿check．xsll‘type＝‘ltext／xsl，1？〉

〈sample　sample工D＝，‘OWIX＿00000’‘version＝，「20070208‘’type＝”variableLength”〉

〈article　articlelD＝llOWIX　OOOOO　VOO1’‘isWholeArticle＝1’falsel‘〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

＜titleB1。ck＞〈title＞〈sentence　type＝”quasi”〉第2節　内外均衡の背景＜／sentence＞＜／title＞＜／titleBl。ck＞

〈paragraph＞

＜sentence＞　53年度中にみられた内外均衡回復に向けての動きは，それぞれがバラバラに生じてきたわけではない。

＜／sentence×sentence＞以下では，それらの動きの重要な背景として，．．．

＜／paragraph＞

＜Cluster＞

＜titleB1。ck＞〈title＞＜sentence　type＝llquasiII＞1．財政金融政策の効果＜／sentence＞＜／title×／titleB1。ck＞

＜paragraph＞

＜sentence＞　石油危機後，インフレが激化する中で，財政金融政策は，厳しい総需要抑制に向けて運営されたが，景気の停滞が顕

著となるにつれて，50年以降53年中に至るまで，景気浮揚を最大の目的として運営されてきた。＜／sentence＞．．．

＜／paragraph＞

＜cluster＞

＜titleBlock＞〈title＞〈sentence　type＝”quasim＞（公共投資の拡大）＜／sentence×／title＞＜／titleB1。ck＞

＜paragraph＞

＜se就ence＞石油危機後の公共投資の推移をみると，当初は，インフレ抑制のため財政支出が抑制され，公共事業の伸びは低いも

のにとどまっていた。＜／sentence＞

図1．1原資料とその電子化テキストの例（『経済白書昭和54年版』から引用）
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1．3．2．3　文書構造に関するタグ

　文書構造に関するタグは，論理的な役割が明確な文書要素に対して付与される。表1．1に示したとおり，こ

の種のタグは，（a）階層構造，（b）図表，（c）引用，（d）注記，（e）その他，に分けられる。本節では，このうち

階層構造に関するタグを中心に説明する。

　階層構造に関するタグは，ar七icleを最上位の階層として，　cluster，　paragraph，　sentenceといった言語的な

階層構造を表現する。図1．1から，これらの要素に関係する部分を取り出すと次のようになる。なお，字下げ

は，下位の階層であることを示す。例えば，図1．1のarticle要素直下の階層には，　tideBlockとcluster要素

があることがわかる。

article

　titleBlock

　cluster

　　titleBlock

　　cluster

　　　titleBlock

第2節　内外均衡の背景

1．財政金融政策の効果

（公共投資の拡大）

■article　article要素は「記事」を想定した要素で，「同一著者による，同一テーマのひとまとまりの文書要

素」を表す。なお，BCCWJでは，一つのarticle要素に含まれる文字数の上限が約1万字ということになっ

ているため，必ずしも，「同一著者による，同一テーマのひとまとまりの文書要素」すべてを収録できるとは限

らない。例えば，図1．1の白書のサンプルは，1章2節だけしか収録していない。このような場合，「記事」全

体を収録できたか否かを表すisWholeAr七icle属性は，“false”となる。

■cluster　cluster要素は，章，節といったように，タイトル（titleBlock要素）を持った，ひとまとまりの文

書要素を表す。cluster要素自体には，章，節といった特定の階層を表すための意味づけを行っていないが，入

れ子構造により，階層の上下を表す。例えば，上記の例の「（公共投資の拡大）」というタイトルを持つcluster

要素は，2．1節に対応するcluster要素の子要素なることで，2．1節の下位構造であることを表現する。なお，

clusterには必ずtitleBlockが含まれる。この制約を課すことにより，紙面上のデザインなどの物理的な特徴

に基づいて，clusterが過度に認定されるのを防ぐことができる。

■titleBlock　すでに述べたように，　titleBlock要素は，　cluster要素のタイトルとそれに付随する部分から

なる文書要素である。タイトルとその付随部分は，title要素により，明示的にマークアップされているので，

容易にタイトルだけを検索したり，抽出したりすることが可能である。

■paragraph，　sentence　それぞれ，段落，文に相当する要素である。これらの要素は，テキスト中に大量

に含まれるため，人手でタグを付与することは困難である。そこで，paragraphは行頭の空白，　sen七enceは句

点などを手がかりに，自動的にタグを付与している。

1．3．3　他の電子化フォーマットとの関係

　テキストを電子的に記述するための形式としては，従来から，TEIやCES（Corpus　Encoding　Standard）

などが提案されている。BCCWJで新たに電子化フォーマットを策定したのは，次の理由による。まず，　TEI

は，汎用の電子化フォーマットであるため，仕様が複雑であり，BCCWJの規模，実施期間を考慮すると，実

際に実装するのは困難である。一方，CESはTEIよりもシンプルな仕様であるが，適用範囲として，言語工

学やその応用を指向しており，言語学的な分析と工学的な利用の双方を視野に入れたBCCWJにCESをそ

のまま適用することは難しい。
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　それに対して，BCCWJの電子化フォーマットは，言語学から工学という多様な利用分野を想定しつつ，記

述対象のテキストを現代日本語の書き言葉に限定することにより，シンプルで，実際に運用可能なフォーマッ

トを実現するものである。

1．4　おわりに

本章では，BCCWJにおける電子化フォーマットの仕様について概要を説明した。我々は本仕様に基づい

て，これまで，白書のサンプル（1500サンプル），書籍（約8000サンプル），新聞（540サンプル）を電子テキス

トに変換した。今後，雑誌など，これまで扱ってこなかった種類の資料に対して，本電子化フォーマットを適

用するために，随時，仕様を修正・拡張していくことが予想される。本仕様は，Web上＊5で一般に公開して

いるので，最新の情報については，そちらを参照していただきたい。

参考文献

　Text　Encoding　Initiative，　The　XML　Version　of　the　TEI　Guidelines，　h七tp：／／www．tei－c．org／P4X／index．html

　Corpus　Encoding　Standard，　http：／／www．cs．vassar．edu／CES／

　山崎誠，丸山岳彦，柏野和佳子他（2006）「現代書き言葉均衡コーパスの現状」，特定領域「日本語コーパ

　ス」平成18年度全体会議予稿集，pp．9－16

　丸山岳彦，柏野和佳子，山崎誠他（2007）「「現代日本語書き言葉均衡コーパス」におけるサンプリングの概

　要」，「日本語コーパス」平成18年度公開ワークショップ予稿集

　国立国語研究所（2005）『太陽コーパス』（国語研究所資料集15），博文館新社

　国立国語研究所（2006）『日本語話し言葉コーパスの構築』（国語研究所報告書124），国立国語研究所

＊5http：〃㎜2．kokken．9。．jp／densi／public／wiki／
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第2章

文字入力仕様

本章では，BCCWJに収録するデータを作成する際の文字入力に関する仕様について述べる。まず始めに，

基本仕様を概観した上で，版面に現れる様々な形態の文字を入力する方法について，例示を交えて，具体的に

説明する。

2．1　基本仕様

　文字入力は，以下の基本方針に基づき行なう。

・装飾，レイアウトなどの図形的情報を除いて文字を入力する（レイアウトの情報は，必要に応じて，タ

　グで表現する）。

●全ての文字種の入力に，いわゆる全角文字を用いる。

●文字合成は行わない。

●上記条件に抵触しない範囲で，原則として，原文を忠実に転記する。

2．2　文字コードと改行コード

　文字コードは，Unicode（UTF16LE：Byte　Order　Mark付き）を用いる。

　また，改行コードは，LFを用いる。

2．3　文字集合

　文字集合は，JIS　XO213：2004規格＊1（日本工業標準調査会（2004）を参照。以下，改定情報などに言及する

必要がない限り，rJIS　XO213」または単にrJIS規格」と呼ぶ）に準拠した独自の文字集合，10，956文字を用

いる。

BCCWJの文字集合は，　JIS　XO213のそれと完全には一致しない。その理由は，以下2点による。

　　（a）コーパスの仕様による制限

　　（b）データ作成に用いる処理系による制限＊2

　以下の節で，それぞれについて詳細を示す。

＊1いわゆるJIS第4水準までの全ての漢字と非漢字を含む11，233文字の符号化を規定したJISの最新規格。

＊2今後，文字処理環境の変化などによって，制限が解消される可能性もあるため，それに伴い，本章において示す現在規定の文字集

　合を，変更する可能性がある。
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2．3．1　コーパスの仕様による制限

BCCWJは，言語研究用のコーパスであるという性質から，言葉をデータ化の対象としている。また，文字

の，版面に現われる図形としての側面より，言葉の構成要素としての側面を重視してデータ化する立場を取る。

そのため，以下に挙げるものについて，JIS　XO213の文字集合とのずれが生じている。

（1）入力対象外要素を構成する文字

（2）装飾・デザインにかかわる文字

（3）類似の非漢字

（4）合成文字

2．3．1．1　入力対象外要素を構成する文字

　以下の文字は，入力対象外の要素を構成する文字であるため，使用しない。

ソフトハイフンBCCWJは，レイアウト上の情報を反映させないため，版面上の改行（行の折り返し）の配

慮は必要がない。よって，ハイフネーション（行末の単語内で改行が起こる際に，単語の前半と後半をハイフ

ンで繋いで表示する機能）の結果表示されるハイフンは，電子テキストに反映させる必要はないため，入力対

象外となる。

　ソフトハイフン（面区点：1－09－09）は，ハイフネーションに用いることが想定される文字であるため，使用

しない（→リスト：2．10．1．3「改行関連文字」）。

けい線素片　BCCWJでは，図を入力対象としない。また，文字や文章の囲みなどについても，レイアウト上

の情報とみなし，入力対象としない。

　JIS　XO213に規定される47字のけい線素片は，図形や囲みの記述に用いることが想定される文字であるた

め，使用しない（→リスト：2．10．1．3「けい線素片」）。

2．3．12　装飾・デザインにかかわる文字

　同一の機能を持つ文字は，デザインの差やJIS規格への収録の有無によらず，統一的にデータ化する。装

飾・デザインの施された文字は，装飾・デザインを無視して扱う。よって，装飾・デザインにかかわる以下の

文字は使用しない。

組み文字　組み文字（複数文字を1文字分のスペースに組んだ形で表した文字）は，組まれている文字を全て

1字ずつ切り離して入力する（→「2．6．4組み文字」）。例えば，「㍍」は「メートル」と入力される。JIS　XO213

には，その他「㈱」「昭和」「㎞」「！？」等，33文字の組み文字が定義されているが，一切使用しない（→リスト：

2．10．1．1　「組み文字」）。

分数　分数は，分子と分母を「／」で区切って入力する（→「2．6．5分数」）。例えば「音」は「1／2」と入

力される。JIS　XO213には，「1」をはじめ，6文字の分数が定義されているが，一切使用しない（→リスト：

2．10．1．1「組み文字」）。

11以上のローマ数字　ローマ字は1～10までの文字のみを用いる。それ以上の数は，これらの組み合わせと

考えて，切り離して入力する。例えば，「XI」は「X　I」によって入力される。この規準に基づき，　JIS　XO213に

定義されている，ローマ数字11，12とそれに対応する小文字は使用しない（→リスト：2．10．1．1「組み文字」）。

囲み文字　囲み文字は，囲まれている文字を入力する（→「2．6．3囲み文字」）。例えば「①」は，f1」によっ

て入力される。JIS　XO213には，「①」「●」「⑧」「⑦」「㊤」など136文字の囲み文字が定義されているが，一

切使用しない（→リスト：2．10．1．1「囲み文字」）。
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上付き文字　上付き文字は，通常の算用数字などによって入力する（→「2．6．2上付き・下付き文字」）。例え

ば，「2」は，「2」によって入力する。JIS　XO213には，1～3の上付き文字が定義されているが，一切使用し

ない（→リスト：2．10．1．1「上付き文字」）。

2．3．1．3　類似の非漢字

　非漢字においては，細微な形態の差が言葉の意味の差に直接かかわらないと判断される場合，その差異を無

視する。JIS　XO213に定義される文字についても，独自の規準によって別の文字と同一視（包摂）して扱う場

合がある。その結果，別のある文字に包摂される文字は使用しない（→リスト：2．10．1．2）。

　非漢字の独自包摂規準については，「2．4．2類似記号の独自包摂と意味による使い分け」において述べる。

2．3．1．4　合成文字

　JIS　XO213においては単独の文字として定義されているものの，本仕様で符号化に用いるUnicodeにおい

ては合成によって表現しなければならない文字がある。「が」等一部の半濁点付き仮名，「主」等一部の音声記

号付きラテン文字，および，M」等一部の声調記号，の合計25文字がこれに相当するが，本仕様においては

文字合成を行わないため，一切使用しない（→リスト：2．10．1．4「Unicodeにおける合成処理対象文字」）。

　これらは，入力可能な代用文字によって入力する。例えば，「が」などの半濁点付き仮名は，半濁点を除いた

「か」によって入力される。＊3。

2．3．2　データ作成に用いる処理系による制限

　データ作成に用いる処理系＊4によって入力が制限される以下の文字については，代用文字を入力する。

口偏＋「七」（叱）　2004年のJIS規格改訂時に追加された10字のうち，口偏に「七」の文字（「叱」面区点：

1－47－52）は，対応するUnicode（U＋20B9F）が，現状の処理系で扱うことができないため，「叱」に独自に包

摂する＊5。

2．4　包摂規準

2．4．1　漢字の字体包摂

　漢字における字体包摂は，JIS　XO213に準拠する。　JIS　XO213：2000「6．6．3．1漢字の字体の包摂規準の適用」

（日本工業標準調査会（2000）参照）における包摂規準が適用される異体字については，これを区別しない。

2．4．2　類似記号の独自包摂と意味による使い分け

　非漢字のうち記号類については，独自の包摂規準を設ける。

2．42．1　JIS　XO213に定義されていない記号

　JIS　XO213に定義されていない記号であっても，原文の意味を損なわない場合，規格内の類似する記号に包

摂してよいこととする。

＊3この際，原文の文字情報を以下のようにXMLタグによって示す。

　　＜substitution　xO213＝，11－04－87ll　unicode＝‘‘304B，309All＞か＜／substitution＞

＊4システム：Microsoft　Windows　XP，エディタ：Meadow2．0

＊5ただし，原文の文字情報を以下のようにXMLタグによって示す。

　　〈substitution　xO213＝，11－47－521‘unicode＝「120BgFl，〉叱〈／substitution＞
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圏
新
肺
が
ん
治
療

図2．1　類似の規格内記号に包摂する例（『毎日新聞』2002年6月13日朝刊）

図2．1の入力例

2．4．2．2　JIS　XO213に定義されている記号

　JIS　XO213では，字形の類似した複数の記号類が別字として詳細に分けられている。しかし，これらは，紙

面上の見え方でどの文字かが判別できないことも少なくなく，これらを統一的に判別し詳細に入力し分けるの

は非常に困難である。また，形態よりも意味によって統一的に入力されている方が，言語研究に用いる際には

望ましい。

　そこで，類似記号に関しては，形状ではなく用法によって統一的に電子化することを方針として，独自の

包摂規準を設けた。例えば，中央位置の横線に類する形状の文字は，JIS　XO213に9字が定義されているが，

BCCWJの文字入力においては，意味的な使い分けが必要かつ可能な4字に限定して，使用可能な文字と規定

した。その上で，原資料における紙面上の形状ではなく，意味によって，4字のいずれかを判断し入力し分け

る方法を取った＊6。

表2．1線形類似記号一覧

文字 文字名 JIS面区点 使用条件

一 長音記号 1－01－28 長音として用いる場合に使用

一 負記号、減算記号 1－01－61 数式等でマイナスの意で用いられる場合に使用

一
ダッシュ（全角） 1－01－29 範囲・経過，引用・挿入句・余韻，項立てなどを示す場合に使用

一 ハイフン（四分） 1－01－30 文節表示・単語連結・英数字連結，住所や電話番号等の区切りの場合に使用

　 ハイフンマイナス 1－02－17 使用不可（独自包摂）

一 二分ダーシ 1－03－92 使用不可（独自包摂）

一 ソフトハイフン 1－09－09 使用不可（入力対象外）

一 横細線素片 1－08－01 使用不可（入力対象外）

一 横太線素片 1－08－12 使用不可（入力対象外）

入力例（右側に×として示したのは，誤った入力例）

データ

ー 2℃

1976－2005
CD－ROM

×データ，データ，データ

×－2°C，　－2°C，　　2°C

×1976－2005，19人 76－2005，1976－2005
×CD－ROM，CD－ROM，CD　ROM

上記方針に基づき設けた，類似記号の独自包摂と意味による使い分けを次節に一覧にして示す。

＊6以下，表内の【文字名】にはJIS　XO213：2000附属書4表1～24の【日本語通用名称】を用いた
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2．4．2．3　類似記号の包摂一覧

ひとつの文字に包摂されるもの　表2．2に示した文字は，いずれも近似した別の文字に置き換えても，原文の

意味を損なわないとみなし，「代用字」に示した文字に包摂して入力することとする。

表2．2類似記号包摂一覧

面区点　　文字　UCS　文字名 代用字　面区点　　UCS　　文字名

1－09－02 00AO ノーブレークスペース 1－01－01 3000 和字間隔

1－03－92
一
2013 二分ダーシ

一
1－01－29

（代用）

2015 ダッシュ（HORIZONTAL

BAR）

1－03－91 ＝ 30AO 二重ハイフン ＝ 1－01－65

（互換）

FFID 等号　　（FULLWIDTH
EQUALS　SIGN）

1－09－08 《 00AB 始め二重山括弧引用記号 《 1－01－52 300A 始め二重山括弧
1－09－18 》 00BB 終わり二重山括弧引用記号 》 1－01－53 300B 終わり二重山括弧
1－01－17

一 203E オーバーライン 一 1－09－11

（互換）

FFE3 マクロン（FULLWIDTH
MACRON）

1－02－18 ～ 007E チルド

1－09－14 00B7 中点（ラテン） ● 1－01－06 30FB 中点
1－03－32 ● 2022 ビュレット

1－03－31 o 25E6 白ビュレット ○ 1－01－91 25CB 丸印、白丸
1－02－94 ○ 25EF 大きな丸

1－03－26 ⑧ 29BF 丸中黒 ◎ 1－03－27 25C9 蛇の目

1－13－64
べ 301D 始めダブルミニュート ‘‘

1－01－40 201C 左ダブル引用符
1－13－65 ミ 301F 終わりダブルミニュート

，，

1－01－41 201D 右ダブル引用符

意味によって，置き換えるべき文字が複数あるもの　表2．3に示す3文字は，ISO／IEC646（ASCII）などの1

バイト文字コードとの互換性を図るために，JIS　XO213に新たに収録されたものである。1バイトコードで
“複数の文字の代替として使用できること”を想定するこれらの文字は，全角文字のみを用い，用法による記

号の独自包摂を行うBCCWJの文字入力仕様の下では，他の文字に吸収されるものであり，必要とならない。

従って，それぞれ，用法によって別の文字に包摂する。

表2．3　1バイト文字コード互換用文字の置換処理

包摂字　文字名 面区点　　使用字　文字名 面区点　　使用条件

引用符 1－02－16
，，

右ダブル引用符 1－01－41 引用表現の終端を示す場合
‘‘

左ダブル引用符 1－01－40 引用表現の始端を示す場合

ウムラウト 1－01－15 ウムラウトとして用いる場合
1

アポストロフィ 1－02－15
，

右引用符 1－01－39 引用表現の終端を示す場合縮

約形や所有格を示す場合
‘

左引用符 1－01－38 引用表現の始端を示す場合
’

アクサンテギュ 1－01－38 アクサンテギュ，プライム記

号として用いる場合

一 ハイフンマイナス 1－02－17 一 ハイフン 1－01－30 表2．1参照

『 負記号 1－01－61 表2．1参照
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2．4．2．4　類似記号の使い分け

　使川〉ξ字を限定した1：で，なお類似文字の組がある場合は，表2，1に示す規準によって文字を使い分けるこ

ととする。

　なお，この使い分け規準を適用した際に，人力すべき文字と紙1川こ図形として現れた原文の文字が媛なる場

合があるが（例えば，原文で長音の表記にダッシュ「一一一」が川いられている場合に，これを「一」に置き換え

て入力した場合），これらは誤植とみなさない，，

2．5　外字

　七記に示したBCCWJの文字セットで転記できない文字は，以ドのように処理する。

2．5．1　漢字，仮名，アルファベット

　漢字，仮名，アルファベットのJIS外字は，当該の文字の代替として「＝」（ゲタ）を人力すると共に，

missingChal・acterタグを用いて，タグ内部に属性として文字の情報を表す，

く
せ
ん
み
け
ん
ど

拘
談
彌
健
度

図2．2　漢字外字の例（松久保秀胤『安らぎを求めて』）

図2．2の入力例

タグ付き入力例

｝句〈missingCharacter　attribute＝‘‘Hanldeographl‘unicode＝1，U＋77521‘daikanwa＝1‘M23412，l

description；”目f扁に炎”〉＝＜／missingCharacter＞彌‡建度

2．5．2　一般記号類

　入力対象外とする．ただし，語や文の構成要素になっているものについては，記号の代替として，hlmg（・タ

グを挿入し，タグ内部に属性として記号の情報を表す。

：［汗重竃気弓∋品　1282品i三言三マーク）

図2．3　記号外字の例（『国民生活白書平成2年版』）



2．5外字

表2．4　類似記号の使い分け一覧

使い分け対象　文字　文字名 面区点 使用条件

一　　　＿　　　＿＿ 一 長音記号 1－01－28 長音を示す場合

一 ハイフン（四分） 1－01－30 ①英数字と共に項目名（例：A

－ 1）②文節表示や単語連結

③住所（郵便番号・番地）や電

話番号等の区切り

一 負記号、減算記号 1－01－61 　　　　　M数式（マイナスの意）のみ

一
ダツシュ（全角） 1－01－29 ①数，時間，月日などの範囲や，

場所の経過を示す②引用・挿入

句・余韻などを示す③項立て，

質問者の発言などを示す
‘‘，，　　〃 ‘‘

左ダブル引用符 1－01－40 始め引用符
，，

右ダブル引用符 1－01－41 終わり引用符
〃

秒 1－01－77 秒を表わす場合のみ
‘， ‘

左引用符 1－01－38 始め引用符
，

右引用符 1－01－39 ①終わり引用符②アポストロ

フィの代用

〈〉〈〉 〈〉 始め／終わり山括弧 1－01－50，

1－01－51

括弧・引用符

〈〉 不等号（より小／大） 1－01－67，

1－01－68

①数式（不等号）②web，　e－mail

上の引用符（「〉」のみ）

《》《》 《》 始め／終わり二重山括弧 1－01－52，

1－01－53

括弧・引用符

《》 非常に小さい／大きい 1－02－67，

1－02－68

数式（不等号）のみ

＝＝ ： げた記号 1－02－14 ①外字②「＝」文字そのもの

＝ 等号 1－01－65 ①数式で使用②二重ハイフン

（欧米人の姓名をカタカナ書き

する場合の区切り）の代用

＃＃ ＃ 　　　oシヤーフ 1－02－84 音楽記号のみ　　　　　　・

＃ 番号記号，井げた 1－01－84 項立て

×Xx × 乗算記号 1－01－63 ①数式②「バツ」を表わす

Xx ラテン大／小文字x 1－03－56，

1－03－88

ローマ字

Φφ（う Φφ ギリシア大／小文字PHI 1－06－21，

1－06－53

①ギリシア文字②直径を表わ

す

の 空集合 1－02－39 数学・論理学での空集合

15
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図2．3の入力例

タグ付き入力例

甲種電気川品（282品目〈image　no＝1’11，　description＝1’川種電女（川品マーク1‘／〉マーク）

2．6　特殊表記

2．6ユ　ルビ

　行間に小」1きされた振り仮名（＝ルビ）が付けられている場合は，これを人力対象とする、、ただし，本文行

の文字列と区別しておく必要があるため，ルビの付与されている文字列を，rubyタグによって示したヒで，タ

グ内部にrllbyText属性として入力する

　ルビの文字列には，通常小川きする促音・拗音などを，小書きせずに通常のll’1：1’伎字によって示しているも

のがあるが，紙而での表記にかかわらず，拗1「f・促音は小書きの仮名を用いて人力する。

逼迫化1

図2．4　小書き仮名を用いていないルビの例（lr’わが外交の近況昭和58年版』）

図2．4の入力例

〈ruby　rubyText；‘1ひっ”〉逼＜／ruby＞迫化に

　なお，傍線，傍点，返り点などは全て人力対象外でありルビにならない。また，通常ルビが示される位置に

小書きで添えられた，注番1∫や注記などは，ルビとして扱わない。これらは，それぞれ「注参照マーカー」（→

2．6．6）「傍注」（→2．67）として別途記述する。

2．6．2　上付き・下付き文字

　数式や化学式，単位表示等に見られる1：付き文字，下付き文字は，全て通常の算川数字やアルファベット

によって入力する。その⊥で，」二付きになっている文字は，Slll）erScriptタグ，　F付きになっている文字は，

SubScril）tタグによって示す。

160トノSO2、（km2年）を

図2．5　上付き・下付き文字の例（「環境白書平成7年版』）



2．6　　牛、号…ダ朱Z…ほ己

図2．5の入力例

タグ付き入力例

160トンSO＜subScript＞2＜／subScript＞／（krn〈superScript＞2＜／superScript＞年）を

　なお，卜付き・下付きで示されるもののうち，数式や化学式，単位表示等に相当しない，注番号や注記など

は，卜付き・下付き文字としては扱わない。これらは，r注参照マーカー」「傍注」として別途記述する。

2．6．3　囲み文字

　文字を丸や四角などの図形で囲んで示したものは，囲みを無視して，囲まれている内部の文字を人力する。

　なお，連続・参照ラベルとして機能するもの（丸付き数字など）や，ある特定の語の略記けとして機能する

もの（「秘密」の意を表す」L付きの「秘」など）については，川みの情報を，（・11（・losedCllal・をlct（・rタグによって

表す．

優秀デザイン商品開発指導事業（⇔事業）を実施

図2．6の入力例

図2、6　略記号として機能する囲み文字の例（『通商白書昭和55年版各論』）

タグ付き入力例

2．6．4　組み文字

　複数の文字を1文字分のスペースに組んで示した文字は，組まれている文字を全て1字ずつ切り離して入力

する．

住友化学工業｛㈱　・社日本溶接協ム

図2．7　組み文字の例（『交通安全白書平成5年版』）

17
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図2．7の入力例

fにノ文fヒノ；ξL5ζ　（↑朱）、　（ト1）　ll本汀日妾1坊会

2．6．5　分数

　分数は，分」㌘と分母が，横線を隔てて」ニドに配されている形式，斜線を隔てて左卜・右下に配されている形

式のいずれの場合も，「分子／分母」の形式に統一して人力する．

　　　　　　　　　社会増減数（男十女）
社会増減率＝
　　　　　　　　55年の生残人ロ（男＋女）

図2．8　一ヒ下に組まれている分数の例（『建設白書昭和57年版』）

図2．8の入力例

ト1『Zご1曽り炭’牛～一トIZこf曽il成委1（（1月｝～ξ）／55｛1：θノ1三ダ〔ノ＼1｜（リ」†4＜）

　なお，lI』」のような帯分数の場r†は，原文の意味を損なわないよう整数部分と分数部分を区別する必要が

あるため，分数部分に、fl・a（・tionタグを付IJ・して示す、

帯分数の入力例

1〈fractiol1＞1　　2＜／fraction＞

2．6．6　注参照マーカー

　本文に対して脚注や巻末注などの参照‘七項がある場合に，本文の参照位置と注本文とを対応付けるための番

号や記けなど（以下，注参照マーカー）が，本文行から外れた位置（ヒ付き，ド付き，行間など）に示されて

いることがある．BCCWJでは，これも人力対象として扱う、入力位置は，注参照マーカーが付されている文

字の直後とし，本文行の文字列と区llllするために，110teMal・k（・1・タグを付∫∫して示す。

我が国の金融機関は、デリバティブの取扱いで欧米の金融機関に比べ出遅れ

たといわれている‘（第3－5－1図）。欧米の金融機関がデリパティプの扱い

図2，9　ヒf・1きで小された注参照マーカーの例（『経済白書平成ll年版』）

図2．9の入力例

我が国の金融機関は、デリバティブの取扱いで欧米の金融機関に比べ出遅れたといわれている1（第3．5

1図），欧米の金融機関がデリバティブの扱い（後略）
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タグ付き入力例

我が国の金融機関は、デリバティブの取扱いで欧米の金融機関に比べ出遅れたといわれている＜n。teMarker＞1

＜／n碗eMarker＞（第3－5－1図）、欧米の《〉融機関がデリバティブの扱い（後略）

2．6．7　傍注

　本文行の語や句の脇（行間など）に，注記が示されている場合（以卜，傍注）は，これを入力対象として扱

う、．入力位置は，注記が付されている語や句の直後とし，本文行o）文字列と区｝lllするために，110teBo（lylIllillc

タグを付与して示す、

国際原子力機関（IAEA）の調査を
　　　　　　　1川ernational　At・mic　Encド幻Agency

図2．m　行間に示された注記の例（『日本の防衛一防衛白書一平成17年版）

図2．10の入力例

ll祁祭贋互了乙力機関　（rAEA）　IIIte　rlla　｛　　（，na　l　　Atom　ic　　Ene　rgy　　AgencyO）11周査

タグ付き入力例

国際原1つJ機関（IAEA）＜noteBodylnline＞International　Atomic　Energy
　Agency＜／noteBodylllline＞の調査

2．7　レイアウト

2．7．1　空白

入力対象となるもの　版llliに現れる空白は，以下の場合に入力対象とする、、その際，空白文字は常に1字分の

みを入力する。

●段落冒頭の1字ドげ

●語や文の区切りLlを表すための空白

●「？」「！」などの後ろに挿人される空白

入力対象とならないもの　．L記以外の空白は，全てレイアウトによるものとみなし，無視する。例えば，以ト

のようなものをレイアウトとして人力対象としない。

●引川文，例文，項日等を本文行と区別するためのインデント

・中央揃え・右揃え・下揃え等の配置に伴うインデント

●文字幅を調整するためのスペース
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兄

図2．11　入力対象外となる文字幅調整用スペースの例（『観光白書昭和63年版』）

図2．11の入力例

2．7．2　改行

　改行は，版由の行の折り返しではなく，論理行で行う。具体的には，以ドの要素の前後に改行を入れる。

版面の行替えと一致する場合に改行するもの

（1）段落

　（2）引川

　（3）韻文における行

　
　
お
父
さ
ん
を
待
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
丈
嗣
（
3
年

ぼ
く
は
い
つ
も
家
で

お
父
さ
ん
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
。

だ
れ
か
が
く
る
と

す
ぐ
に
ド
ア
へ
出
て
い
く
。

ま
る
で
え
さ
を
待
っ
て
い
る
犬
の
よ
う
だ
。

図2．12韻文における行の例（『話を聞いてよ、お父さん！比べないでね、お母さん！』）

図2．12の入力例

お父さんを待っている

1．Illll丈扁司（3行三）

ぼくはいつも家で

お父さんの帰りを待っている、

だれかがくると

すぐにドアへ川ていぐ，

まるでえさを待っている犬のようだ。
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版面の行替えと一致しない場合でも改行するもの

　（1）タイトル

　（2）表の各セル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←安全で快適な生活　下水道は・都市における生活又は事業活動に伴い生ずる汚

⇔⇔下樋水や雨水を搬し、処理す・施殻で畝浸水の鰍便

図2．13　タイトルの例（『建設白書昭和56年版』）

図2．13の入力例

安全で快適な生活を支える下水道

下水道は、都市における生活又は事業活動に伴い生ずる汚4くや雨ノ1くを排除し、（後略）

2．7．3　リーダ・ダツシュ

　リーダ・ダッシュは，全て原文に川いられているものを使川する。ただし，リーダ・ダッシュが複数連続す

るものについては，全て1字に置き換える、，

養成……言語聴覚学科，義肢装具学科，

　　　　　　　視覚障害学科

図2．14　複数リーダの例（『障害者白書平成13年版』）

図2．14の入力例

養成…言語聴覚学科，義肢装具学科，視覚障害学科

2．8　誤植

　原文に明らかな誤植がある場合は，これを訂lllして人力する。

　ただし，原文の誤植を訂IEした文字は，　correctiol1タグを川いて示し，原文の情報をタグ内部にorigillalTI・xt

属性として表す。

　なお，明らかな誤植とは，近似の字形の文字を誤って写植したもの（誤字），前後の文字を逆に写植したもの

（転倒），脱字，桁字を指す。誤用や表記のゆれ，IU仮名遣い，仮名遣いの誤りなどは，これに含めない。

　図2．15の入力例

総トン数100トン未満で長さ30メートル未満の
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総トン数100トン未満で長さ30メートノ返団満の

図2，15　誤字の例（『運輸白書昭和51年度版』）

タグ付き入力例

総トン数IOOトン未満で長さ30メートル〈correction　type＝llerratuln“originalText＝”末”〉未

＜／correction＞満の

2．9　符号化の実装

　2．3節において定義したBccwJの文字集合を，　ullicodeによって実装する際のコードマッピングは，原則

としてJIS　XO213：2004の規定によった。

　ただし，処理系の制限により，一部の文字で改lll前のJIS　XO213：200〔〕の規定により実装した文字があるほ

か，符号化の実装において，注意を要する文字群があるため，本節で明示する

2．9．1　JIS　XO213：2000の規定を適用するもの

　2001年0）Jls規格己父訂において，対応するUlli（・odeを変史した文’j’：が363文字あ一）たが，このうち，現

状の処理系で，この変更に対応していない以ドの2）ξ字については，変史前のJIS　XO213：2〔｝0｛〕における定義

（対応Ulli（・o（k・）を採用する。

●全角ダッシュ（「」血区点：1－0］－29）に対応する文字は，「IT＋2014（EN　DASH）」ではなく，「U十2015

　（HORIZONTAL　BAR）」を用いる。

・「予」に「鳥」（「預」面区点：2－94－〔〕5）に対応する文字は，「U＋29FCE」ではなくrU＋29FD7」を川

　いる，

2．9．2　附属書5表2を適用するもの

　算用数字，ラテン文字，その他ラテン文字用図形文字は，JIS　XO213：2000「7、3．IIS　XO201のラテン文字と

同時に川いる場合の符号」において許容されている，「附属書5表2数字・ラテン文字・特殊文字の大体名称」

に規定される文字を専ら川いることとする，，

　これは，BCCWJの本＞bヒ字入力には全角文字のみを川いる仕様に対して，　JIS　X〔〕213：20001∬・1属ll｝1にお

いて規定されるUllicodcへの文・「応付けが，不適切となるためである

　例えば，」1S　XO213では「A（ラテン大文字A）」をU＋OO41に対応／・jけている、一・方，　Ulli（・od（・では，

U＋〔1011をLATIN　CAPITAI、　LETTER　A，　U十FF21をFULL、VII）TII　LATIN　CAPITAL　LETTER　A，

と規定しており，前者はいわゆる’卜∫「戊字の「A」，後者はいわゆる全∫「」）ξ字「A」に対応する（Thc　Ullicod（・

COIlsOrtiUm（2（）〔｝7）を参照）。　BCCWJでは，本文入力に全角文字のみを使うことになっているため，’全∫「J　rA」

の入力には，FULLWIDTH　LATIN　CAPITAL　LETTER　A，つまりUヰFF21を用いなければならない，，

　このように，附属書4の規定において，Unicodeのいわゆる半角文字に対応付けられるものについては，附

属書5表2を適用したヒで，UllicodeにおけるFullwidth　ASCII　varialltsを用いることとする。（→リスト：

2．10．2．2「全角文字入力に伴う対応UIlicodeの再定義」）。
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2．10　【付録】BCCWJの符号化文字集合とJIS　XO213：2004規格との差異一覧

2．10．1　使用しない文字の一覧（計：277文字）

2．10．1．1　装飾・デザインにかかわる文字（計：186字）

組み文字（47字）

面区点　　文字　　UCS　日本語通用名 代用字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
一
ル
　
　
　
一
　
　
　
　
ン
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
　
　
　
　
　
　
チ
ト
ム
　
　
ル
タ
ト
ト
リ
　
　
ト
セ
バ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
K
L
）
）
）
！
？
！
？
リ
ロ
ン
　
一
ラ
ン
　
一
ク
　
ツ
　
ツ
ロ
ル
ン
　
一
リ
　
一
　
m
　
m
　
m
　
9
9
c
2
成
　
o
　
°
E
株
有
代
治
！
？
？
！
ミ
キ
セ
メ
グ
ト
ア
ヘ
リ
ワ
カ
ド
セ
パ
ミ
ペ
　
m
　
c
k
　
m
k
　
c
　
m
平
N
K
T
（
（
（
明

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ル

　

符
符
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
一
ル
　
　
　
一
　
　
　
　
ン
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
　
　
　
　
　
き
き
き
治
蕪
曇
三
籔
㌫
鷲
㎜
璽
㏄
m
璽
響
嘆
問
問
嘆
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
感
疑
疑
感
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全

㎜
瓢
翼
撒
㎜
籔
撒
翼
㎜
翼
㌶
撒
㎜
㎜
纂
註
霊
㎜
㎜
灘
撒

1
1
…
9
9
　
刊
1
9
‥
㍉
㌔
㌢
㍍
㌘
㌧
㌃
㌶
㍑
㍗
㌍
ド
ル
㌣
㌫
㍊
準
ジ
　
㎜
　
㎝
㎞
　
㎎
㎏
　
㏄
㎡
職
M
思
咀
㈱
㈲
㈹
鵬

5
　
6
　
7
　
8
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
3
　
6
　
7
　
8
　
4
　
5
　
6
　
7
㌫
㌫
翼
翼
㌶
㌶
麸
㌶
麸
麸
詞
麸
㌶
㌶
裟
裟
㌶
㌶
裟
裟
H
臼
H
三
H
H
H
三
H
H
H
H
H
H
H
H
H
臼
三
H
臼
H
三
H
三
H

23
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組み文字（47字）

面区点　文字　UCS　日本語通用名 代用字

1－13－78 柾 337D 全角元号大正 大正

1－13－79
昭
和 337C 全角元号昭和 昭和

1－09－20 乃 00BD 2分の1 1／2

1－07－88 乃 2153 3分の1 1／3

1－07－89 祐 2154 3分の2 2／3
1－09－19 ％ 00BC 4分の1 1／4

1－09－21 ％ 00BE 4分の3 3／4
1－07－90 ％ 2155 5分の1 1／5

1－12－31 泊 217A ローマ数字11小文字 xi
1－12－32 姐 217B ローマ数字12小文字 xii

1－13－31 刈 216A ローマ数字11 XI
1－13－55 粗 216B ローマ数字12 XH

囲み文字（136字）

面区点　　文字　　UCS　日本語通用名　代用字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
1
　
2
　
3
4
5
6
　
7
8
9
　
0
1
2
　
3
　
4
1
　
2
　
3
4
　
5
6
7
8
9
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
2
　
2
2
　
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸

0
1
　
2
　
3
4
　
5
6
7
8
　
9
A
B
C
D
　
E
F
　
O
　
1
　
2
　
3
1
　
2
　
3
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
7
　
7
　
7
　
7
　
5
　
5
　
5
　
5
　
　
ρ
0
　
　
6
ρ
0
　
　
ρ
0
　
　
　
　
ρ
0
　
　
6
　
　
ρ
0
　
　
　
　
　
　
　
ρ
0
　
　
6
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
∠
　
　
り
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
∠
　
　
り
白
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
3
　
3
　
3
　
3

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳
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囲み文字（136字）

面区点　文字　UCS　日本語通用名　代用字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
5
6
　
7
8
9
0
　
1
　
2
3
4
5
6
7
　
8
9
0
1
2
　
3
4
5
6
　
7
　
8
9
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
　
2
　
3
4
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
3
　
3
　
3
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
5
　
1
　
2
　
3
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

26

27

28

29

30

31

32

33

丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒

撒
鑑
翼
撒
㎜
璽
鑑
霊
鑑
㎜
㎜
㌶
鑑
㎜
㎜
霊
㌶
鴛
霊
獅
霊
鑑
遮

⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑩
⑳
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑩
0
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
：
：
4
ゴ
ゴ
：
ゴ
：
：
：
与
与
：
：
三
：
：
：
：
二
二
4
魏
鵬
魏
魏
曇
魏
魏
皿
魏
鵬
魏
罷
…
罷
霊

25
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囲み文字（136字）

面区点　文字　　UCS　日本語通用名　代用字

5
　
　
6
　
　
7
　
　
8
　
　
9
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
1
1
1
1
2
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
　
a
b
　
c
d
　
e
f
　
g
h
i
j
k
l
　
m
　
n
　
o
　
P
q
r
　
s
t
　
u
　
v
　
W
　
x

麸
畑
㎜
峯
鱗
鶏
…
議
蕪
嘘
議
薫
霊
黒
黒
黒
黒
黒
黒
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸

㌃
；
R
鷺
黒
㌃
鷺
認
功
m
霊
以
え
驚
D
。
器
㏄
㌃
㌃
z
叉
篇
ロ
頒
盟
泌
泌
泌
盟
盟
盟
別
盟
泌
刎
題
盟
盟
坐
盟
坐
盟
盟
盟
勾
盟
盟
盟
袈
勾
泌
盟
別
盟
袈
塑
勾
別
勾
盟
盟
摺
別

⑯

⑯

⑰

⑯

⑩

⑳

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑥

⑤

◎

⑥

◎

㊦

⑧

⑥

①

①

⑧

①

㊥

⑪

◎

⑨

⑨

㊤

⑤

㊤

⑪

⑤

㊥

⑧

5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
4
4
4
4
4
2
口
山
㊤
与
㊤
㊤
与
与
㊤
6
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
口
与
口
口
口
与
与
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
4
4
4
4
4
4
㊤
o
㊤
㊤
o
o
o
o
』
0
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
1
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
1
　
　
1
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
1
　
1
，
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
1
　
　
1
　
　
1
　
1
　
　
1
　
1
　
　
1
　
　
1
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
1
　
　
1
　
1
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
1
　
　
1
　
　
1
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囲み文字（136字）

面区点　文字　UCS　日本語通用名　代用字

y
z
ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ
サ
シ
ス
セ
ソ
タ
チ
ツ
テ
ト
ロ
　
ハ
　
ニ
ホ
へ
上
中
下
左
右

欝　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
訂
籠
Y
Z
ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ
サ
シ
ス
セ
ソ
タ
チ
ツ
テ
ト
ロ
　
ハ
　
ニ
ホ
　
へ
付
付
付
付
付
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸

田

田
D。

m
m
田

以

肪

田

肪

田

田

皿
田
㏄
の
理
田
田

田

硯

田

肌

田

田

の
㏄

M
莇

舶

灯

　
2
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3

⑦

②

⑦

⑦

◎

㊤

⑧
⑳
㊥
②
㊧
◎
⑨
②
⑧
㊤
◎
②
⑦
◎
㊧
㊦
◎
◎
㊤
㊥
◎
㊤
㊥
㊦
㊧
㊨

7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
踊
％
別
詞
鍋
詞
鎚
お
お
詞
％
郷
踊
兄
幻
肝
兄
兄
兄
兄
卸
幻
狛
お
詞
路
お
超
肝
㌶
㌶
㌶
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
　
1
1
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1

上付き文字（3字）

面区点　文字　UCS　日本語通用名　代用字

1－09－16

1－09－12

1－09－13

1
2
3

00B9

00B2

00B3

上付き1

上付き2

上付き3
1
2
3
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2．10．1．2 類似の非漢字（計：17字）

面区点　　文字　UCS　日本語通用名 代用字　代一面区点　代一UCS　代一日本語通用名

1－09－02 00AO ノーブレークスペース 1－01－01 3000 和字間隔

1－03－92 一
2013 二分ダーシ、ダッシュ

（二分）

一
1－01－29 2015 ダッシュ（全角）

1－02－17 一 002D ハイフンマイナス 一 1－01－30 2010 ハイフン（四分）

一 1－01－61 2212 負符号、減算記号

1－03－91 ＝ 30AO 二重ハイフン、二分二

重ダツシュ

； 1－01－65 FFID 等号

1－01－17
一 203E オーバーライン、論理

否定記号

一 1－09－11 FFE3 マクロン

1－02－18 ～ 007E チルド

1－09－14 00B7 中点（ラテン） ● 1－01－06 30FB 中点

1－03－32 ● 2022 ビュレット

1－03－31 o 25E6 白ビュレット ○ 1－01－91 25CB 丸印、白丸

1－02－94 ○ 25EF 大きな丸

1－03－26 o 29BF 丸中黒 ◎ 1－03－27 25C9 蛇の目

1－09－08 《 00AB 始め二重山括弧引用記

号、始めギュメ

《 1－01－52 300A 始め二重山括弧

1－09－18 》 00BB 終わり二重山括弧引用

記号、終わりギュメ

》 1－01－53 300B 終わり二重山括弧

1－13－64
ミ 301D 始めダブルミニュート ‘‘

1－01－40 201C 左ダブル引用符

1－13－65 ミ 301F 終わりダブルミニュー

ト

，，

1－01－41 201D 右ダブル引用符

1－02－16
1
1 0022 引用符、クォーテーシ

ョンマーク

‘‘

1－01－40 201C 左ダブル引用符

，，

1－01－41 201D 右ダブル引用符

1－02－15 ， 0027 アポストロフィ
‘

1－01－38 2018 左引用符
，

1－01－39 2019 右引用符

2．10．1．3　入力対象外文字（計：48字）

　　　　　　　　　　　　　　改行関連文字（1字）

面区点　文字　UCS　日本語通用名

1－09－09 00AD　ソフトハイフン

けい線素片（47字）

面区点　文字　　UCS　日本語通用名

1－08－1
一
2500 横細線素片

1－08－2 1 2502 縦細線素片

1－08－3 「 250C 細線素片左上
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けい線素片（47字）

面区点　　文字　　UCS　日本語通用名

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

央

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

左

上

右

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

下　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

右

左

左

上

片
㎜
霊
鑑
鴛
㎜
㎜
㎜
霊
謬
鶏
㎜
翻
㎜
斑
鴛
欝
㎜
鴛
鑑
霊
㎜
霊
霊
霊
㎜

「
　
」
　
　
L
　
　
L
「
　
　
T
　
」
「
　
⊥
　
　
⊥
1
　
一
　
1
　
　
「
　
　
「
　
」
　
　
」
　
　
1
「
　
　
T
　
」
ー
　
⊥
　
　
⊥
－
　
L
「
　
〒
　
」
丁
　
⊥
　
　
i
〒
　
」
ー
　
T
　
l
「
　
⊥
　
　
⊥
1
　
「
　
」
　
〈
Ψ
　
味
Ψ
　
木
里
　
人
『
μ
　
丁
牛
　
人
＝
　
十
　
干
　
ん
⊥

翼
竃
竃
竃
竃
慧
蕾
㎜
巖
竃
き
き
き
き
麗
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

29



30 第2章文字入力仕様

けい線素片（47字）

面区点　文字　UCS　日本語通用名

1－07－45
一「 23C9 上横縦線素片

1－07－46 ⊥ 23CA 下横縦線素片

1－07－47
一1 23CB 右上角素片

1－07－48 」 23CC 右下角素片

2．10．1．4 Unicodeにおける合成処理対象文字（25字）

面区点　文字 UCS 日本語通用名 代用字

1－4－87 が ＜304B，309A＞ 半濁点付き平仮名か か

1－4－88 ぎ ＜304D，309A＞ 半濁点付き平仮名き き

1－4－89 ぐ ＜304F，309A＞ 半濁点付き平仮名く く

1－4－90 げ 〈3051，309A＞ 半濁点付き平仮名け け

1－4－91 ご ＜3053，309A＞ 半濁点付き平仮名こ こ

1－5－87 ガ ＜30AB，309A＞ 半濁点付き片仮名力 カ

1－5－88 ギ ＜30AD，309A＞ 半濁点付き片仮名キ キ

1－5－89 グ ＜30AF，309A＞ 半濁点付き片仮名ク ク

1－5－90 ゲ ＜30B1，309A＞ 半濁点付き片仮名ケ ケ

1－5－91 ゴ ＜30B3，309A＞ 半濁点付き片仮名コ コ

1－5－92 ゼ ＜30BB，309A＞ 半濁点付き片仮名セ セ

1－5－93 ヅ ＜30C4，309A＞ 半濁点付き片仮名ツ ツ

1－5－94 ド ＜30C8，309A＞ 半濁点付き片仮名ト ト

1－6－88 プ ＜31F7，309A＞ 小書き半濁点付き片仮名フ フ

1－11－36 主 ＜00E6，0300＞ グレープアクセント付きAE小文字 記

1－11－40 う 〈0254，0300＞ グレープアクセント付きオープン0小文字 o

1－11－41 6 ＜0254，0301＞ アキュートアクセント付きオープン0小文字 つ

1－11－42 λ ＜028C，0300＞ グレープアクセント付きターンドV小文字 A

1－11－43 元 ＜028C，0301＞ アキュートアクセント付きターンドV小文字 A

1－11－44 ら ＜0259，0300＞ グレープアクセント付きSCHWA小文字 9

1－11－45 6 ＜0259，0301＞ アキュートアクセント付きSCHWA小文字 9

1－11－46 き ＜025A，0300＞ グレープアクセントとフック付きSCHWA小文字 び

1－11－47 び ＜025A，0301＞ アキュートアクセントとフック付きSCHWA小文字 び

1－11－69 八 ＜02E9，02E5＞ 声調記号上昇調 」

L11－70 N ＜02E5，02E9＞ 声調記号下降調
1

2．10．1．5 漢字（1字）

面区点　文字　　UCS　代用字　代用面区点　代用UCS

1－47－52　　叱　　　20B9F 叱 1－28－24 U十53F1



2．10　【付録】BCCWJの符号化文字集合とJIS　XO213：2004規格との差異一覧

2．102　代用コードで運用する文字の一覧（計：96字）

2．102．1　JIS　XO213：2000の規定コードを用いるもの（2字）

面区点　　文字　JIS定義UCS　使用UCS　日本語通用名・字体説明

2．10．2．2

1－01－29

2－94－05

一

預

2014

29FD7

2015

29FCE

ダツシュ

「予」＋「鳥」

全角文字入力に伴う対応Unicodeの再定義（94字）

面区点　　文字　JIS定義UCS　使用UCS　日本語通用名

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ン

　

　

　

　

セ

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　
ン

　
　

ピ
　
コ
セ
疑
ア
ア
フ
マ
ア
斜
逆
縦
始
終
始
終
始
終
正
等
不
不
円
ド
パ
ア
星
単
始
終

㎜
㎜
㎜
㌶

麗

霊
懸
㎜
霊
㎜
㎜
㎜
霊
㎜
㎜
㎜
霊
㎜
霊
惣
㎜

㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜

㎜
㎜
麗
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
麗
隠
隠
㎜
震

，
　
°
：
　
；
？
・
　
（
　
　
　
｝
　
　
　
／
＼
ー
（
）
［
］
｛
｝
十
　
＝
　
〈
　
〉
　
￥
＄
％
　
＆
　
＊
　
＠
（
》

4
　
5
　
7
　
8
　
9
　
4
　
6
　
　
　
1
　
8
　
1
　
2
　
5
　
2
　
3
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
5
　
7
　
8
　
9
　
0
　
3
　
5
　
6
　
7
　
4
　
5
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
1
　
1
　
　
　
1
　
1
　
3
　
3
　
3
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
6
　
6
　
6
　
6
　
7
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
5
　
5
L
L
L
L
L
L
L
　
g
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
2
2
0
0
0
0
0
0
0
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
L
L
L
L
L
L
L
　
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

＊7オーバーラインの代用として用いる。
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面区点　文字　JIS定義UCS　使用UCS　日本語通用名

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

大

　

　

　

　

　

　

　

　

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

一
ア

1
　
2
　
3
4
　
5
　
6
7
8
9
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

㎜
麗
㎜
器
㎜
麗
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
隠
㎜
㎜
㎜
惣
惣
㎜
㎜
㎜
隠
㎜
㎜
㎜
隠
皿
麗
㎜
麗

0
1
　
2
　
3
4
　
5
6
7
8
　
9
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
7
　
8
9
A
B
C
D
　
E
F
　
O
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
7
　
8
　
9
A
　
1
　
2
　
3
4
　
5
。
3
。
3
田
。
3
。
3
。
3
。
3
田
。
3
：
。
4
肚
。
4
：
：
田
。
4
。
4
坐
。
4
。
4
。
4
。
5
。
、
。
、
。
、
田
。
5
。
5
肪
。
、
。
、
。
，
。
6
。
6
・
6
・
6
・
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z
　
a
b
　
c
d
　
e

6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
嵩
c
Ω
㌶
㌶
㌶
㌶
㌶
㌶
麸
紐
紐
㍑
麸
麸
㌶
篶
篶
篶
芸
裟
裟
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面区点　　文字　JIS定義UCS　使用UCS　日本語通用名
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
p
Q
R
s
T
u
V
W
x
Y
z
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
字
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
テ
　
一
ア
　
一
ア
　
テ
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
　
一
ア
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ

脳㎜
㎜
㎜
㎜
㎜＝
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
麗
㎜
麗
㎜
㎜

f
　
g
h
i
j
k
l
　
m
　
n
　
o
　
P
q
r
　
s
t
　
u
　
v
　
W
　
x
　
y
z

0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
9
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
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3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
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第3章

タグ仕様

3．1　概要

本章では，BCCWJのタグ仕様の概要と凡例を示す。現在定義されているタグ（可変長46要素，固定長2要

素）＊1に関して，それぞれの適用例を具体的に例示しながら説明する。最初にお断りしておくが，版面の関係

上，（特に画像など）判読しづらい箇所が散見される。本仕様はWebサイト＊2においても公開しているので，

そちらも併せて参照されたい。

3．1．1　タグの分類と列挙の仕方

　タグは，付与する対象という観点から，ブロック要素とインライン要素に分けられる。

●ブロック要素…複数の論理行を包含しうる要素

・インライン要素・常に1論理行内に包含される要素

また，機能に着目すると，タグは概して以下のように分類できる。

●サンプルに関する要素

●言語的な階層構造を記述する要素

●特定の言語構造を記述する要素

　　一図表に関する要素

　　一引用に関する要素

　　一注記に関する要素

　　一その他の要素

●文字・表記に関する要素

　タグには，それ自体独立して完結するものと，有機的に他と関係性を持つものに分かれ，仕様の理解のため

には関係するタグも参照することが望まれる。本仕様は，Webサイトでも公開しているが，　Webサイトの特

性を活かし，各タグ要素について機能ごとに分類し，関連するタグを相互参照できるようにしている。しかし，

本章は紙媒体での公開であり，参照の便宜を図るため，各タグ要素を要素名順に列挙した。

3．1．2　可変長と固定長におけるタグ仕様の相違

BCCWJには，一つの記事（article要素）を包含し，1サンプル中の文字数が，最大1万字程度である可変

長と，1サンプル中に含まれる文字数が1000文字以上となることを保証された固定長という2種類のサンプ

＊1本仕様は，ver　2．0に基づくものである。タグについては，今後変更が加わる可能性が高い。

＊2http：／／www2．kokken．go．jp／densi／public／wiki／
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ルがある。可変長が文章・談話としてのまとまりを重視したサンプルであるのに対し，固定長は文字数を固定

し，文字・語・文といったより小さな言語単位に着目して取得されるサンプルである。可変長と固定長は形態

や利用目的が異なるため，タグ仕様についても，次にまとめた通り，若干異なる箇所があり注意が必要である。

固定長のタグ仕様における注意点

　　●以下の2要素について，「可変長」とは定義が異なる。

　　　－sample要素

　　　一sampling要素

　　●cluster要素は認定されない。

　　●固定長のサンプル範囲は文字数で限定されるため，当該要素の定義を満たす要素をすべて含むとは限ら

　　　ない。

3．2　凡例

　各タグ要素の説明は，以下のような構成となっている。

　　●概要

　　●形式

　　　　一要素

　　　　一属性

　　　　一DTD

　　●説明

　　●形式化例

注記

　（1）「要素」に挙げられているENTITY（実体参照）については，以下のとおり定義した。

＜！ENT工TY　％　blockElement　，larticle　　　cluster　　　paragraph　　　authorsData　　　title　　　titleBlock

figureBユock　labstract　　　quotation　　　blockEnd　　　contents　　　list　　　profile　　　rejectedBlock

noteBody　　　orphanedTitlel　verse　　　infoli＞

＜！ENTITY　％　characterElement　，，missingCharacter　l　correction　l　image　l　enclosedCharacter　lreplacel

jis20041　jis2000　1　substitution，1＞

＜！ENTITY　Z　stringElement　’lrejectedSpan　l　ruby　l　fraction　l　sampling　l　quote　l　subScript　l

superScript　l　noteMarker　l　noteBodyInlinell＞

（2）各タグ要素の最後に示した形式化例について，例示すべきタグが引き立つようにするため，文章の一部

　　や特に示す必要がないタグを省略した箇所がある。省略した箇所については欄外に注記を施した。



373．3　タグー覧（可変長）

タグー覧（可変長）
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abstract要素

概要

●article要素，またはcluster要素の概要に相当する文書要素を表す。

形式

■要素

　　　blockEIld，　br，　cluster，1ist，110teBody，　paragraph，　qllotatiol1、　selltellce

■属性

　　●なし

■DTD
　〈1ELEMENT　abs七ract

　　　　　　（blockEnd　l　br　l　cluster　l　list　l　noteBody　l　paragraph　l　quotation　l　sentence）＊〉

説明

　abstract要素は，　artide要素，またはcluster要素の概要に相当する文書要素を表す。　abstract要素に該当

する文書要素としては，例えば，次のような文書要素がある。

●新聞のリード

●論文の概要やキーワード

●雑誌の記事要旨・前文・導入文

これらは，ある一定範囲の文書要素の概要として機能すると共に，以下の条件をいずれも満たすものとする。

●囲み，段組の差など，提示形式の差異によって，本文（文書の主たる構成要素となっている文章の連な

　り）とは物理的に明確に切り離された文書要素となっている。

●概要の対象となっている文書要素（article要素や，　clllster要素）のタイトルに続く冒頭部に位置して

　いる。

　この条件によって，本文内の一部の章や一部の段落として現われる概要に相当する文書要素は，abstract要

素の対象からは除かれる（下図『独占禁止白書』における青囲み「第1　概説」を参照。後続する「第2　運用

規準別表の改訂」と同様に，「第7章」の本文を構成する章そのものとなっているため，abstract要素とはな

らない）。
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第7章価格の同調的引上げに関する

　　　報告の徴収

第1　概　　　説

独ll‘禁1卜法訂訓8糸の2の規wにより．｛1問i1‖内総俳給‘［｝i郁か61Hl｛ellj超

て，カ・・♪，　｜仲3ド1．σ）rl1丘嵯‘「i拠・撃σ〕r㌃，コカ57〔，06超という巾」▲聾湾】浩要Wを↓苗た

イ．卜、捧1；ぴ）1商～1r」又‘」役務‘二つき，11」耽’！’輩高をご亨む2r（L《ノノ｜・慨」1ぱ者1・1ハ∫易

占拠率が5％以Lであ一，て，1位5荷以内である者をいう．）か．取引の以

’｛1と1て川いる価格について，3か月以内に、同　｝〈は近鰍の額又‘卍宇の引

1『けをL’こときは，当委H会は、∨1稲蔓ヒ腔事ぜ者に対し．’ll“6倫枯の’∫ll『け

F｝llllにっいて筒1｛！；を求めることカ・できる．

このΨ定の遁川↓・二ついては、’li否日会は，その速川拭γ～1を明らかにオる1膓．

ともに、rll均情遼∫要件に、邊’±i・ナる‘「∴11をあらかしめ悶Wt．これを」ヨi川ハ1いψ

別表に掲げ，’‘1該別みが改川されるまでの問、II‘1別左に肘載されr：rl川｜に・『，

いて価格の同魂的・jlLげの報；’f徴双を行うことε1．ている・．

第2　連用基準別表の改定

当委邑1会は、小場構造要｛1について淵在を実施し，次のとおり適川埴｝？別

友を改定し、＾r成13il　l月1日から’友施した7これは，　ll1内総供給価宵「1使ひ

『独占禁止白書』平成13年版

　また，卜記の条件を満たしていれば，d］・t　icle要素だけでなく，clllstcr要素にもabstract要素が含まれてい

てもよいことに注意する（例2）。

　なお，「概要」，「Abstract」など，概要となる文、｝｝要素のタイトル・代表記述に相当する文書要素がある場合

は，abstmct要素の中でtitle要素として記述し，　title要素が包括する文，ll要素の範囲をcluster要素を川い

て記述する（例3）。この場合，abstract要素が複数のclllstcr要素から成り1㌦つ場合もある（例4）。

形式化例
、
ノ

■例1：新聞リード（『毎日新聞』2003年3月2日朝刊）

原資料

　　㏄済がわかる　企束かみえる　　　　　　　　　　　　㌔　…　　　　　一●
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一
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形式化

＜titleBlock＞

＜title＞

〈sentence　type；‘lquasi‘‘〉イラク開戦シミュレーション＜／sentence＞

　＜／title＞

＜／titleBlock＞

＜abstract＞

　＜paragraph＞

　　＜sentence＞イラク情勢が緊迫化し，世界経済への影響が懸念されている　＜／sentence＞

　＜／paragraph＞

＜／abstract＞

〈C］．uster＞

　＜titleBlock＞

　＜title＞

　　〈sentence　typeニ1’quasi”〉株価→下落＜／sentence＞

　　＜sentence　type＝1↑quasi”＞04年度まで日本マイナス成長も＜／sentence＞

　＜／title＞

＜／titleBlock＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：（以下略）

※b1・要素を省llllφ　⊥’ノ川ぐ川L

■例2

原資料

：雑誌導入文（『電撃GAME⊂UBE、2003年12月号）

＼

1
．
．

形式化

＜cluster＞

＜titleBlock＞

　〈sentence＞WWE独自のルールや試合形式も完全再現1〈／sentence＞＜sentence＞　どんな

　試合だって楽しめる！！＜／sentence＞

　〈title＞

　〈sentence　type＝’「quasi’‘〉豊富なモード＆試合形式＜／sentence＞

　＜／title＞

＜／titleBlock＞

＜abstract＞

　＜sentence＞このゲームでは、じつにさまざまな楽しみ方ができる　＜／sentence＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

＜／abstract＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：（以下略）
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■例3：論文概要（『図説森林・林業白書』平成14年版）

原資料

皿　森林の整備、保全と山村の活性化

　隈7勺）

　垣フ1．α“‘：閲L．ぐは，地培出蕨1ヒ防Il．に寄’；’」．㌫．筒叱曜漸り峨収・

動硫や，事侵多口な妬献悔ω1．勾・’lf｝σ」隅を祝恨して’li拘苓様性を齪ie

イ’る脚固：玄↓禎’ろ国民プ》1刑．［山踊まり．侮｛靭もつ橘磁に対．』る1011＞が⑯

4薪↓1．tている．

　Ψ．鰍廟化1も‘1．1：郎rて．勘ll・ll↓．⑭脚‘1．（忽㎜5口から’r底溺‘び

樹1・：・｛’訂1．．内ll・’

　森林は1：紗の日1出やr飼壊を防く’阻隠，6t永や陽水を筒自比．永？1を怜化†る

但横．風害や商薄そ阿ぐ同能、胆肖や“候を緒81丁る恨使．安ら〆や憩いめ堺、

An的靭川の喝を哩供寸るなと』の保聾・駕化・お釘的な臨．木材零の物質牛

ノ更倹蛤鷺仔々な霞旋を有L㊦お⑲、「さ杜C’P活と戻くかかわつている．

　また，近「r“、塘球巴眼他防‘｝：‘ご寄与↑6㌦熊化炊ぷの枇』い貯阻や多朴口多

臓な動悼胸の勺・皇・’田の増◆提限して牛鞠ら抽n．を岸企†る嶺艦‘二拳る国

1《ゲ刈珂・心も縄皇1戊，　内悼グ，も’・頂田‘．：吋．8ろ廟nカ1多帳‘ヒしている．．

　こ9｝ような☆18内もつ多面的頂鹿が岡襲にわたり符膨的に竃筒されるよう、

形式化

＜abstract＞

＜Cluster＞

〈titleBlock＞

〈title＞

　〈sentence　type＝llquasil‘〉

　＜／title＞

＜／titleBlock＞

＜paragraph＞

＜sentence＞

＜／cluster＞

＜abstract＞

（要約）＜／sentence＞

森林に関しては　地球温暖化防止に寄与する　酸化炭素の吸収・貯蔵や、多種多様な…＜／sentellce＞

■例4：複数の要素（概要・キーワード）からなるabstract要素（『日本語科学』2004年10月，16号）

原資料

若年層関西方汀の否定辞にみる、「語変化のタイプ

高イざ　　ll「

．」、P‘ノ】ηソ、．1’，c’｛

ド
比

一ワ
リ

一

r
キ
噺

　　　　　　　　　　　　　　　　●　曽
　～）・‘柄）噸L曳㌧．L．こ［】．畿，」ン三恥碧1ワ．v痙甜・”ハ．ポ』．ン・一ヘノ∫は’♪任串パ冊i・

　　　　　　　・，かr7イ1｛’：　．．‘」1“利〃‘，7、二引Lそア．・．’任llけ1リル’♪申‘1る…．

　　．・．・1竃り1．7：↓．」ほlr’1］，，1iコ1‘wzよ∩㍉二れiド’二1・’烈乏．間↑・．．．．．．．’岬，．い．

　　　　凡、lt」日：　ご▲よ　　　 カ・ε，「1瓢‘　る匂）．・寸：7．ある，　．，　‘↓1日：ノ人　k‘，　W三力r‘竃1‘↓さ］さ．　．　　　　鵬　’∫

rl勅．，→　o・心　し「∠Jn〔1‘‘肋．”ソ・ワヒ1．イ∪1刺1蠕・らPfツ川へ㌧断》｝．．．㌦り．．，．「一．てい

　　　トる　 打［“i‘｝衣，’．”亙’‘」n「こ：よ但ヤ、；’‘ηjZ・㌧．、夢…㌣・セロ・’．．　 　　　ヒ、・ら．　ヒ功‘旺1’，カ・’：
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形式化

＜abstract＞

　＜Cluster＞

　　＜titleBlock＞

　　　＜title＞

　　　〈sentence　type＝“quasi“〉キーワード＜／sentence＞

　　　＜／title＞

　　＜／titleBlock＞

　　〈sentence　type＝”quasil’〉関西方言，否定辞，ネオ方言形，言語変化のタイプ＜／sentence＞

　＜／cluster＞

　＜cluster＞

　　＜titleBlock＞

　　　＜title＞

　　　〈selltence　type＝’lquasi‘‘〉要旨＜／sentence＞

　　　〈／title＞

　　＜／titleBlock＞

　　＜paragraph＞

　　　＜sentence＞若年層の関西方言では，動詞否定形を作る否定辞に，方言形～ン・～ヘンおよび．．．〈／sentence＞

　　＜／paragraph＞

　＜／Cluster＞

＜／abstract＞
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概要

●同一著者（単著では一人，共著では複数）による，同一テーマのひとまとまりの文書要素を表す。

形式

■要素

　　　b1・．　selltellce．％blockElelllent；

■属性

　　●αγ九1（’∫z）（必須）

　　　一外部データベースからarti（・le要素に関する1情報（著者に関する情報など）を取得するためのID。

　　　　　詳しくは，Articleテーブルを参照のこと＊3。

　　●7sWんole．4悟cle（必須）：記1餌全体を格納しているか否かを表す。

　　　－true＿格納している場合

　　　一false＿格納していない場合

■DTD
　〈！ELEMENT　article　（br　l　sentenc司％blockElement；）＋〉

　＜！ATTLIST　article　article工D　CDATA　＃REqUIRED＞

　＜！ATTLIST　article　isWholeArticle　（true　l　false）　＃REQU工RED＞

説明

1司一著者（単著では一人，共著では複数）による，同一テーマのひとまとまりの文書要素を表す。

arti（・le要素は，α琉c～c∫D属性とτs　W7ωlcAr伽1e属性を持つ。

　・α権clε1D属性：この属性は，外部データベースからarticle要素に関する↑青報（著者に関する情報な

　　ど）を取得するためのIDである。参照する外部データベースは，　Articleテーブル＊3を想定している。

　　この属性は，必須属性である。

　●τ3Wωle、4悟cle属性：サンプルによっては，収録文字数の制限などにより，本来収録すべき文書範囲

　　全体を収録できない場合もある。乞5Wんole、4溺c／e属性は，全体を収録できた場合にtrue，できなかっ

　　た場合にfalseとなる。この属性は必須属性である。

＊3http：／／www2．kokken．go．jp／densi／public／wiki／から［ver．2．0］→［データベース］を参照のこと．
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■入れ子のar七icle要素

　人れrのarticle要素の場合，サンプルとして取得されるarticl℃要素は，サンプル抽出基準点を包含する最

も小さなalticle要素となる。ただし，複数のarticle要素を包括する枠組み（コーナーなどの親要素としての

～⊥rticle要素）があり，包括する枠絹にサンプル／ll｜川基準点があれば，その枠組み自体がサンプル対象のru・t　icle

要素となる。

　例えば，次の記事のように，複数の言卍拝を有する特集について，そのまとめとなる記述が存在する場合で

ある。

　
、

、
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ム
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臨
…
ら
な
い
た
め
の

6
っ
の
F
法

『短歌研究』（2〔〕03年ll月号）

　上の例では，特集全体の総括となるような記述（緑で囲んだ部分；無記名、編集者による）があり，その後ろ

に，それぞれ別の著者による記事（青で囲んだ部分；記名）が複数続いている，この場合，個々の記名記事を

arti℃lc要素として認定した1：で，総括部分（緑）と後続する、10事（II「）からなるarticl（・要素（赤）を認定する。

このとき，総括部分（緑）にサンプル抽出基準点が存在すれば，arti℃1◇要素（ll「）を包含するarti（・1（・要素（赤）

がサンプルとして取得される、、

■article要素に含まれる文書サイズの制限

　article要素は，同一著者（単呂：では一一人，共著では複数）による同一テーマのひとまとまりの文ll腰素を表

す。しかし，小説をはじめとして，サンプリング対象の文書によっては，article要素に含まれる文、1｝サイズが

必要以上に大きくなってしまう場合もある，そこで，article要素に含まれる文書のサイズを次のように制限す

る。なお，制限を行った場合は，～slぴθ／dノ・置〃・lf・1㎡性値はfalseとなる。

（1）サンプリングによって指定された「開始点」を含む如5について，同一著者による同一テーマの文書要

　　素を「第1単位」と認定する。これが，文書サイズを制限しない場合のarticle要素本来の単位である、、

（2）「第1単位」の文字数を概算し，10000字を超える場合は，1｝lj始点を含む第1単位の子要素のうち，開始

　　点を含むclllster要素，もしくは，　blockElld要素で区切られる範囲の文書要素を「第2単位」とする。

　　この操作を繰り返し，よりド位の単位を「第2単位」「第31it位」…と認定する。そして，10000字以ド

　　になったときに，τlrticlc要素とする。
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（3）最小の単位に含まれる文字数が10000字以ヒの場合は，その先頭から11）OOO文字を抽lllした文川要素

　　をarticlc要素とする。

この例の場・合，第2章第3節がサンプルの単位となる。

ン罷纏霧（3。。。。騎

曇劉5。囎

曇謹鏑3敵2。。蒔、

■著者不明の場合

　article要素は，著者を元に文書要素の範囲を定めるものだが，場合によっては著者が明らかでないこともあ

る。この場合は，口次等の記事情報をrがかりにし，同著者による文章の範囲を推定する。また，新聞など

の，著者の明示も目次も存在しない文、llについては，内容のまとまりによって，　article要素を認定する、、

形式化例

■　『首都圏白書』　平成12年版

形式化

〈article　articlelD＝nOW5×　00201　VOO1，，〉

＜titleBlock＞

　＜title＞

　＜sentence　typeニ’‘quasi”＞9．その他のプロジェクトの推進＜／sentence＞

　＜／title＞

＜／titleBlock＞

＜Cluster＞

＜titleBlock＞

　＜title＞

　〈sentence　type＝1’quasi‘，〉（1）　東京湾臨海地域における総合的整備の推進等＜／sentence＞

　＜／title＞

＜／titleBlock＞

〈paragraph＞

＜sentence＞　東京湾臨海地域においては、自然環境の保全・回復を図りつつ、都市機能の高質化、都市環境の保全、

防災性の向上等のニーズに対応した土地利用を進める観点から、低未利用地等を核として周辺地域との一体的かつ

総合的な整備を進め、各種機能が複合する新たな東京圏を創造する戦略的拠点を形成するとともに、これらの拠点

間の広域的な連携を促進していくことが重要である。

〈／sentence＞

＜／paragraph＞

＜／cluster＞

＜／article＞

※br要素は省略



46 第3章タグ仕様

authorsData要素

概要

●記事構造上，著作者表示・署名にあたる要素

○記事を構成するのに参加した人（著者，対談・インタビュー話者，モデル，カメラマン，イラストレー

　ターなど）の情報を示している。

形式

■要素

　　　br．　SellteUce

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　authorsData　（br　l　sentence）＊〉

説明

　記事構造ヒ，著作者表示・署名にあたる部分は，authorsData要素で表す。これは記事の作成にかかわった

人の名前や組織，情報の元などを表すものであり，その役割は多岐にわたる。例えば，著者，話者，モデル，カ

メラマン，イラストレーター，構成，編集などである。→【例1】

　人名だけではなく，その役割・職業・肩5｝き，さらに取材地や日時などが共に記されている場合は，これも

含める。人名とは別の場所に，離れて記されているものは，alltllorsData要素とはしない。

　ただし，著作権にかかわる著作者すべてということではないことに注意されたい。allthorsDataでマーク

アップするのは，（1）記事の作成にかかわった人を示していて，かつ，（2）記‘拝の構造として，署名部もしくは

著作者表示部（記事冒頭または末尾に現われる，記事作成関係者をまとめて示す部分）となっている要素であ

る。よって，出てくる名前全てがマークアップされるわけではない。→【例2】【例3】

■署名部・著作者表示部に，複数の役割と名前が含まれる場合

　　・名前と役割のペアが複数現れる場合，それをまとめてallthorsData要素とする。内部の構造化はせず，

　　　改行で区切られる。→形式化例【例1】【例2】
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　　　卜記表・1請1；において，同・のフォーマットで列挙される項は全てalllhO1・sDataとなる．「協カlr提

　　　供　等，呂：作関係「㌣かどうか判断が微ケ〃なものも人る川’能性力～あるが、それらを別に川川IOrsDala

　　　の外に出すことはしない．

●数人分がまとめて現れている場rWよ，　・人ずつではなくまとめてマークア・ソフされる

■allthorsDa七aと認定しないもの

　以ドに挙げる要素には、～UlthOrsD～L｛aタグを付’与しない．

●タイトルに含まれる茗作者名（呂1作者名を；己したタイトル）一＞lid¶一【例3】【例4】

．フロフィール中の名前一＞1）rofil（・→【例3】

■記ll｝：のド位クラスタ内に示される，インタビュイー、質問川答者，情報提供者などの名前

●写真キャブション中の撮影者名一〉（’aplioll→【f列5】

●トピック（評論対象）となっている作品の呂：作者・作者・【例6】

●‘1習名・著作者表示とは離1れて示される（記事末尾に括弧ll｝きされることが多い）辞作者の読フメ・肩川き・

　所1瓜なと

∨7－一　’一”・’一’
　　レンシフリン　　　　酋一礁

紬・2漂，ぷ、エ聖祭貼？は

　　　二L三・：r：レ㍉．

、
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　■轟●．r㌦　＾．

　チドフスしぼ　じロ　

ゆ三ジぷ撹
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　　　　　最新　　　　　　　　　禽⑯　●　賃・4s■、幻亨．・．・シ
　　　　　　　　　，　、鼻．　吟　▲°・　　r〆　　　呪ζ
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HOT　NEWS　10
／

【例4】タイトルに含まれる著作者名「ESSE∫20【B年11月号
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【例5】写真キャプション中の撮影者

　　了優駿エ2｛〕〔｝3年11月号

■
書
評

＼

【例6】トビックとなっている作品の著作者

　　　　〒優駿20〔〕3年11月号



48 第：1㍍　タ〃ll：様

形式化例

■例1　著作者が二人いる場合（まとめてマークアップ）（．．d～Ul（・yllil　2（）03年8月号）

原資料
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形式化
「

　＜allthりr：：D≡1ta＞

　　＜（：enヒencρtype＝Ilquasill＞文　上島寿子くんelltence＞〈br　type＝llaut⊂・mat」c－。rigilla1「1／〉

　　〈senten・二eじype＝Ilquasi”〉撮影　伊藤千略〈／r；erltence＞〈br　type＝llallしomatir：－orlgillal’‘／〉

　＜／authorεDaしa＞

■例2　撮影者も対象となる場合（一家庭画報「2003年11月号）

原資料
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形式化

　〈authorsData＞

　〈sentence　type＝”quasi”〉撮影＝本誌・大泉省吾（P．56～67、70～81）

＜／seロtence＞〈br　type＝，‘automatic＿originalll／〉

　＜sentence　type＝Hquasi11＞取材・文＝塚田恭子（P．54～55、58～61、72～79）

＜／sentence＞〈br　type＝“automatic＿originall‘／〉

　〈sentence　type＝”quasil’〉扉写真＝白神山地のブナ林。キュウフォトインターナショナル

＜／sentence＞〈br　type＝“auto皿atic＿original”　／〉

　〈／authorsData＞

■例3titleやprome要素にも人名が含まれている場合（『THE　BIG　ISSUE』2006年10月15日号）

原資料
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※タイトルに含まれる著作者名やフロフィール中の名前はaut．horsDa．taとはしない

形式化

＜authorsData＞

〈sentence　type＝”quasi「‘〉上山和樹〈／sentence×br　type＝’‘automatic－origina1“／〉

＜／authorsData＞
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blockEnd要素

概要

．titleI310ck要素が存在しないために，　clustcr要素で範囲を記述することができない文書要素を，意味の

　まとまりや形式のまとまり（＝ブロック）で区切るためのマーカー。

●ブロックの範囲ではなく，まとまりの終端を表す。

形式

■要素

　　■空要素である。

■属性

　　●なし

■DTD

＜！ELEMENT　blockEnd　EMPTY＞

説明

　blockEll（1要素は，　titleBlock要素が存在しないために，　chlster要素によって範囲を記述できない，あるま

とまりを持った文書要素（＝ブロック）について，他のまとまりと区別するためのマーカーとして機能し，ブ

ロックの終端に付与される。

　blockElld要素によるマークアップの対象となるのは，　paragraph要素を除くブロック要素（chlster要素，

qllotatioll要素，　list要素，　hgllreBlock要素など）で記述できず，かつ，他の要素との区切りを示す，以下の

ような形式一ヒのマーカーがあることで，文書の区切れ目が明らかなものである。

・空行

●区切り線や区切り記1∫の挿入

●後続文蒔要素先頭の文字強調

　なお，区切りを示すマーカーである空行や，区切り線・記｝｝類は，blockElldタグによって意味的に置き換

えられるため，入力対象とはならない。また，文字強調についても，enclosedCllaracter要素等でマークアッ

プする対象にはならない。
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【例1】空行（『文藝春秋』2003年8月号）
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【例2】区切り線や区切り記号の挿入

　　（『優駿』2003年11月号）

【例3】後続文書要素先頭の文字強調

　（『BE－PAL』2003年11月号）

■blockEnd要素を用いない例

　1）amgraph要素を除くブロック要素によって，文，1｝の区切れ目を表し得る場合については，　blockElld要素

による区切れ目のマークアップを行わない。よって，ブロック要素の直前直後には，blockElld要素は現われ

ない。

　例えば，【例4】　（＝ESSE二2003年11月号）では，空行（赤色）によって．文書要素の区切れ口が分かるが，

空行の次の1行（青色下線）がtitleBlock要素となるため，空行よりドのブロックは，　cluster要素（rl「色囲

み）となり，必然的に，空行の上のブロックとは切り離される，このような場合，区切れ目と一致する空行を

blockElld要素によって示すことはしない。
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まず臥すべてあ

レンジパンづくりの

べ一スとなる基本の

パン生地を

覚えましょう．

これ註マスタ＿すれば．

アレンジは自在。

で曹上がりは戚形の碁ホ

　　　　　　で

牛乳…一・…一一75㏄’

バター
　・・…・司、さじ2｛1レ】1⑱）

ドライイースト
　“一一…・・……小さじ1

票：：：：：二：：：：：：：：蕊撰・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【例4】『ESSE』2003年11月号

形式化例

■　【例1】『文藝春秋』2003年8月号

＜paragraph＞

と、答えた。秋毫とは、秋になってぬけかわった獣の細い毛をいい、繊芥はわずかなあくたをいう。

＜／paragraph＞

〈blockEnd　／〉

＜paragraph＞

北方の郡国に目をむけたい。

〈／paragraph＞

■【例2】『優駿』2003年11月号

※sentence要素の形式化は省略

＜paragraph＞

そばを通った厩舎のルーキー騎手・長谷川浩大だけが、’イガグリ頭を撫でながらサマンサをまぶしそうに見ていた。

＜／paragraph＞

〈blockEnd　／〉

＜paragraph＞

　「この際ファンに何か言っておきたいことはないですか？」とあらためてセニョールに聞くと、カイバ桶を片づけながら「ランナ

復活させろってことだな」と言う。

＜／paragraph＞

※soltence，　quote要素の形式化は省略
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■　【例3】『BE－PAL』2003年11月号

＜paragraph＞

　「転覆隊と一緒に行くと、本当に酷い目に遭いますねえ…」「二度と誘わないで下さい！」などという、一般参加者の声が聞こえた。

＜／paragraph＞

〈blockEnd　／〉

＜paragraph＞

全身塩だらけ、そして体の芯まで冷えきって、それなのになぜか脱水症状という状態で飛島の中村港に入港した。コンクリートの

桟橋の上に飛び降りた時、堅い大地の素晴らしさを感じる。

＜／paragraph＞

※sentence，　quote要素の形式化は省略
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br要素

概要

　　■改行を表す。

形式

■要素

　　●空要素である。

■属性

　　●　勿ρε（任意）：

　　　　－auto皿atic．original＿」命理改行（日動付与されたことを表す）

■DTD
　＜！ELEMENT　br　EMPTY＞

　＜！ATTL工ST　br　type　（automatic＿original）　＃IMPLIED＞

説明

　改行を表す。

第3章　タグ仕様
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形式化例

■　【例1】『優駿』2003年11月号

原資料

形式化

〈titleBlock＞

＜title＞

少年は大志を抱いた【第六回】〈br　type＝’laut。matic－origina11‘／〉

精いっぱいやったよくbr　type＝”automatic－origina1”／〉

うれしかった〈br　type＝11auto皿atic＿original・／〉

＜／title＞

〈／titleBlock＞

注：sentellce要素の形式化は省略
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caption要素

●6gureBlock要素に含まれる，図表についてのタイトルや説明を表す。

．撫
硝
鱒
％
戚

■要素

　　　br，　clus七er，　tnfo，1i6t，　noteBody，　paragraph，　quotatiol1，　rejectedBlock，　sentellce

■属性

　　●なし

■DTD
　＜！ELEMENT　caption

　　　　　（br　l　cluster　l　infollis七lnoteBody　l　paragraph　l　quotation　l　rejectedBlock　l　sentence）＊〉

熱一
二講灘懲購購

雛・語『

　caption要素は，丘gureBlock要素に含まれ，丘gure要素やtable要素として記述された図・写真・絵・表

などについての説明を表す。caption要素に該当するのは，丘gureBlock要素の中から，丘gure要素・table要

素を除いた部分である。

　【例1】における，イラストについての解説文や【例2】におけるグラフの説明文（緑で示した部分）が

caption要素である。

■caption要素のタイトル

　caption要素は，

（1）図表の説明文のみの場合（【例1】）

（2）図表の説明文と，その説明文に対する見出しがある場合（【例2】）

がある。

　このうち，（2）については，タイトルや見出しに相当する部分をtitleBlock要素とし，その七itleBlock要素

がまとめる範囲をcluster要素とする。
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閥轟に

　　　鬼

【例1】『電撃GAMECUBE』2003年12月号

●15年一般入試／地区別・日程別募集人員

figure

9。㌫言鷲雰講芸課㌫ご姦ξ。誌÷濃：1：

s掌＼　パ『治↓二二日．；r・⑱回≡牲内ご島艶合『【培．二舷8笛ノ、員零∵の書合

figureBl㏄k

capWon

【例2】『蛍雪時代』2003年11月号

形式化例

■　【例1】『電撃GAMECUBE』2003年12月号

＜figureBlock＞

〈figure／〉

＜caption＞

　＜sentence＞←赤影といっしょに、鬼を召喚する三角や鳥を呼ぶ鳥寄せも使うと効果的だ。＜／sentence＞

＜／caption＞

＜／figureBlock＞
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■　【例2】『蛍雪時代』2003年11月号

＜figureBlock＞

　〈figure／〉

　〈caption＞

　　●15年一般入試／地区別・日程別募集人員　　（表4）

　＜Cluster＞

　　＜titleBlock＞

　　〈title＞
　　　　（注）

　　＜／title＞

　　＜／titleBlock＞

　　①16年「入学者選抜要項」（15年7月末現在）ベースによる。②人数は推薦入試、帰国子女社会人等の特別選抜、専

門高校・総合学科卒業生選抜及び産業医大を除く。③　割合の上段は前・後期日程内での割合、下段は総募集人員内での割合。

　＜／cluster＞

　〈／caption＞

＜／figureBlock＞

※caption要素内の形式化は一部省略
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citation要素

概要

・当該article要素の本文において言及される，他文献からの引用要素を表す，

・常に，quotation要素の子要素として記述される。

・出典が明らかなもの，書かれたものからの引用であることが明確なものをマークアップの対象とする。

・フィクションにおいては，語り手による「地の文」以外の要素のうち，書かれたものからの引用の体裁

　を取るものを表す。

形式

■要素

　　　allthorsData、　blockElld，1）r，　cluster，　figllreBlock，▲11fo，　list，110teBody．1）aragral）11，　qllotati〈｝11，

　　　rqlectedBlock、　selltellce、　sollrce，　titleBlock，　verse

■属性

　　●なし

■DTD
　〈！ELEMENT　citation

　　　　　　（au七horsDatalblockEndlbr　l　cluster　l　figureBlock　l　infollist　lnoteBody　lparagraphl

　　　　　　　quotation　l　rejectedBlocklsentencelsource　l　titleBlocklverse）＊〉

説明

　　　　　　　　　　　　し
　citatio11要素は，当該article以外の著作物からの引用要素を表す。　article要素に対応付けられた著者，タ

イトルによる文章と，それ以外の文章とを区別すること，または，フィクションにおいて地の文とそれ以外の

文を区別することをマークアップの目的とする。

　CitatiOI1要素は，常にqUOtatiOI1要素の子要素として記述される。改行によって本文と区切られた引用を表

すquotatio11要素のうち，以下の条件を満たすものを認定する。

（1）当該の引用要素に言及する文書要素が同一テキスト内に存在すること

（2）引用の元となる書記言語による原典（の存在）が明確に示されていること

　条件（1）について，引用要素について言及する本文相当の文書要素が，タイトルを除いて一切存在しない場

合は，これをcitation要素とはしない。
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　例えば，応募された投稿や過去に出版された文献・発表された作品など（以下「原典」と呼ぶ）を元に構成さ

れているような記事の場合，原典を掲載するのみ，あるいは，ある一定の枠組みによって複数の原典を収集，

選択，配列するのみであるものは，これを「，汲」とみなさず，個々の原典を引用要素としない、この場合，

個々の原典は，人れJくのarticle要素として記述する。
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【例1】citatio11要素とならないもの

　　（『俳句』20｛〕3年10月）

【例2】citatiOl1要素となるもの

（『短歌研究』2003年lI月）

　【例1】においては，タイトル部分を除き，記事を構成しているのは，原典情囲み）のみであり，原典に

対して言及した記事本文は一切ない。この場合，それぞれの原典は引用ではなく，「テーマ別　私の・句（以ド

略）」というarticlc要素を構成する，下位のarticle要素となる．

　一方，【例2】においては，タイトル部分の他に，原典（赤囲み）に対して，汲した記事本文に相当する要素

（緑囲み）が存在している．この場合，原典はcitatiOI1要素として記述される．

　なお，ここで，：う「、汲」とは，「○○に……と書いている」のような明示的な表現だけでなく，引用要素そ

0）ものを1：題としてarticleを構成している場合や，　arti（・lc要素内部で、汲されている事柄について，その関

連’1噸0）提示として別の著作物を掲載している場合なども含む。

また，条件（2）について，原典が明li雀に示されているとは，以トのような場合を指す。

●記事内に出典情報が示されており，そこからの引川であることが，文脈上明確な場合（【例3】）

●一定のスタイルを保った記事であり，表示形態により文献引川であることが容易に分かる場合

　なお，citatio－要素として本文から切り離されるブロック要素内に，出典情報を示す文書要素が含まれる場

合（【例4】）は，それをsourc（・要素としてマークアップする。　smlrce要素の項を参照のこと。

■同一著者の著作物からの引用

　citatio11要素は，必ずしも著者の別を認定の条件としない。当該のarticle要素以外の著作物から引用され

たものであれば，citatiol1要素の著者とarticle要素の著者とが同一である場合が生じる。

　例えば，【例5】は「私の代表句」というタイトルから分かるように，著者が自らの作晶を挙げて解説を加え

る記事になっているが，掲載される句（囲み）は，「向こうからとびこんでくる」というタイトルによって包括

されるarticle要素以外の，自らの著作物からの引用であることが，出典情報の提示（傍線）によって明らかで

ある。この場合，掲載句は，citatio11要素として記述される。
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【例3】出典情報が本文中に示されている例

　　（『現代詩手帖』2003年11月号）

【例4】ブロック要素内に出典情報が併記されている例

　　　　（『現代詩手帖』2003年11月号）
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【例5】同一著者の著作物から引用している例

　　　　（『俳句』2003年10月号）

■フィクションにおける引用

　フィクションにおいては，以上で規定された，他文献からの引用（例：エピグラフ）の他に，地の文以外の

部分をcitation要素とする。具体的には，以ドのようなものが，これに相当する。

○語り手の交代

　　a作中の手紙

　　b作中で文献の引用の体裁を取っているもの
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【例6】作中で文献の引用の体裁を取っているものの例

（鳥飼否宇『本格的　死人と狂人たち』2003年　原書房）

　　【例6】では，フィクション中で，lll’｝りr以外の人物による著作物を引川したという体裁で，新聞記’1‘の内

容が示されている。改行および空行によって，地の文と切り離して示された部分（囲み）については，r昨日

の夕1二IJの片隅に載った小さな記事」（傍線部）と出典が明記されおり，　citation要素の1認定条件を満たしてい

る。実在する他之献からの引川ではないものの，作中では引用として提示された要素であることが明確である

ため，このような要素についても，citatiOI1要素として記述する，

形式化例

■　【例3】出典情報を含む例（『現代詩手帖』2003年11月号）

＜paragraph＞

（略）…＜sentence＞このことについて澤正宏はこう述べている。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜quotation＞

〈citation＞

＜paragraph＞

＜sentence＞　言葉を支配する万能な書き手という視点を排除し、あらゆる言葉の出現に立合え、それらを書き溜められる語リ手

によって言葉を記していくという方法である。＜／sentence＞＜sentence＞こうすれば、完全ではないが言葉は語り手からも自由が得

られ、自然も人工物も人間の内的なことがらも、これまで表現されなかった全く新しい実在としての言葉として自立しやすいのであ

る。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜source＞

〈sentence　type＝”quasil’〉（「瀧口修造論」・『詩の成り立つところ』より）＜／sentence＞〈br　type＝’‘aut。matic－。riginalll／〉

＜／source＞

＜／citation＞

〈／quotation＞
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■　【例4】出典情報を含まない例（『現代詩手帖』2003年11月号）

＜paragraph＞

（略）…＜sentence＞同じ時期に制作されたもので、やはり名高い「絶対への接吻」から引きたい。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜quotation＞

＜citation＞

＜paragraph＞

＜sentence＞ぼくの黄金の爪の内部の瀧の飛沫に濡れた客間に襲来するひとりの純粋直観の女性。＜／sentence＞＜sentence＞

彼女の指の上に光った金剛石が狩猶者に踏みこまれていたか否かをぼくは問わない。＜／sentence×sentence＞彼女の水平であリ

同時に垂直である乳房は飽和した秤器のような衣服に包まれている。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜／citation＞

＜／quotation＞

＜paragraph＞

＜sentence＞　これらはあらゆる尺度の規定を無視して結びついているにも関わらず、…

■　【例6】フィクションにおける引用体裁の例（鳥飼否宇『本格的　死人と狂人たち』2003年　原書房）

＜paragraph＞

（略）…＜sentence＞新聞を読み始めた上手は、昨日の夕刊の片隅に載った小さな記事に目を奪われた。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜quotation＞

＜citation＞

＜cluster＞

＜titleBlock＞

＜title＞

〈sentence　type＝”quasi”〉＜ruby　rubyText＝’1ふたかぐめ’1＞双頂〈／ruby×ruby　rubyText＝’1やま”〉山＜／ruby＞にマントヒヒ

ー
あやかし動物園から脱走＜／sentence＞

＜／title＞

＜／titleBlock＞

＜paragraph＞

＜sentence＞　10日午前9時頃、綾鹿市の北部双頂山のふもとに広がるあやかし動物園からマントヒヒのオス、マモルが逃走し

た。＜selltence＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中略）

＜sentence＞…マモルに遭遇したとしても、くれぐれも近づかないように呼びかけている。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜／Cluster＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

＜／citation＞

＜／quotation＞

＜paragraph＞

＜sentence＞上手はこの記事を何度も丹念に読んで、丁寧に切り取った。＜／sentence＞…

※br要素は省略

63
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cluster要素

概要

●必ずtitleBlock要素を含み，　titleBlock要素が包括する文書要素全体を表す。

●chlstcr要素の入れ子構造により，文書の論理的な階層構造を表現する。

形式

■要素

　　　　abstract，　article，　authorsData，　blockEI1（1，　br，　contellts，　cluster，　figureBlock，　illfo．　list．　lloteBody、

　　　　orphanedTitle，　paragraph，　profile，　quotatioll，　rejcctedBlock，　sentence，　table，　titleBlock，　verse

■属性

　　　●切ρe（任意）：clllstcr要素の種類

■DTD
　　　〈！ELEMENT　cluster

　　　　　　　　　（abstract　l　article　l　au七horsDatalblockEnd　l　br　l　contents　l　cluster　l　figureBlock　l　infol

　　　　　　　　　　list　l　noteBody　l　orphanedTitle　l　paragraph　l　profile　l　quotation　l　rejectedBlock　l

　　　　　　　　　　sentence　ltable　l　tit：LeBlocklverse）＊〉

説明　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　‘

　cluster要素は，　title要素が代表記述として包括する文書．要素の範囲を表したものである。　clllster要素の入

れ子構造によって，文書の論理的な階層構造を記述することができる。

　cluster要素によって範囲を記述される文書要素の典型的な例は，論文などにおける章や節である。

．第4旦但奉■行（強槻行）

　　　　　序　畿

　●1　債務不■行とは

　第3ぴでも述ぺたように．偵権が見生した場合、

慣務者が債務を旭行L値権〃ス消減するのρち　もっ

とも瀦のパタ・一ンである．　しカ・し．債瀦力‘債

務を履行しなかった場合にに．債権者に2匂の乎

　　第3章で述べた強制恩行と，本慮で述べる

債偶不■fれこもとつく揃害題漕實謝求寵　　メ）1与え．

られているψ呼

　韻不田行とIL　正猶な事鹿∪〆なもv）κ1　債楕者

が飾）本●‘二従った鮒をしないこと　（債飾の5勺

導ど潟りの周r∫を【ない二A）　をし‘う・　債勝不履「’カ‘

あれ‘丈債併荷lt一定の優件のもとに，債務不圃

f∫にもとつく繊害魔1償をZ有」賃ーする二とカtできる“。

また，筋にも途べた’ように，債根掃が履行強制を

講求†るさいには．垣行強制とともに．債務イ《周

【例1】階層構造を持つ文書（論文）の例（『法学教室』2003年11月号）
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　例えば，【例1】においては，第4章，第1節，「レ1」がそれぞれcluster要素と認定される。それぞれの

cluster要素の包含関係によって，文書構造（「目次」参照）が示されている。

第1章　債務イこ周行

　第1節　序説
　第2節　債筋不履行の基本構透

　　第1款債務イ・閥行三分肇一伝統的通説
　　第2款　債務不履行二分藁　　私見（追完可能性譲｝の展開

　　第3款債務不胆行一元漬一一近時の批判的学説

　　撫』款比鮫法的横討とわカ；国の1藷務イW行法

　　箒5款蹴ll（以L．本号）

【参考】例1の文書の目次（『法学教室』2003年11月号）

　chster要素には，必ずtitleBlock要素が．一つ含まれることに留意しなければならない。　titleBlock要素の

存在しない文書要素のまとまりは，cluster要素で範囲規定をする対象とはならない。このようなまとまりは，

その終端をblockEnd要素で示す。詳細は，　blockEnd要素のページを参照のこと。

■cluster要素の入れ子の認定

　cluster要素の入れ子（の深さ）には，制1製を設けない。　titleBlock要素の存在する文章のまとまりは，どれ

だけ深い階層になっても，clllster要素によって範囲を記述する。

　ただし，clllster要素がtitlcBlock要素とド位のc！uster要素のみになる場合（clllster要素からtitleBlock

要素を除いた文書要素が，1二位のchlster要素と下位のcluster要素で同一になる場合）は，　titleBlock要素と

ド位のchlster要素内のtitleBlock要素を合わせて一つのtitleBlock要素とし，人れ子構造としない。典型的

なものとしては，連載の記事における連載のタイトルと当該同のタイトルが挙げられる。

　【例2】では，連載タイトル「愛と涙のドリフト外伝すごいよ！！オサルさん」と当該回のタイトル「言葉

の棒高跳びと石油オバちゃん」が見出せる。表面的な階層構造としては，「愛と涙のドリフト外伝すごいよ！！

オサルさん」をタイトルとするまとまりが第1階層目，「言葉の棒高跳びと石油オバちゃん」をまとまりとする

箇所が第2階層目に見える。

　しかし，この例は当該回のタイトルで表される内容で完結しているのであり，連載タイトルは，当該回に対

して，内容的に入れ子の関係になっているとは考えにくい。したがって，このような場合は，それぞれの階層

のtitleBlock要素を一括して，一つのcluster要素として統合して記述する。

■項立て記号で始まる要素の処理

　「●」「・」などの記号，または「1」「2」「3」，「イ」「ロ」「ハ」などの順序を表わす文字（以ド，これらの

記号や文字をラベルと呼ぶ）で始まる要素が列挙されている場合，1ist要素とするかcluster要素とするかで判

断が揺れる場合がある。chlster要素と判断できるのは，以下のような場合である。

　　・内部に段落を含む。

　　・ラベルを含む行の全体が，titleBlock要素と認定できる（ラベルに加えて，後続する文章に対して見出

　　　しとして機能する簡潔な言語表現からなる）。

上記を満たさない場合，ラベルで始まる要素の羅列は，list要素となる。
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【例2】「OptiOll』20（｝3年11月号

例えば，【例3】における「2 1教育訓練」の下位の節（1）（2）では，（2）内部のa，bがL記の要

件を満たすため，dllst．（・r要素と認）とされるのに対して，（1）内部のa，　bはL記要件をllll▲たさないため，　list

要素となる

F

2－1　紋冒■■

　　習富庁にあける敦育頷鍵

　　d　書事日において．扉道府忍警察の幹部に対し．，、輿模亀貫に1ポfる教f「頂時を～；

　　　・1ほか．扱樽・i31路人直長二おける教員～｝を蹄まえ．亀向庖賓に係乙弼亘会弼隻剛

　　　x｝ノ｝｛よ．遭，1び，、規怜培責ゾ）驚「1を旦r定二た’κ“的なぷ憤をf↓’～

　　b　曾寮，〕においては，揃定ri動申教円吟に」5ける敦判薯において．宝遠の”己i：関

　　　する敦則等を1書1いて，唆由㎏寅に係る■戒宵バ発令時堕び人規模亀賓免’｛叫妊ぴに

　　　尺宮好岐氷恒ムによる之冶麺↓制がhわれた際に∠」ける漕釦掃のヒるへS措罰に’ノい

　　　て蝿矧竜穴を図るよう記迫府思窟寮1：t｛し指i■‘’「る

　：　凋防庁における敦宙U蹟

　ig｜　　 ．n；カr｜ rn‘カノ、’7校」こ∫3↓＋る教W調碑

　」n防，、7喰において．国．江遭府邸の泊防の事衡に促，寸る職‘i’とし川元町付ゾノ消

：㌧口ln61；二～「三寅．大紡力微急・救助．避●勇弗、の泊防活釣をはし〆）責：万）」頃に閥

†る▲喰．ハ教W工●●を㌧二ととも；二．膨ヨ府邸度ぴ巾町村の防：尺卿1当者に対L実傍

4膏を’rう

lb　J1助・）伎ゾ塙ろ二こ貝団‘‘にお・，る漠埠馬

　1刊力靴合防．瓦』浪∠ノほか．酒防庁にお㌔・’こは．㊤集ヌ録，情報竃｛亀漠臓等をレう

ヒ】も．：，亀埴！｝’》ミ情．二止．’一た’，：鼠的な芥椅頂碑の実施等，λ害に強いまちづくり

♪，ニゾ）1二・已．貴ヒなる●冒な，魂．二’ソ、・て均戊∫公貝団体：二対し質扇・助．‘Wを～1’～

【例3】『防災白書』平成15年度版
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形式化例

■　【例1】『法学教室』 2003年11月号

＜cluster＞

　＜titleBlock＞＜title＞

　第4章債務不履行（強制履行）

　＜／title＞＜／titleBlock＞

　〈cluster＞

　　＜titleBlock＞＜title＞

　　第1節　序説

　　〈／title＞〈／titleBlock＞

　　　＜cluster＞

　　　　＜titleBlock＞＜title＞

　　　　▲1　債務不履行とは

　　　　＜／title＞＜／titleBlock＞

　　　　（略）

　　　＜／Cluster＞

　　（略）

　＜／cluster＞

　＜Cluster＞

　＜titleBlock＞＜title＞

　　第2節債務不履行の基本構造

　＜／title＞＜／titleBlock＞

　　＜cluster＞

　　　＜titleBlock＞＜title＞

　　　第1款　債務不履行三分論一伝統的通説

　　　．＜／title＞＜／titleBlock＞

　　　（略）

　　＜／cluster＞

　〈／Cluster＞

　＜／Cluster＞

※paragraph要素とそれ以下の要素は省略

■　【例2】『option』2003年11月号

＜Cluster＞

　＜titleBlock＞

＜title＞

　愛と涙のドリフト外伝

　すごいよ！！オサルさん

　　「言葉の棒高跳びと石油オバちゃん」の巻

　＜／title＞

　＜／titleBlock＞

　　　　　　　　　　　　　（本文略）

＜／Cユuster＞

※para．graph要素とそれ以下の要素は省lll各
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contents要素

●目次に相当する文書要素を表す。

蝋：∴
鴇鋸《’Sい 簗翼灘

鐵蜘二

■要素

　　　cluster，　list

■属性

　　●なし

■DTD

〈1ELEMENT　c。nt飽ts（cluster　l　list）＋〉

鯛 講魏醗離ご
瀞1．L．“囎削二

　可変長サンプルとしてのarticle要素より下位のarticle要素やcluster要素の目次に相当する文書要素は，

contents要素で表す。次の2点のいずれかが，　contents要素を認定する指標となる。

（1）「目次」「もくじ」rcontents」など，目次であることを示すタイトルを持つブロック…【例1】

（2）その下位に複数あるarticleやclusterのtitle要素をリスト化したもの…【例2】

目
次
第
1
章

第
2
章

第
3
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

第
8
章

第
9
章

第
1
0
章

第
1
1
章

第
1
2
章

第
1
3
章

総
則
採
用
及
び
異
動

服
務
規
律

労
働
時
間
、
休

休
暇
等

休
職
給
与
定
年
、
退
職
及

退
職
金

安
全
青
生

表
彰
及
び
制
裁

災
害
槍
債

七

ク
シ
ュ
ア
ル

【例1】目次を示すタイトルあり（廣岡久生．衛藤寛治著『就業規則の決め方モデル例』ぱる出版2002年）
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ll∴．∴噸灘難：苔鎧

㍑㍉．繍蹴繍霞｛その2）
．．’！

．コンピゴータに籠麺關点

戦絡的就業規則作成・’改定φ素イント

（北村庄吾．

　　　　　　　　　　　　　　【例2】下位の構造要素のタイトルリスト

小林秀星編著『小さな会社のための採用から退職までの実務ができる本』日本実業出版社2003年）

．形式化例

■　【例1】目次を示すタイトルあり

＜contents＞

＜cluster＞

　＜titleBlock＞

　　＜title＞

　　〈sentence　type＝「1quasill＞目次＜／sentence＞

　　＜／title＞

　＜／titleBlock＞

　＜1ist＞

　　＜1istltem＞

　　〈sentence　type＝1‘quasi1‘〉第1章　総則＜／sentence＞

　　＜／1istltem＞

　　＜1istltem＞

　　〈sentence　type＝”quasi”〉第2章　採用及び異動＜／sentence＞

　　＜／1istltem＞

　　＜listltem＞

　　〈sentence七ype＝”quasil’〉第3章　服務規律＜／sentence＞

　　＜／list工tem＞

　　　：（中略）

　　＜1ist工tem＞

　　〈selltence　type＝”quasi”〉第13章　セクシュアル・ハラスメント＜／sentence＞

　　＜／1istltem＞

　＜／list＞

＜／cluster＞

〈／contents＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

※brを省略。
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【例2】下位の構造要素のタイトルリスト

＜contents＞

　＜1ist＞

　　＜1ist工tem＞

　　　〈sentence　type＝llquasi”〉戦略的就業規則とは〈／sentence＞

　　　＜sentence　type＝“quasi”＞Section1＜／sentence＞

　　＜／1istltem＞

　　＜1istltem＞

　　　〈sentence　type＝“quasi”〉戦略的就業規則（その1）＜／selltence＞

　　　〈sentence　type＝1‘quasi”〉社内発明の問題点＜／sentence＞

　　　＜sentence　type＝1‘quasi，「＞Section2＜／sentence＞

　　〈／1istIte皿〉

　　＜1ist工tem＞

　　　〈sentence　type＝”quasi’「〉戦略的就業規則（その2）＜／sentence＞

　　　〈sentence　type＝‘’quasi’‘〉コンピュータにまつわる問題点＜／sentence＞

　　　〈sentence　type＝‘，quasil‘＞Section3＜／sentence＞

　　〈／list工tem＞

　　＜1ist工tem＞

　　　＜sentence　type＝1’quasi’1＞戦略的就業規則作成・改定のポイント＜／sentence＞

　　　＜sentence　type＝”quasin＞Section4＜／sentence＞

　　＜／1is七ltem＞

＜／list＞

＜／contents＞

※brを省略。
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correction要素

騨欝犠鷺難継綴1藤鞭！難灘灘麟麟熱
　　●原文の誤植を訂正したことを表す。

　　●明らかな誤植のみを対象とし，表記のゆれや知識レベルの誤りは，対象外とする。

　　●文字を対象としてタグを付与する。

熱濠，辮、江響＿響　ご，　蒸繊羅騨羅

■要素

　　●ωpe属性の値がexcessの場合：空要素である。

　　●£ype属性の値がomissioロ，erratumの場合：％chaエacter；

■属性

　　●勿pe（必須）：誤植の種別

　　　一〇mission．．．脱字

　　　一excess＿術字

　　　一erratum．．．誤字

　　●’o吻仇α1丑鋤（任意）：原文

　　　一匁pe属性の値がomissionの場合は，　o吻仇α1丑励属性不要

■DTD
　〈！ELEMENT　correction　（％character；）＊〉

　＜！ATTL工ST　correc七ion　type（omission　l　excess　l　eτrat㎜）＃REQU工RED＞

　＜！ATTL工ST　correction　origina1Text　CDATA　＃IMPL工ED＞

臥’ ．㍉

⇔　・ら

ヱ麦’一⌒

譲看ス∫

　原文の明らかな誤植（組み版上の誤り。ミスプリント）を訂正したことを表す＊4。訂正したテキストを要素

内容（本文）とし，訂正前のテキストはo吻仇α1先鋤属性として示す。

　ここで言う「明らかな」誤植とは，原則として，ある語の語形（発音した時に実現される形態）または表記

（文字として表現された形態）として辞書などに一切掲載されないものを指す。これは，自動形態素解析に適し

た語形を本文要素とすることを想定しているためである。

＊4ただし，誤植のうち，’古い出版物に見られる文字の回転に関する組み誤りは，タグ付けの対象外とする。
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　ただし，　・般的な辞11｝に掲載されない語形・表記についても，慣川n勺に川いられているもの，認知されてい

ると思われるものは，訂lllの対象としない＊5、，

　また，そもそも辞ll｝に登録されないような語については，語形や表記を確定する丁がかりがないため，，lj’lll

の対象としない，

　その他，意図的に用いられていることが明らかな語形や表記，また，知識的な誤りの可能性があるものは，

そもそも「誤植」の範疇には人らないため，訂正の対象としない。

　誤植として扱わないものの例については，「、1呉植の対象外となるもの」の項で挙げる、

　CorrectiOI1要素として記述される対象は文字である。語や句ではなく，文字を単位としてタグを付与する。

　例えば，本来「誤植」とあるべきところを「植誤」とした誤植がある場合は，「植」という文字をr誤」に，

「誤」という文字を「植」に訂正するというように，語を単位とするのではなく，文字を単位として訂正を行う。

　なお，誤植の種類を以トの3種類に分け，如p吃属性によって表す。以下に，それぞれのタイプについて解説

する。

・脱字，

●f汀了・，

●　　　 「；㌧｛’　」一：　　．

omission

exceSS

erratu皿

■脱字（OmissiOll）

　　・明らかに虻「：（文字列）が脱落しているものを表す．、脱落している（挿人すべき）文字を，要素1人1容と

　　　する．，

【例1】脱字の例（『HOBBY　JAPAN』2003年9月号）

■街字（exceSS）

　　．明らかに不要な文字が挿入されているものを表す。不要な文字をθ吻加θ17「・1∫プ属性によって示し，不要

　　　な文字があった箇所に空要素タグとして挿人する。

●li呉って挿入された文字によって，　Ild一の文字が複数連続した場合は，先行して現われる文字を本文要素

　とし，後続する文字を挿入された不要な文字とみなす。

桓 慣用や認知のレベルは様々だが，ある種の慣用が一部で辞書に掲載されるような事象（一部の辞書に「⊃●の慣用表現」や「●ら

　の誤り」といった形で掲載されるようなもの）については，一様に慣用の可能性があると判断する，例えば，外国語の片仮名表記

　などでは，外来音を日本語音へ対応付けるルールが不明確であることや，対応付けの際に起こる規則的な発音トの転化があること

　が知られているが，そこに起因する事象と捉えられる範囲では，訂正対象としない，
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「
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【例2】街字の例（『BE－PAL』lI月号）

■誤字（erratum）

　　●明らかに字が誤っているものを表す，訂1E後のテキストを要素内容とし，訂iF前のテキストをθ吻；〃〃1一

　　　丑庇属性によって示す。

【例2】誤字の例（『Newto11』20｛〕3年11月号）

■誤植の対象外となるもの

　仮名遣いのゆれや，語の川い方や選択の誤り，知識レベルの誤りなどは，川らかな誤植とは言いがたいため，

CorrcctiOll要素の対象外となる。具体n勺には，以下のようなものがこれに相当する。

　　●仮名遣いのゆれ，現行の仮名遣いと異なる仮名遣い（「国民生活白，1｝．1平成2イ1二版）

今後自動車等の運転にたつさわる高齢者の増加するなかで，高齢者の交通事故の増加が危惧される。

　※「たつさわる」→「たずさわる」

●送り仮名のゆれ（．国民生活白書　昭不1｜53年版）

身近かにある既存施設の効率的利用を考えるようになっている。

　※「身近か」→「身近」

●片仮名語表記のゆれ（「環境白書』昭和58年版）

総合森林レクリェーション・エリアについては，武尊地域について道路等の整備事業を行う。

※「レクリェーション」→「レクリエーション」
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・同音類語の使い分け，同1’f語の変換ミスCAnimage」2003年11月号）

多くのアニメーターやゲームクリエイターを排出しているエンターテインメント総合学園、

　※「排出」→「輩出」

・不適切な助詞の使用（不使用）などの文法的な誤り（11．DAYTONA」2003年11月号）

足まわりはランチョの4インチ・リフト・キットを組み込まれている。

　※「を」→「が」

●口語的表現C環境白書1昭和61年版）

問題の抜本的解決を図ってくためには，これら施策の充実・強化を図るとともに，

　※「図ってく」→1一図っていく」

・語を単位とした1置き換えCl環境r札㌣平成9年度版）

⊂02排出量の内訳を1994年（昭和6年）度においてみると、

※「昭和」→「平成」

形式化例

■　【例1】脱字（『HOBBY　JAPAN』2003年9月号）

これが日本での初開催となったIRLのレースだが、実はアメリ力以外の国で開催
ざ〈c。rrection　type＝”。mission“。riginalText＝””〉れ＜／c。rrection＞るのも初めてなのだ。そういう意味でもこの

レースを観戦できたファンにとっては、貴重な体験になったはずである。

■　【例2】街字（『BE－PAL』2003年11月号）

「シュロには葉が途中で折れ〈c。rrection　typeニ”excess1‘。riginalText＝”る’「／〉るワジュロ（和シュロ）と折れないトウジュ

ロ（唐シュロ）がありますが、この絵は明らかに後者ですね」。シュロは観葉植物として植えられるヤシ科の植物。

■　【例3】誤字（『Newton』2003年11月号）

●プレ〈correc七i。n　type＝，’errat岨‘’。riginalText＝”セ「¶〉ゼ＜／c。rrecti。n＞ントの応募方法＝住所，氏名．年齢，電話番号を

明記の上，以下の宛先まで送付のこと。
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cursive要素

概要

　　●変体仮名を表す，

形式

■要素

　　　ゾ（ふll～1r～1（・t（・r：

■属性

　　●なし

■DTD

　　〈！ELEMENT　cursive　（％character；）＊〉

説明

　現代通用の平仮名字体とは異なるいわゆる「変体仮名」は，現行の平仮名を入力し，Cllrsive要素として表現

する，

形式化例

■　【例1】「そば」（立川市内のそば屋の看板）

原資料

形式化

＼verb　l＜cursive＞そ＜／cursive＞＜cursive＞ば＜／cursive＞1

75
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delete要素

概要

　　●抹消線などによって削除された本文要素を表す。

形式

■要素

　　　％iIIlineText：

■属性

　　●なし

■DTD

　〈！ELEMENT　delete　（％inlineText；）＊〉

説明

　抹消線などによって，本文から削除されたことが明確に示されている要素（【例1】赤囲み）を表す。削除に

伴い，新たに本文が挿入されている場合は，挿入されたテキスト（【例1】青囲み）をillsert要素として表す。

Vbice
一　‘1－　　　，
　外から見る米国

　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　　【例1】『朝日新聞』2003年1月7日

形式化例

■【例1】『朝日新聞』2003年1月7日

vo　ce　＜delete＞o　f〈／delete×1nsert＞to＜／1nsert＞　Amerlca
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enclosedCharacter要素

概要

・連続や参照などのラベルとして機能している囲み付きの文字を表す

・特定の語の略記号として機能している囲み付きの文字を表す

形式

■要素
　　　｛／（・11～II・～｜（・t（、1・：＞　Sτlli11）li119

■属性

　　●れSf7・η〃～θ〃（fτ意）：連続や参照などのラベルとして機能している場合，囲みの形状などを任意に記述

　　　する

■DTD
　〈！ELEMENT　enclosedCharacter　（％character；lsampling）＊〉

　＜！ATTLIST　enclosedCharacter　description　CDATA　＃IMPLIED＞

説明

■連続や参照のラベル

　語句や項目などの要素を列挙して示す際に，数字・記号・仮名などの順番を川いて，箇条書きのラベルのよ

うに川いることがある。このとき，辿続した番り・記1∫・仮名などが，一や11などで囲まれた形状で実現され

ているものを．連続のラベルとして機能している川み文字と呼ぶ

◎囎造の場合はぶ（またはサ・シ）の中心線で囲まれた紛・

◎壁がない場合は浪の中欄で囲まれた部旗

　　　　　　　　　　【例1】連続のラベルとして機能している囲み文字

（日本法令不動産登記研究会編『わかりやすい不動産登記簿の見方・読み方』日本法令，2003年）
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　また，如；㌃中に離れて出現する語句や項llなどの要素どうしを参照する際に，同一の番け・記号・仮名など

を川いて，参照川のマーカーとすることがある、参照用のマーカーが，番号・記り・仮名などを　・や　などで

囲んだ形状で実現されている場合，これを参照のラベルとして機能している囲み文字と1呼ぶ．

　こ0）ような連続や参照のラベルとして機能している囲み）ヒ’1’：は，（、11（・1《）sedCllamder要素を川いて表現する．

　〃イ・Sf・’・ノρrlθ〃1，属性は，之字囲みの形状などを記述するための属性である　連続・参照ラベルとして機能する川

み之字などのように，囲みの形状によって，指し示されるものを区別する場合に利川する、

　例えば，同一の文～；7の中て，1と●を区別して用いている場合は，囲みの形状が白い丸なのか黒い丸なのか

の情報が必要となる，これらの情報を表わすため，りr’5θゾρ所川属㍗1三を川いて，囲みの形状を示す，この属性は

必要に応じて，任意で川いられるものである。

■略記号

　特定の語の冒頭1文字を取り

川いるものを略記号と呼び，い1

げられる

これを（一）や［などで囲み，強調表小をすることで，その語を表す記りとして

1《）sいdChara（・tいr要素を用いて表現する　略記りの例として，以トのものがあ

●一秘密一の意昧を左す丸川みの「秘」

●　編集者　の意昧を表す丸囲みのi編」

●　監督　の意味を2＜す四角1111みの「監」

●「川曜ILの意味を表す四角囲みの「川」

00團團出没アド街・　天国
　　　　「目を疑う．⇔　安街

　　　十条」超行列　にぎり

　　　VS昇天美味からあげ▽
　　　ズパチー？　3637850

【例2】略記号として機能している囲み文字

　　（『山陽新聞』2006年11月U日）

形式化例

■　【例1】日本法令不動産登記研究会編ll1わかりやすい不動産登記簿の見方・読み方』日本法令，2003年

〈enclosedCharacter　descrlption＝”　”〉イ＜／enclosedCharacter＞

た部分

〈enclosedCharacter　description＝‘川　11’〉口＜／enclosedCharacter＞

壁構造の場合は、壁（またはサッシ）の中心線で囲まれ

壁がない場合は、柱の中心線で囲まれた部分，、

■　【例2】『山陽新聞』2006年11月11日

「目を疑う？＜enc1。sedCharacter＞秘＜／enclosedCharacter＞激安街十条」
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丘gure要素

概要

・figllreBlock要素に含まれる図・表・写真・絵など（の存在）を表す。

形式

■要素

　　●空要素である。

■属性

　　●なし

■DTD

＜1ELEMENT　f　igureBlock　EMPTY＞

説明

　6911re要素（よ丘gllreBlock要素に含まれる図・表・絵・写真など（以ド「図表」と呼ぶ）の存在を表すもの

で，必ずCaptiOll要素と共に記述される。

　図表の存在を示すことのみをト酌とした要素であり，図表の内部に含まれる文字列などは，　切表現しな

い（図表の内部は入力対象外であり，本文要素とならない）。丘911reBlock要素を構成する付随要素を持つ図表

には，一部，内部を人力対象とする表があるが，これは，69／1re要素ではなく，　table要素として記述する。

Hgllre要素は，常に空要素として表される。

　hgllreBlock要素，　captio11要素，　table要素については，各項を参照のこと。

　丘911re要素は，図や写真の存在を表わすことを目的としており，サンプル原紙での図表の位置を必ずしも表

すものではない。captiol1要素に対して，複数の図表が対応する場合であっても，丘gllre要素は，常に1つ，

captiOI1要素に先行して記述される。
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1㊨粉末状の光触媒チタンアパタイト㊤フ

ィルターに粉末を塗布し、紫外線を当て

ることで細菌などを不活性化する

【例1】『日経TRENDY』2003年1｛｝月号

　【例1】において，赤で示したのがfig｜ll・eBlOck要素，緑で示したのがCapt　iOn要素，　II「で示したのがligm℃

要素である　figllr（・Block要素1ノ寸には，2つの写真が含まれているが、1つ0）ligUl・c要素として表される，

　なお，cap｛iOll要素を伴才，ない図表等は，　liglll℃Blo℃k要素を構成しないため，　li9山・¶要素にならない、こ

のような付随する）ヒllF要素を一り］持たない図表等入力対象外要4ミは，1・〔：i（・d（・dB｜o（・k要素（／！〃〔・属’1ψllflll〔は，

figure）によって示すこととする、‘

　r（ll（・℃t（・dBlo（・k要素については，’11該0）項を参照のこと．、

形式化例

■　【例1】『日経TRENDY』2003年10月号

＜figureBlock＞

〈figure　／〉

＜caption＞

　＜enc1。sedCharacter　descripti。n＝”●「1＞右＜／enclosedCharacter＞粉末状の光触媒チタンアバタイト

　＜enc1。sedCharacter　description＝「’○「1＞上＜／enc1。sedCharacter＞フィルターに粉末を塗布し、紫外線を

　当てることで細菌などを不活性化する

＜／caption＞

＜／figureBlock＞

※　（・aP言iOll　l要‘ 4ミ1人」0）月・多」Vfヒ（よ詫「‖1各
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figureBlock要素

概要

・図表・写真・絵などの要素と，それに付随する文書要素をまとめた要素を表す。

形式

■要素

　　　Cal）tiOI1，　figllre，　table

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　figureBlock　（caption【figure　l　table）＋〉

説明

＼

　HgllreBlock要素は，図表・写真・絵などとそれに付随するタイトルや説明文をまとめた要素を表す。

　図表・写真・絵など（以下「図表」と呼ぶ）とそのタイトル・説明文（以ド「説明文」と呼ぶ）がペアになっ

ており，かつ，図表が主で説明文が従の関係にあるもののみをマークアップの対象とする。

　ここで，図表が主で説明文が従の関係にあるものとは，説明文に相当する文書要素の内容を把握したり，

article要素内部における位置づけを捉えたりするためには，図表の存在と，それに付随しているという情報を

示すことが欠かせないようなものを指す。

　具体的には，次のようなものがこれに該当する。

（1）写真・図・表のタイトルや注記，解説

（2）写貞に撮られた，または図・絵に描かれた対象の名や，それについての説明

　次に，（1），（2）のそれぞれの例を挙げる。丘gllreBlock要素を赤，丘gure要素とtable要素を青，　captiol1要

素を緑で示す。
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●国公立大で小論文、面接、リスニング、据合間口を頒す
単部数の推移（一般入脚

●†5年一般入試／地区別 ・日程別募集人員　　　　　褒41

鵬日程（人｝ 箇鯖日租∪∪中期8■りOl　8肺人）
↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．⊥　．

北淘遁・東北 10フ48 3、425　　　　　　135　　　　］4．30B

一一．・’一一」 一・」ウ
閥東・甲信越 19，683 6．986　　　　　　550　　　272～9

・．一．．・・． 一一 一一一 ，卜北陸・東淘： 9，820 3．575　　　　　　430　　　　13．825

｝　　　　　　．

．．一…一関　　　西1 12B72 4．223　　　　　　611　　　　17、706

一　．「『↑ 一 「｛ ・　．．・一　　．」　　　　　　　　1

中国・四国‘ 10．1▽ 3，394　．　　　　272　．　　13783

　　　　一九　　　　州
↓．　・

　　11．568
3．636　　　　　　二．｝－15…．

v
．．．

全国合計 74，808 25，239　　　　1．998　　102，045
・　　　　　　　　　　『一 ．一．一一．．一．
74．8％ 25．2％

〈割合〉・
フ3．3％ 247％　　　20％

，　1’6碕　入サ者直ぴ窒墳、15年ア月天現痘ヘースによる　Z人獄［d抱賃入

員帰面7女　’▲会人■の特別選控　胃〔高吉　垣舎学幡幸曇圭選技及び麿負医大

モ除く　・訓含の上▲釦口）・凄期日醗内㌘の翻合下段ぷ蕗募鉱人■内τの割含

1

【例1】『蛍雪時代』2003年川月号

・醐末状の光触蝶チタンアパタイト0巳．フ

ィルターに粉末を塗布し、紫外線を当て

ることで細菌などを不活性化する

【例2】『日経TRENDY』2003年H〕月号

　　【例1】蛍雪時代　において緑で囲んだ「●」で始まる要素や「（注）」で始まる要素は．いずれも図や表の

タイトルや，表についての説川（注1記）である．また，同じく緑で示した【例2】‘ll経TRENDYiの丸1・1’き

「右」「ヒー」以トの文1甲要素は，写真の対象物となっている商品についての説明，商ll｜｜1名になっている，、

　これらの要素は，図表の存在なしに意昧を成さない文章であり，図表に付随していることを示さなければ，

周囲の文章との繋がりや関係を捉えることができないため，他のclllste1・要素やpa1・agmph要素と区ll｜」して

マークアップする。
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形式化例

■【例1】『蛍雪時代』2003年11月号

＜figureBlock＞

〈figure　／〉

＜caption＞

　　●国公立大で小論文、面接、リスニング、総合問題を課す学部数の推移（一般入試）（図3）

　＜／caption＞

＜／figureBlock＞

＜figureBlock＞

〈figure　／〉

＜caption＞

　　●15年一般入試／地区別・日程別募集人員（表4）
　（注）

　⑦16年「入学者選抜要項」（15年7月末現在）ベースによる。

　②人数は推薦入試、帰国子女、社会人等の特別選抜、専門高校・総合学科卒業生選抜及び産業医大を除く。

　③割合の上段は前・後期日程内での割合、下段は総募集人員内での割合。

　＜／caption＞

＜／figureBlock＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

※selltellce要素、　c～｜ptiol1要素内日．～‘こ〉）のlist要素の形式化は省略

■　【例2】『日経TRENDY』2003年10月号

＜figureBlock＞

〈figure　／〉

＜caption＞

　〈encl。sedCharacter　descripti。n＝「10”〉右＜／encl。sedCharacter＞粉末状の光触媒チタンアパタイト

　〈enclosedCharacter　descripti。n＝「10‘，〉上＜／enclosedCharacter＞フィルターに粉末を塗布し、紫外線を

　当てることで細菌などを不活性化する

＜／capti。n＞

＜／figureBlock＞

※caption要素内の形式化は省略
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fraction要素

概要

　　・帯分数の中の真分数部分を表す。

形式

■要素

　　　％illliIlcText：

■属性

　　●なし

■DTD

　〈！ELEMENT　fraction　（％inlineText；）＊〉

説明

　帯分数の中の真分数部分は，分子，「／」，分母の川頁に入力し，fractio11要素を付与して表現する（分母と分

子の区切りが「」であっても，「／」を用いる）。

　なお，fractio11要素は，帯分数を構成する整数部分と真分数部分とを電子化テキストの中で区別して表現す

るために設けられたタグであり，帯分数以外の分母と分子を「一」や「／」で区切って表現される分数には適

応されない。

形式化例

■　【例1】帯分数（『新編新しい算数4上』東京書籍，2005年）

原資料

1§mは
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形式化

8／5mを1＜fraction＞3／5＜／fraction＞mと表すこともあります。
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概要

・JISXO213：2004が規定する諸記号に含まれていない記号類や絵文字などを表す。

形式

■要素

　　●空要素である。

■属性

　　●‘1‘w・1・ψf～θη（1壬意）：illlage要素で表すものの形状など任意の覚川き

　　○〃o（必須）：サンプル内での川現番｝∫

■DTD
　〈！ELEMENT　image　EMPTY＞

　＜！ATTLIST　image　description　CDATA　＃IMPL工ED＞

　〈1ATTLIST　i皿age　no　CDATA＃REQUIRED＞

説明

　JISXO213：2004が規定する諸記『｝に含まれていない記号類や絵文字などは，　image要素で表現する。　image

要素で表現するものには，例えば以下のようなものがある。

●地図記号，天気記号，1’f楽記｝1，星座記号などの記号類

●初心者マーク，ウールマーク，メールマーク，

●携帯メールなどで川いる各種絵文字

●空欄補充問題などの空欄

●話者表示としての発話者の似顔絵

フリーダイヤルマークなどのマーク類

　image要素のγλo属性には，　image要素で表すべき記号類・絵文字のサンプル内での出現番号を記述する。

γ副萬性の属性値は，同一のサンプルにおいて，同一の記号類・絵文字が複数回出現しても，それぞれを毎回数

える通し番号とする。また，de8c吻εZ〔m属性には，記号類・絵文字の形状などを任意に記述する。
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形式化例

■　【例1】やまみずてんぐ（『補訂版国書総目録』岩波書店，1990年）

原資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山

形式化

〈image　descripti。n＝’1やまみずてんぐ”no＝’‘11，／〉

■　【例2】マクロ（「CaprioR4使用説明書」株式会社リコー）

原資料

　　撮影できる状態で、晶（マクロ）ボ

　　タンを押す

形式化

．．．状態でく加age　description＝「’マクロ“no＝「‘2，「／〉（マクロ）ボタンを押す
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info要素

概要

●補助的な付与情報を表す。

形式

■要素

　　●空要素である。

■属性

　　●α7：ワ（必須）：付与される情報の種類

　　●イ）α1批（必須）：付与される情報の値

■DTD
　〈！ELEMENT　info　EMPTY＞

　＜！ATTLIST　info　arg　CDATA　＃REQU工RED＞

　＜！ATTLIST　info　value　CDATA　＃REQUIRED＞

説明

　il1お要素は，補助的な付与情報を表す。付与される情報の種類はα7η属性で指定され，その値はUα九e属性

で記述する。ドの例の場合，αηg属性により，付与されている情報がrarticle要素の種類」であること，また，

？戊α17Le属性によって，「articlc要素の種類」が「完結一完全」＊6であることを示している。

　なお，現時点では，可変長サンプルには，α7η属性値がarticle／＠isWholeAr七icleのil1お要素しか出現

しない。また，この種のillfo要素は，今後，　article要素の属性として，取り込まれる予定である。

形式化例

■　【例1】article要素の種類を表している例

〈lnf。　arg＝「「artユcle／＠ユsWh。1eArtlcle「1　value＝，1完結一完全11／〉

＊6article要素が記事全体を完全に含んでいることを表す。
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insert要素

概要

・添削・訂IEなどで挿入された本文要素を表す。

形式

■要素

　　　％inlilleText；

■属性

　　●なし

■DTD
〈1ELEMENT　insert　（％inlineTex七；）＊〉

説明

　添削・訂IEなどで追加された本文要素（【例1】青囲み）を明示的に表す必要がある場合には，　insert要素と

して記述する。添削・訂正の表記として，削除された要素が示されている場合（【例1】赤囲み）は，delcte要

素を用いる。

形式化例

■　【例1】『朝日新聞』2003年1月7日

原資料

∨oice ■ll・　　　r
　　外から見る米国

　　　　　　5

形式化

vo’ ce　＜delete＞of＜／delete×insert＞to＜／insert＞　America
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list要素

概要

●箇条書きなど，列挙された文，1凄素の集まりを表す。

形式

■要素

listItClll

■属性

●なし

■DTD
〈！ELEMENT　lis七　（listltem）＋〉

説明

list要素は、筒糸川きなど，列挙された文ll｝要素0）集まりを表す

箇条ll｝：きなどの之書要素は，通常の文の連続における文相川：の関係と川なり，列挙された個々の文川要素の

独1‘ノ：性が高い　さらに、（U．（2）、（3）のような順序表現や筒条ll｝きの入れピなど，通常の文の連続とは翼なる

之さ1構造を持つ．このような，通常の文とのノ亡異を表現するために，個別の文、ll構造として，形式化した、

｜ist．要素は，改行によって区切られている一二つ以1：のlisl　h（・nl要ムからなり，1ist要素に含まれる個々の文

，1｝要素（列挙される文書要素）は，1istItem要素で記述する（【例1】【例2】参照）。

ブロッコリー・…・』…小房2～3個

ミニにんじん・…・・………1～2本

アスパラガス…・・…　・・1～2本

いんげん……・…P…・……5～6本

モロッコいんげん………1～2本
禍さや…・……・…………・2～3枚

塩・・…1…………1・…………・…適宜

チーズマヨネーズ・…・………150CC

＄チーズマヨネーズとアンチョビ

オイルのつくり方は、左下のコラ
ムを参照。

【例1】各項目が改行で区切られている例

（r（Lm（・、・u』2〔〕〔）3年8月号）

【例2】順序表現を先頭に持ち各項目が改行で区切ら

れている例（『d｝mcyl1』2003年8月号）
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■文の中に含まれている項目

　文の中に含まれている項日は，原則としてIist，要素では表さない

i国iがち蓉ぜら範だ。各都這府県でぱ．’これε活用して；①縁の少年団あ『『i

育成，②公共施殺の緑化，③住民参加による植樹活勅，④昔及啓発活

動箸が行われた。、また，．わが国力先での繰fζ推違置動ぺの支癒こも澄夏．

【例3】list要素では表さない例（『林業白書平成1〔〕年度版』）

ただし，項目の前後に改行があって文が断絶されているときに限り，list要素と認定することができる、

【例4】list要素で表す例

■list要素とtable要素（表）

　list要素と似たものにtable要素がある。次のものは，1ist要素ではなくtable要素とする。

　　●3列以ヒのもの

　　●列ラベルや行ラベルがあるもの

　詳細は，tab｜い要素を参照のこど、

■list要素の入れ子

　list要素は幾・nにも入れ了になることができる、、
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形式化例．

■【例1】『dancyu』2003年8月号

＜Cユ．uster＞

〈titleBlock＞

＜title＞

　〈sentence　type＝”quasi‘‘〉材料（2人分）〈／sentence＞

　＜／title＞

＜／titleBlock＞

〈list＞

　　＜listltem＞〈sentence　type＝”qllasi“〉カリフラワー…小房2～3個＜／sentence＞＜／1istltem＞

　　〈1istエtem＞〈sentence　typeニ”quasi’「〉ブロッコリー…小房2～3個〈／sentence＞＜／listltem＞

　　〈1i’st工tem＞〈sentence　type＝11quasi”〉ミニにんじん…1～2本＜／sentence＞〈／listltem＞

　　＜1istltem＞〈sentence　type＝’1quasil‘〉アスパラガス…1～2本＜／sentence＞＜／listltem＞

　　＜1istエtem＞〈sentence　type＝「1quasi1’〉いんげん…5～6本く／sentence＞＜／list工tem＞

　　＜listltem＞〈sentence　type＝”quasil’〉モロッコいんげん…1～2本＜／se刀tence＞＜／listltem＞

　　＜1istltem＞〈sentence　type＝’‘quasi1’〉絹さや…2～3枚＜／sentence＞＜／1istltem＞

　　〈listエtem＞〈sente且ce　type＝”quasi“〉塩…適宜＜／sentence＞＜／list工七em＞

　　＜1istltem＞〈sentence　type＝”quasi“〉チーズマヨネーズ…50cc＜／sentence＞＜／1istltem＞

　　＜listltem＞〈sentence　type＝”quasi”〉アンチョビオイル…10c⊂＜／sentence＞＜／1istltem＞

＜／list＞

＜Sentence＞※チーズマヨネーズとアンチョビオイルのつくり方は、左下のコラムを参照。＜／sentence＞

〈／cluster＞

■【例2】『dancyu』2003年8月号

＜list＞

　〈1ist工te皿〉

　　〈sentence＞⑦頭と足先を落とし、内臓を抜いた韓国産雛鳥は、お腹の中を一度水洗いし、水気をきっておく。

　　＜／sentence＞＜sentence＞脂の多い肛門の先端部分を切り落とし、炊いたもち米をこぶし大に握ったもの、高麗人参、なつめ、

　　にんにくを順にお腹に詰める。＜／sentence＞＜sentence＞豪華1こつくるときは栗や松の実も入れるという。＜／sentence＞

　〈／list工tem＞

　＜1ist工tem＞

　　＜sentence＞②　肛門の上部、左右に切り込みを入れ、両足をクロスさせて足先を押し込む。＜／sentence＞

　〈／list工tem＞

　＜list工tem＞

　　〈sentence＞③　香味野菜を入れ、2時間以上煮込んだ鶏ガラスープに鶏肉を入れる。＜／sentence＞

　＜／1ist工tem＞

　＜1istltem＞
　　＜sentence＞4．）肉がほろほろと、お箸で簡単に崩れるまで約1時間、とろ火でゆっくりと煮込めば出来上がり。＜／sentence＞

　＜／list工tem＞

＜／list＞

■　【例4】list要素で表す例

…〈sentence　type＝「1quasi”〉各都道府県では，

＜1ist＞

　＜1ist工teln＞〈sentence　type＝1，quasi‘’〉①

　＜1istltem＞〈sentence　type＝llquasi“〉②

　＜list工tem＞＜sentence　type＝「「quasi’1＞③

　＜listltem＞〈sentence　type＝”quasi”〉④

＜／1ist＞

〈sentence＞等が行われた。＜／Selltence＞

これを活用して，＜／sentence＞

緑の少年団の育成，＜／sentence＞＜／1istltem＞

公共施設の緑化，＜／sentence×／listltem＞

住民参加による植樹活動，＜／sentence＞〈／listltem＞

普及啓発活動く／sentence＞〈／listltem＞
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listItem要素

概要

・list要素を構成する各並立要素を表す。

形式

■要素

　　　blockElld，　br，　cluster．　figllreBlock，1ist，110tcBody，　paragraph，　quotation，　rejectedBlock，　selltencc，

　　　table

■属性

　　●なし

■DTD
　　〈！ELEMENT　listlteln

　　　　　　　（blockEnd　l　br　l　cluster　l　figureBlock　l　list　l　noteBody　l　paragraph　l　quotation　l

　　　　　　　rejectedBlocklsen七ence　ltable）＊〉

説明

　箇条書きや名詞句の羅列などが集まったものがlis七要素だが，これを構成する各並立要素は，　listltem要素

で表現する。listlteln要素は，　list要素の内部の個々の項1≡1にあたり，　listItem要素の直上は1ist要素でなく

てはならない。

　listItem要素には，　Iist要素を含むことができる（listの入れ子）。【例1】における「（ロ）政策の概要は、

次のとおり：」で始まるlistItell1要素（水色）には，下位の1ist要素（赤）が含まれる。
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（参考3）経画開発計両

1引　89年7月9日に「新縫済政策」が究表された，，

｛句政策の概砦は、次のとおり

　・は金引已些担獺姻復

【例1】『我が国の政府開発援助』1989年版（下巻（国別実績）

形式化例

■　【例1】『我が国の政府開発援助』 1989年版（下巻（国別実績））

〈Cユuster＞

＜titleBlock＞

　＜title＞

　　（参考3）経済開発計画

　＜／title＞

＜／titleBlock＞

＜1ist＞

　＜1ist工tem＞

（イ）89年7月9日に「新経済政策」が発表された。

　＜／listltem＞

　＜listltem＞

（ロ）政策の概要は、次のとおり

　　〈list＞

　　　〈listltem＞

　　　　（a）賃金引き上げによる購買力回復

　　　＜／1istltem＞

　　＜listltem＞

　　　　（b）企業家との価格協定によるハイパーインフレ克服

　　　く／listltem＞

　　　＜1istltem＞

　　　　（c）為替引き下げ

　　　〈／1istlte皿〉

　　　〈1istltem＞

　　　　（d）公共料金引き上げ及び国営企業民営化による財政赤字改善

　　　〈／listltem＞

　　　＜1istltem＞

　　　　（e）内外資本の取扱の同一化及び外貨登録手続きの簡素化

　　　＜／1istltem＞

　　＜／1ist＞

　＜／1istltem＞

　＜／list＞

〈／cluster＞

※sentence要素0）形式化は省略
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missingCharacter要素

概要

・「＝（ゲタ記号）」で表現されている文字が，JISXO213：2004で規定されている文字以外の文字（JIS外

　字）であることを示す。

・属性によって，文字種属性，UIlicode番号などの字体情報を記述する。

形式

■要素

　　　シf（・11ara（・tCr：

■属性

　　●　f〃孟7ソカぱr・（・必多頁）：　文字種属’性

　　　　　　　　　　　　　ヘコいつ　エノ　　　ー－Hanldeograph＿　7実了ニ

　　　ーHiraga皿a＿　平仮名

　　　一RomanNu皿eral．．．ローマ数字

　　　一Latin＿ラテン文字

　　　一Greek＿ギリシア文字

　　　一〇ldHanzi＿古代中国文字

　　●榔〃〔・o〔1e（必須）：UIlicode4．0の16進コード

　　　ーu＋＊＊＊＊＊（4～5桁のUllico（lcの先頭に「U＋」をIJI　Iえた6～7桁の文字列）

　　　－Unicode外字の場合は「U＋FFFD（REPLACEMENT　CIIARACTER）」を記述する，，

　　●r∫r品・αγノωα（任意）：　『大漢和辞典11の親字番号

　　　一M＊＊＊＊＊（5桁の諸橋番号の先頭に「M」を加えた6桁の文字列）

　　　一　大漢和辞典二にない漢字は「M99999」を記述する。

　　　一‘’仇’伽∬feがHanldeographとなる場合のみ必須（漢字以外の文字種の場合は記述しない）

　　●ノY；∫’（任意）：UllicO（1（・あるいは　大漢和辞典　にない文字の場合，参照する管理番号

　　　一KC＊＊＊＊（4桁の管理番｝」の先頭に「KC」を加えた6桁の文字列）

　　●舵s仁吻疽oγλ（任意）：字体記述，属性記述など任意の覚書き
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■DTD
〈！ELEMENT　missingCharacter　（％character；）＊〉

＜！ATTLIST　missingCharacter　attribute

　　　（Hanldeograph　l　RomanNu皿eral　l　Latin　l　Greek　l　OldHanzi　l　Hiragana）　＃REQUIRED＞

＜！ATTLIST　missingCharacter　unicode　CDATA＃REQUIRED＞

＜！ATTL工ST　InissingCharacter　daikanwa　CDATA　＃IMPLIED＞

〈！ATTLIST　missingCharacter　ref　CDATA＃IMPLIED＞

＜！ATTLIST　InissingCharacter　description　CDATA　＃IMPL工ED＞

説明

　コーパスの人力には，JISXO213：2004で規定されている文字を使用する。しかし，　JISXO213：2004で規定

されている文字だけで，現代1｜本語文に出現する文字を網羅しているわけではない。そこで，JISXO213：2004

で規定されていない文字は，「＝」を入力し，IllissillgCham（lter要素を付∫∫して表現する（「＝」で表現され

るJIS外宇は，主として漢字（lll国簡体字を含む）が想定される）。

　なお，JISXO213：20〔14で規定されていない記｝｝や絵文字などは，すべてillla．ge要素を川いて表現する。

形式化例

■　【例1】Unicodeで表現でき，かつ『大漢和辞典』に掲載されているJIS外漢字

中国少数民族詩集』土曜美術社出版販売，2003年）

（秋吉久紀夫編訳『現代

原資料

巴
莫
曲
布
摸

形式化

〈missingCharacter　attributeニ‘，Hanldeograph，，　unicode＝1，U＋5AEBI，

　　　　　　daika且wa＝”MO6673”description＝11女偏に莫’‘〉＝＜／missingCharacter＞



3．：至　タグ’覧（日∫変長．lniS刈u9（‘hdl・～ldいr）

■　【例2】Unicodeで表現でき，かつ「『大漢和辞典，に掲載されていないJIS外漢字（遠藤紹徳早わかり

中国簡体字』国書刊行会，1986年）

原資料

例
え
ば
、
庚
（
慶
）
は

形式化

　〈missingCharacter　attribute＝1，HanIdeograph，’　unicode＝”U＋5E861’

　　　　　　　　　　daikanva＝“1⑲9999”description＝「1慶の簡体字11＞：＜／missingCharacter＞

■　【例3】Ullicodcになく，かつ1［』大漢和辞典』に掲載されているJIs外漢字

形式化

　〈missingCharacter　attribute＝llHanldeographl’unicode＝，’U＋FFFDI’

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　daikanwa＝ηM＊＊＊＊＊“　description＝旧1＞：〈／missingCharacter＞
‘

［　　　　　　　　一

「一一

／

■　【例4】Ullicodeになく．一大漢和辞典1にもないJIS外漢字　（多賀城市内の案内板）

原資料

肺巾神社

議 ノ

形式化

＜missingCharacter　attribute＝11HanIdeograph”　unicode＝“U＋FFFD”

　　　　　　　　daikanwa＝nM99999“　ref＝’「KC＊＊＊＊n

　　　　　　　　des⊂ripti。n＝「1脛と巾の合字’‘〉＝＜／missingCharacter＞

1

97
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■　【例5】平仮名「濁点付き平仮名あ」　（日明恩『埋み火』講談社，2005年）

原資料

「
え
え
と
、

’
）
ー
，
」

形式化

＜missingCharacter　attribute＝1IHiragana”　unicode＝nU＋FFFDl‘

　　　　　　　　　　ref＝”KC＊＊＊＊”description＝“濁点付き平仮名あ1‘〉＝＜／missingCharacter＞

■　【例6】ラテン文字「hの下にドット」　（梶山雄一『空入門』春秋社，2003年）

原資料

（gvo　bh瓦vah）

形式化

＜皿issingCharacter　attribute＝IILatinll　unicode＝llU＋1E2511

　　　　　　　　　　description＝1，LATA工N＿SMALL＿LETTER＿H＿W工TH＿DOT－BELOW”〉＝＜／missingCharacter＞
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■【例7】ギリシア文字「1（10TA）の上にPERISPOMENI」（ルチャーノ・デ・クレシェンツォ（著），

谷ロ伊兵衛，G．ピアッザ（訳）『物語近代哲学史2』而立書房，2005）

原資料

ギ
リ
シ
ャ
語
§
■
☆
は
「
試
練
」

形式化

＜lnissingCharacter　a七tribute＝1lGreek”　unicode＝，IU＋1FD611

　　　　　　　　description＝”10TAの上にpERエSpOMENII，〉＝＜／missingCharacter＞

■　【例8】古代中国文字（金文）

原資料

（白川静『白川静著作集別巻2金文通釈』平凡社，2004年）

金
文
の
θ
を

形式化

＜missingCharacter　attribute＝’‘OldHanzi‘l　unicode＝llU＋FFFD’，

　　　　　　　　ref＝”KC＊＊＊＊“descripti。n＝”金文1‘〉＝＜／missingCharacter＞
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noteBody要素

概要

・脚注，後注など，本文と区別して記述される注記を表す。

●110teMarker，　noteBodyllllille要素も参照のこと。

形式

■要素

　　　blockEIld．　bL　figllreBlo（・k、　il1｛b、　list、　pal・agraph．　profile．　quotatioll．1・ejectedBlock．　sellt．ellcい

■属性

　　●なし

■DTD
〈！ELE凹ENT　noteBody

　　　　　（blockEnd　l　br　l　figureBlock　l　infollist　l　paragraph　l　profile　l　quotation　l

　　　　　rejectedBlocklsentence）＊〉

説明

　110teBody要素は，脚注，後注など，本文と区別して記述される注記を表す。ただし，傍注＊7，ママ注＊8に

ついては，110teBodyllllille要素で記述する。この点については，　IloteBodyllllille要素を参照のこと。

　・つの注記は，一つの110teBody要素に対応させる。例えば，【例1】には，19），20）と二つの注記がある

が，それぞれの注記を別々の110tcBo（ly要素として記述する。なお，19），20）など注記の先頭につけられる

注記識別記号もnoteBody要素に含めるものとする。

　lloteBody要素の記述位［置は，次のようにする。

●基本的には，注記される対象を含んでいるparagrapll要素のll‘1：後，もしくは，　chlster要素の末尾に記

　述する。

　　一注記される対象がcitatiOI1要素に含まれ，引用文に対して引川者が新たに付した注である場合は，

　　　引用文とは別個の内容と考えられるため，citatiOI1要素の『〔後に記述する。

●候補となるparagraph，　chlster要素が複数存在する場合は，　ll皆層的に最も近い要素を選択して記述する。

＊7「傍注一とは，本文のわきに書き添えた注釈のことである。

ポ　「ママ注」とは，内容に疑問があるにもかかわらず，原文をそのまま引用したことを示すための注記である。
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形式化例

■　【例1】『法学教室』　2003年11月号

原資料

国家がばξ」べ≒国際的笏準の存在を前提とし了い

る二と、十1て，Zれに反するものトL．1司際法だ

：．トでなく、わが国の法｝『レってもi皇法である二と

を，∫：しでヤ・るjr・’，．二こから：三．以卜’のような結諭

τ，、、．順，ll、．∩口傾、川，，，担

zr’　硯5±s’”帽1票1丁税1’一　・』’は，’的、▲舟～～の嬰｜メ．「け　了嘉‘」噸’“憶p　「」　’

才｝るい｜る‘’、・Lr．崩1男　　山り1　111置トパい　Il2［i’硲輪

りFI v’・H樫‘1。叩、」，ば’一　LT，㍉　、∨．　r！　㌧　’（“

　　　　　　　　1　’‘，γ　・1　　へ・こ‘τ’、’認、

形式化

＜paragraph＞

国家が従うべき国際的標準の存在を前提としていること，そして、

それに反するものは，　国際法だけでなく，わが国の法にとっても

違法であることを示している＜noteMarker＞20）＜／n。teMarker＞、

＜／paragraph＞

＜noteBody＞

20）　　「確立された国際法規」については，条約と憲法の関係に．．．

＜／noteBody＞

※sい｜1tいn（・（・要素と11〔〕teBo〔ly要志［人1ぴ川多式fヒは省lll各
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noteBodyInline要素

概要

・傍注やママ注＊9など，行外に付随する形式で現れる注記を表す。

●110teBodv，　uoteMarker要素も参照のこと。

形式

■要素

　　　〃行lllillerlCxt：

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　noteBody工nline　（％inlineText；）＊〉

説明

　傍注やママ注など，行外に付随する形式＊10で現れる注記を表する、ただし，【例1】のように，行外に付随

する形式ではなく，ff中に含まれる形式の注記は，110t　eBodyllllil1¶要素として認定しない。また，脚注や後

注などブロック要素として表現される注記は，IloteBody要素で記述する，

備に闘する基本方針1が定められており、これに基づき22箇所の流通業務市街地

が聾備され、うち2ユ箇所が稼働中1：一部稼働中を含む．）である。平成5年度は、

　　　　　　　　　　　　　　　一

【例1】『建設白書』平成5年版

刈　「ママ注一とは，内容に疑問があるにもかかわらず，原文をそのまま引用したことを示すための注記である．

＊川横書きテキストの本文行のL下にルビ状に付される場合などが想定される，
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形式化例

■　【例2】傍注（『清沢満之全集3』2003年1月岩波書店）

原資料

ザ

ル

ユ

へ

此
ノ
如
キ
格
ヲ
含
メ
ル
命
題
ハ
正
当
ノ

麺
酬
ハ
障
だ
解
じ
一
・
「
藪
極
ハ
農
夫

形式化

西郷＜n。teB。dylnline＞主辞＜／noteBodyエnline＞ハ

書生デアリシ人＜n。teB。dyエnline＞賓辞＜／n。teB。dylnline＞デ

アル＜n。teB。dyエnline＞聯語＜／noteB。dylnline＞

■　【例3】ママ注（『現代詩手帖』2003年11月号）

原資料

と
い
う
。
」
止
い
ら
記
述
が
あ
り
、
す
ぐ

　
　
　
　
　
マ
　
　
マ

会
場
に
瀧
ロ
ア
ヤ
子
さ
ん
が
来
て
「
う
志

れ
て

行
か
れ
た
の
で
依
頼
の
原
稿
書
け
上

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
日
か
広

挙
で
つ
じ
つ
ま
が
合
う
の
で
あ
る
。
し
か

る
の
は
な
ぜ
か
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
拓

形式化

会場に瀧ロアヤ子＜n。teB。dylnline＞ママ〈／noteBodylnline＞さんが来て
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noteMarker要素

概要

●注番号や参考文献番号など，他の文書要素を参照する際の目印として機能する文字列（例　　†や＊1）

　を表す。

●noteBody要素も参照のこと。

形式

■要素

　　　％illlineText；

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELE凹ENT　no七eMarker　（％inlineTex七；）＊〉

説明

　注番号や参考文献番号など，他の文書要素を参照する際の口印として機能する文字列（例　　†や＊1）を表

す。主として，行外に付随する参照用の文字列をnoteMarker要素として認定する。

●注の参照用の番号（→【例3】）

・参考文献の参照用の番号（→【例4】）

　したがって，【例1】のように，行外に付随するのではなく，行中に含まれている文字列や【例2】のように，

参照先の参考文献や注の冒頭に付与される文字列は，110teMarker要素とはしない。

参考文献1）を参照のこと。

新たな方式が開発されている（注1）。

【例1】noteMarker要素とはしない例
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国家が従うべき国際的標準の存在を前提としてい

；誌，驚㌶灘澱雛狸繋三
を示している捌。ここからは，以下のような結論

19）佐釦・荊掲社11｝25n以下が描摘するとおり，条文ヒの正当化畷拠は．刑法：言5弟のt’：当「

2ω　「確立された国際紘規1については，条約と徹法の闇係について憲法優偉説ん採ったと1て

　∴れると寸るものζして，樋II脇・：憲法山｛191娼年1・812頁蓼照。

【例2】『法学教室』2003年11月号

形式化例

■　【例3】脚注の参照の目印（『法学教室』　2003年11月号）

原資料

国家が従うべき国際的標準の存在を前提としてい

；鰺，芸ぷ灘；鷲窪㍊㍗6
を示している捌。ここからは，以下のような結論
　　　　　　一

191佐伯・舶掃ii．14）25　n以下が拍摘するとおり，条文上の止：当化畷拠は，刑」、拓条の∫’：当f

2ω　1確立された国際紘規1につしド烈£．藁約と憲法の関係について惣法俸仲挽を｝：宋’」たと七ζ

られるとするものζして，柄日陽・：憲法llU鮒8年）412頁奪照。

形式化

国家が従うべき国際的標準の存在を前提としていること，そして，それに反す

るものは，　国際法だけでなく，わが国の法にとっても違法であることを示して

いる＜noteMarker＞20）＜／ロoteMarker＞。

※s（mtence要素，　br要素を省略。以ド同じ．

■　【例4】参考文献の参照（『情報処理』2003年44巻8号）

原資料

大）が幕成された、ついで2003年1月に騰報処理学会

ゲーム婿報学専門委員会（委員長：松原仁　はこだて未

来大）王催でその国匡版ともいえるエンタテインメント

三ンピュ…ティング2（川3が大阪で肝催さηたユ」，2003
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
年3月には東北大掌で開催された電子惰輯通借学会全国

形式化

その国内版ともいえるエンタテインメントコンピューティング2003が大阪で開催された＜n。teMarker＞2）＜／n。teMarker＞．
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orphanedTitle要素

概要

．不特定範囲の文書要素を代表する記述を表す。

形式

■要素

　　　br．110teBody、　selltollce

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　orphanedTitle　（br　l　noteBody　l　sentence）＊〉

説明

　不特定範囲の文ll‡要素を代表する記述（タイトル）を表す。

　orl）llalledTitlc要素は，（・hlster要素中のtitleBlock要素とは異なり，代表する文書要素の範囲が明確でな

い場合に川いられる。したがって，titleBlock要素のように，章・節といった，明示的な範囲を持つ文，1｝階層

構造に対する代表記述となることはできない。

　典型n勺な例としては，本文からln要な文を抜きだして，本文よりも大きな文字で表示するような例が挙げら

れる。

　例えば，例1の場合，「レスラー兼経営者となると試合中も会場の入りなど気になるでしょう？」（囲み部分）

がorpllalledTitle要素となる。このorpllきmedTitl（・要素は，本文中では重要な記述である。しかし，　clllste1・

要素中のtitleBlock要素（「みち0）くプロレスは2年目で大幅黒字転換」）と異なり，どの文こ…要素の代表的

記述となっているのかが明確でない。

　orl）llalledTitle要素の記述位置は，　orphalle（ITitle要素に対して最も内容的に近いcluster要素，もしく

は，m・ticle要素の任意の場所とする。
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．
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ち
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ヌ
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憎
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っ
ぱ
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⇒
た
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た
た
．
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‖
り
る
カ
‥
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o
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川
L
か
か
乙
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，
ら
エ
づ
」
一
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や
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駈
触
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ら
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シ
」
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た
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け
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†
ね
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ス
ケ
　
」
㌣
あ
，
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瓦
巾
．
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は
ば
1
1
1

て

㌣
ろ
・
Z
，
い
う
w
言
－
に
な
っ
て
　
そ
こ
●
㎏

町
の
体
打
田
を
川
高
で
胴
り
ら
れ
る
ん
で
す

a
．
入
巾
配
で
巳
ア
ロ
レ
訊
貰
“
な
ん
て
殉

め

て
〔
子
か
ら
，
も
う
幻
駈
り
讐
　
1
り
帖

0
人
く
ら
い
の
炎
堀
に
り
，
“
0
“
金
く
お
客

、
－
ん
が
人
W
’
，
、
れ
ま
し
た

ぴ
尾
　
力
お
．
寸
こ
い
　
そ
二
か
・
￥
づ
と
ー

り
亨
で
，
．

ツ
ス
ケ
レ
●
】
九
哲
一
ソ
・
｝
い
．
叉
．
，
．
°
‖

【例1】『ダイアモンドザイ』20（13年9月号

形式化例

■例1： 『ダイアモンドザイ』2003年9月号

　quotatlon＞

＜speech＞

＜speaker＞〈sentence　type＝‘「quasi「‘〉松尾＜／sentence＞＜／speaker＞

＜paragraph＞

＜sentence＞　でそ当たリ前ですけどね。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜／speech＞

＜／quotation＞

　quotatユon＞

＜speech＞

＜speaker＞〈sentence　type＝「‘quasi「1＞サスケ＜／sentence＞＜／speaker＞

〈paragraph＞

〈sentence＞我々は10年前からローコスト経営を貫いてます（笑）。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜／speech＞

＜／quotation＞

＜orphanedTitle＞

＜sentellce＞レスラー兼経営者となると試　中も　場の入リなど気になるでしょう？＜／sentence＞

＜／orphanedTitle＞

※br要素を作川各
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paragraph要素

概要

●段落を表す文ll蟄素である。原則として，一字ドげで始まる・行を段落として日動認定する．

形式

■要素

　　br．　SelltCI1（le

■属性

　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　paragraph　（br　l　sentence）＊〉

説明

　parag1・aph要素は，段落を表す文苫要素である、原則としてサンフル紙｜lli　L、一・字トげ（【例1】　↓）で始

まり，改1「（【例1】　」）によって終わる文章のまとまりを段落とする　なお，現段階では，「一字ドげがな

されている一論理行一を白動的に1）dragral）ll要素と、認定していることに注意されたい。

↓
セ
ニ
司
ー
ル
が
現
在
担
当
し
て
い
る
の
が
マ

　
イ
、
不
サ
⌒
、
ン
サ
⌒
牝
3
歳
）
で
あ
る
，
新
冊
牡

蛸
デ
ィ
ア
プ
ロ
の
肋
待
を
担
っ
て
人
厩
し
た
の

　
は
2
歳
秋
だ
っ
た
が
、
体
n
が
弱
く
、
強
い
劇

教
を
掛
け
る
と
腰
が
n
く
な
る
何
度
か
放
4
2
・

人
厩
を
繰
り
返
し
て
、
3
歳
の
．
．
．
月
に
な
っ
て

　
よ
う
や
く
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
，
」

↓
初
戦
、
．
．
戦
1
1
と
襲
”
の
新
人
騎
r
・
長
谷

川
浩
大
を
乗
せ
て
快
勝
、
両
グ
ー
ト
レ
ー
ス
と

も
好
位
置
か
ら
抜
け
鵬
し
て
勝
つ
と
い
う
セ
ン

　
ス
の
良
さ
も
見
せ
た
．
」

1
◆
セ
ニ
ョ
ー
ル
，
淑
士
…
…
に
よ
れ
学
ほ
．
腰
の
甘
さ
が

出
る
こ
と
で
デ
ビ
ュ
ー
ま
で
じ
っ
く
り
凋
整
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
サ
マ
ン
サ

に

は

1
1
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
，
」

↓
こ
の
あ
た
り
に
も
セ
ニ
ョ
ー
ル
の
馬
に
対
す

る
・
あ
た
り
り
が
竃
え
る
、
何
カ
月
も
レ
ー
ス

　
に
川
な
い
馬
を
川
話
す
る
の
は
払
酎
が
要
る
。

厩
務
1
1
白
身
の
生
活
に
も
伴
く
．
で
も
彼
の
姐

に

は
「
も
う
ち
t
っ
じ
蒔
問
く
れ
、
体
調
を
万

辛
に

さ
せ
た
い
」
と
い
う
の
が
い
つ
も
あ
る
よ

う
だ
，
」

【例1】Paragraph要素の例（『優駿』2003年Il月号）
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■補則

　段落区切りを別の形式によって示していることが，対象とする資料の範囲内で明らかであれば，その形式に

よってpamgraph要素の範囲を認定する。

【例2】：新聞一面のコラム

　朝口新聞「天声人語」，毎日新聞「余録」，読売新1田「編集「111艮」，産経新聞「産経抄」などは，各社ともに

「▼」「▲」「◆」などの記号を段落区切りとしていることが明らかである　よって，新聞一面のコラムについて

は，これらの記1｝を段落境界と1：忍定し，pamgr～lpl1要素の範川を定める．

【例2】形式によるparagral）11要素認定の例（『朝日新聞』「天声人語」2〔｝05年3月21日）

【例3】字下げがない段落の例

　【例3】（．鉄道ファン12〔｝03年12月号）において，　一つllの論理行（一つ川0）一〉の行）は，行頭の・字ト

げはされておらず，通常は段落と認定されないが，　：つ目の論理行以降は，論理行を・つの段落にしている、

したがって，　つ1【の諭理行が段デ客であることが明らかなので，段落として認定する。

／

　　2・1貢遍構違の震開

　　■r月光形」を置用特急で継承したのは】83系

＋昭和4ア年，房総東西線｛環内房・外房線，の全綿電化と東京

　　塘下トンネル開通‘こ：合わせ鎌たな特忌が澄惨した、それまこの長

　　距■長大■成とは■毯異にし、私鉄の特怠と似た性格の短鈴

　　培輪奪．当時はレジャー特愈とも呼はれた．この特怠用‘、「開発さ

　　れたのが183系で昭和47年6月にテピュー先蝸形脚ゴ月光形」

　　同撮．将来の分割併合か考慮されるとともに．東京地〔トンネ

　　ル内での避●も考慮し．昼行電車特■として初めて賃通陽が採

　　用された．

一芦　軍体の断面形状は181系を踏■しているが．先鵠郁の構造

　　は「月光形二で、賃冶扉を隠す外扉娼遭も蹟襲．しかし’月光形」

　　とは輿なる際面形状のためいくぷん下ぶくれの印象とな訟．三月

　　光形」は側面上部が垂直なのに対し．昼行特●は屋根に険力㌧

　　τ2’傾いており．下部の裾絞りも大倉い、車体幅も：月光形二

　　の290Cmmに対し．183系などは2946mmで約5cm広い．

【例3】形式によるparagraph要素認定の例（『鉄道ファン』2003年12月号）
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形式化例．　　　　．，

■　【例1】paragraph要素の例（『優駿』2003年11月号）

＜paragraph＞

　＜sentence＞　セニョールが現在担当しているのがマイネサマンサ（牝3歳）である。〈／sentence＞＜sentence＞新種牡馬ディ

アブロの期待を担って入厩したのは2歳秋だったが、体質が弱く、強い調教を掛けると腰が甘くなる。＜／sentence＞＜sentence＞

何度か放牧・入厩を繰り返して、3歳の三月になってようやくデビューとなった。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜paragraph＞

　＜sentence＞初戦、二戦目と厩舎の新人騎手・長谷川浩大を乗せて快勝、両ダートレースとも好位置から抜け出して勝つという

センスの良さも見せた。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜paragraph＞

　＜sentence＞　セニョール諏訪によれば、腰の甘さが出ることでデビューまでじっくり調整することになり、それがかえってサマ

ンサには良かったということだ。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜paragraph＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　＜sentence＞　このあたりにもセニョールの馬に対する”あたり”が窺える。＜／sentence＞＜sentence＞何カ月もレースに出な

い馬を世話するのは忍耐が要る。＜／sentence＞＜sentence＞厩務員自身の生活にも響く。＜／sentence＞＜sentence＞でも彼の頭に

は〈quote＞「もうちょっと時間くれ、体調を万全にさせたい」＜／quote＞というのがいつもあるようだ。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

■　【例2】形式によるparagraph要素認定の例（『朝日新聞』「天声人語」）

＜Cluster＞

＜title＞

天声人語

く／title＞

＜paragraph＞

　＜sentence＞　やはりこの国では、大地震は（…中略…）地震活動が弱かったという＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜paragraph＞

　＜sentence＞▼玄界灘を望む能古島では、（…中略…）金印が出土している＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜paragraph＞

　＜sentence＞▼こうした古代や海のロマンに（…中略…）救援を集中させたい＜／sentence＞

〈／paragraph＞

　　　　　　　　　　　　　　（以下略）

※cluster・paragraph要素INの形式1ヒは・部省略
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prome要素

概要

●文1｛芋要素著者や登場人物のプロフィールに相当する，article要素に付随する文書要素を表す。

形式

■要素

　　　br，丘gureB1（，ck，　paragrapl1，　selltellce，　titleBlock

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　profile　（br　l　figureBlock　lparagraph　l　sentence　l七itleBlock）＋〉

説明

　記事の著者，インタビューや座談会等の話者，登場人物や話題となっている人物（あるいはグループや組織）

についてのプロフィールに相当する文書要素を表す。ただし，【例1】で示すように，article要素に付随する

文書要素の場合に限り，article要素自体がプロフィールで構成されているものは，　pro五lc要素にはならない。
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2〔〕03年11月号）『家庭画報』（本人のコメントがついているもの【例2】
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■pro丘le要素にならないプロフィール

　Pr頑le要素になるのは，そのフロフィールが本文に付随する）ヒ書要素である場合だけである，よって，以ト

の場合はprofile要素とはならない，

article要素自体がプロフィール

●arti（Je要素がすべて詩人の略歴の場合

詩人略歴

ナー・サインチャクト（納・塞音朝克圖一九一四～七三）

モンゴル族　内モンゴル錫林郭勒盟の人．一九三七年、日本の東洋大学付属師範留学、

帰国後、モンゴル人民共和国留学，内モンゴル日報社．中国作家協会第二回理事　文革

期迫害で遭難，詩集に　心の友　「ナー・サインチャクト詩選IIなどがある

ニウハン（牛漢一九二三～）

モンゴル族。山西省定裏県に生まれる。本名は史成漢、城固の西北大学ロシア文学科入

学，学生運動でしばしば逮捕される，人民文学出版社入社五五年、反右派闘争で逮捕

　文革て強制労働に従事．中国作家協会理事　詩集．愛とうた　二沈黙の懸崖、エッ

セイ集　蛍火集一など、

ノ

【例3】秋吉久紀夫編訳『現代中国少数民族詩集、，土曜美術社出版販売2｛1〔｝3年

●「登場人物紹介」などの記事で，物語やドラマの登場人物（複数）の紹介がメインの文書要素

、
　　　　　　　　　　　　WaiWal
、　　〆■　「幽．“，●　倉“唱一’　　　　　　　　　　　　　　　A■垣■拠「●‘▲■筒良’◎，タ鳳

　　　　　　　　　　　　ヱく　エやカタリロベもロ　ノill∴　　　　　　　　　薄・碩一・縮・・．…
卜●　　　・　笥Lユい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一亀らo，7ン‘念‘↓臼し曇　●60プ回フ’一

冒’W『　糾工　　　　　　　　　　　　　　　　　　A職t」εいうひ邑6　刑“■“■防・，
、●．

　　　　　　　　　　　，主●ン■旭一●9、・ee●8し全
　　　　　　　　　　　ののコぬエロロじ　こべますべく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔33

【例4】プロフィールがメインなのでprolil〔・要素とはならない

　　　　　　　（『きょうの料理』2〔｝03年8月号）

■フロフィールのタイトル

　プロフィールにタイトルがある場合は，該当箇所をtill《Block要素とする‘，このタイトルは，「プロフィー

ル」百者紹介」［　二さん紹介」などのほかにも、そのフロフィールをまとめていると判断できるもの（一

さんはこんなにスゴイ！」など）も含まれる。

　このとき，titleBlo（・k要素は，1）rofil（・要素の内部に，そして（・111st（・r要素を介さずprohl¶要素θ）直ドに，記

述される‘、
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　　　　　　　　　　　「

O・。田・・　　i

＜tideBl◎ck＞　　　i
　　　　　　　　　　　　…

古de＞　　i
　　　　　　　　　　　　…

《！Ude》　　i

《！6deB1◎ck＞　　i

・／P・。旬e》　i

，
■
‘
■

　
i
　
｜

　
　
＄
7
・
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
＝
㊨
㊨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨
ー

　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　｝

．d頭er》　　i

＜titlemock》　i

＜6de》　　　i
　　　　　　　　　　　　…

＜ノ6de》　　　i

〈！6deBb〈虫〉　　　；

　　　　　　　　　　　　…
＜！cl1」武er》　　　　i

＜！pr◇田e＞　　　i

　　　　　　　　　　　　…

：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i　　　《cluster》　　　　　i

i　＜tideBl。ck》　i
…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

i　　《tiUe＞　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　　　《ノ6de》　　　　　i
シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ

ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　　　＜！ddeBl◎dk＞　　i

i　　＜pro田e》　　　i

i　　　＜！P取）旬e＞　　　　i

i　　　＜／cluster＞　　　i
＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

また，たとえタイトル風になっていたとしても、対象となっている人名はUtleBlo（・k．要素とはならない．

形式化例

■　【例1】pro丘le「THE　BIG　ISSUE』2006年10月15日号

＜profile＞

〈SentenCe　type＝‘，quasil，〉うえやま・かずき＜／sentence＞

　＜paragraph＞

　　〈sentence＞1968年、兵庫県生まれ．ひきこもリ状態経．験者　＜／sentence＞

　　＜sentence＞NHK教育テレビ「ひきこもリサホートキャンヘーン」等に出演．＜／sentence＞

　　〈sentence＞著書に　「ひきこもり」だった僕から二講畝社、．＜／sentence＞

　＜／paragraph＞

　＜paragraph＞

　　＜sentence　type＝11quasi”＞Freez　ng　Point　（プログ）＜／senteIlce＞

　＜／paragraph＞

　＜paragraph＞

　　〈sentencetype＝1’quasi’1＞http：〃d　hatena　ne　jp・ueyamakzk
　＜／paragraph＞

＜／pr。file＞

㌻　hl・1几：文ミ（よr「田各

■　【例2】本人のコメントがついているもの（『家庭画報』2003年11月号）

＜profile＞

　＜paragraph＞

　＜sentence＞今野雄　●映画評

デイヴィッド・ボウイー彼の新作

　＜／paragraph＞

＜／profile＞

家＜／sentence＞＜sentence＞口・ンク界でもっとも重要なアーティストといえば

リアリティ’は傑作で、〈アィスコ・キング〉の歌が凄絶　＜／sentence＞

※　br要身ヨま肖’町千
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quotation要素

概要

・当該記事とは異なる著作物からの引用や，発話・心内発話の引用・描写・書き起こしを表す。

●フィクションにおいては，地の文とは異なる語り手によるものであることを表す。

・改行によって，地の文から切り離された要素（ブロック要素）をマークアップの対象とする。

●インラインの引用は，（1110te要素とする。

形式

■要素

　　　citatio11，　Speecl1

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　quotation　（citation　l　speech）＋〉

説明

　qllotatiOl1要素は，当該記11似外の著作物の引凧および発話の引川を表す。　articlc要素に対応付けられ

た著者，タイトルによる文章と，それ以外の文章とを区別すること，または，いわゆる地の文とそれ以外の文

を区別することをマークアップの日的とする。

　qllotatio11要素は，著作物からの引川を表すcitatiol1要素と，発話・心内発話の引用・描写・書き起こしなど

を表すspeech要素に下位区分される（℃itatiol1要素，　speech要素について（よそれぞれの項を参照のこと）。

　ただし，以下に示す条件に適合し，qllofatiOl1要素であることが判断できる場合であっても，　citatiOll要素

か，speech要素かの種別を判断できない場合には，いずれの要素にもならないため，　citatio11要素，　sp℃ech要

素を含まないqllotation要素として記述されることになる。

　（IUotatio11要素は，改行によって他と区切られたブロックの文ll｝要素を対象とし，以下の条件を満たすもの

を認定する。

（1）視覚的な差異によって，本文・地の文と明確に区別される文書要素であること

（2）引川の元となる原典や発話者（の存在）が明確に示されていること

条件1について，本文・地の文との区切り方としては，例えば，以ドのようなものが挙げられる。
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●インデント

●囲み

●論∫ll！改行
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【例1】インデント（『現代詩手帖』2003年ll月号） 【例2】囲み（『文藝春秋』2003年8月号）

　
ぐ
ノ
　
　
し
ゴ
く
　
　
し
　
グ

「私
と
別
れ
て
も
、
池
ち
ゃ
ん
は
き
っ
と
大
丈
人
ね
」

　
そ
う
眩
い
た
と
き
、
ほ
ん
と
う
は
、

私
と
別
れ
た
方
が
池
ち
ぬ
、
ん
は
h
℃
ぜ
よ

と
、
思
の
た
の
だ
っ
た
，

【例3】論理改行（『文學界』2003年11月号）

　

【例4】ダッシュ（『小説宝石』20〔〕3年ll月号）

また，条f牛2について，引川元や発話者が明1確に示されているとは，以ドのような場合を指す。

・記事内に出典情報や発話者が示されており，当該の原典からの引川であること，または当該の発話者に

　　よる発話であることが文脈ヒ明確な場合

・一定のスタイルを保った記事であり，発話であることや文献引用であることが容易に分かる場合
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＼

　【例5】出典情報提示あり

『現代詩手帖』2003年11月号

固
「
あ
、
ス
イ
マ
セ
ン
、
ち
・
ぼ
一
、
と
ト
ラ

息
子
っ
ぽ
い
ん
て
す
け
ど
、
ち
」
「
と
貧
乏

臭
い
の
か
、
ヒ
リ
ヤ
ー
ト
台
の
裏
が
卓
球
台

な
ん
で
す
ー
」

、
と
つ
「
リ
バ
ー
シ
フ
ル
ー
」

レ
オ
「
そ
う
　
ヒ
リ
ヤ
ー
ト
は
4
つ
玉
プ
ン
て

い
う
シ
フ
イ
感
じ
で
　
だ
か
ら
、
そ
れ
な
り

に
優
位
に
立
て
る
の
が
卓
球
だ
っ
た
ん
で
」

　　　　【例6】発話者表示あリ

『BACKS’1A（IE　PASS』2｛｝03年8月号

　
ま
た
、
知
り
合
い
に
乗
馬
を
趣
昧
に
し
て

い
る
方
が
い
る
と
聞
き
、
さ
っ
そ
く
ぷ
を
し

た
と
こ
ろ
、

「
娘
た
ち
を
習
わ
せ
る
な
・
り
、
つ
2
1
て
い
り

て
あ
げ
る
よ
、
と
、
d
っ
て
く
れ
て
い
て
　
で

も
、
娘
た
ち
よ
り
、
私
の
ほ
う
が
反
応
し
ち

（
，
っ
た
　
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
あ
、
や
っ
て

み
た
い
な
、
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
一

　
以
前
か
ら
殻
け
て
い
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
、

も
う
少
し
深
め
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

【例7】かぎ括弧による発話部表示（『ESSE』2003年H月号）

　なお，qu〔｝tation要素がr要素として，　citatiOll要素，　Sp（wh要素を持つ場rこ，（1110tatiOll要素の範囲は，

常にr要素であるcitati（m要素，　Spce℃ll要素0）範囲と一致する、よ一）て，例えば1話者の1発話を単位とし

て認定されるSP¶cd1要素を包含する（lllotatiOn要素の場合は，1話者の1発話0）範囲がマークアップの対象

となる、

■フィクションにおける引用

　フィクションにおいては，地の文以外の部分をquotatiOll要素とする＝

　（1）登場ノ＼物の発話部

　　　　●戯曲の台詞部

　　　　●小説の会話部

　（2）　 1言lf｝｛）　千0）交ft

　　　　●作中の手紙

　　　　●作中で文献の引用の体裁を取っているもの

　（1）登場人物の発話部はsp“｛・ch要素，（2）語り手の交代はcitatioll要素とする，それぞれ，　Sp（wl1要素，

citatiOl1要素の項を参照のこど、



118 第3章　タグ仕様

形式化例

■　【例3】『文學界』2003年11月号

＜quotation＞

＜speech＞

＜paragraph＞

〈sentence　type＝1‘quasi，‘〉「〈sentence　type＝”quasi”〉私と別れても、遣ちゃんはきっと大丈夫ね＜／sentence＞」＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜／speech＞

＜／quotation＞

〈sentence　type＝”quasi’‘〉そう眩いたとき、ほんとうは、＜／selltence＞

＜quotation＞

＜speech＞

＜paragraph＞

〈sentence　type＝「1quasi1｜〉私と別れた方が遣ちゃんは幸せよ〈／sentence＞

＜／paragraph＞

＜／speech＞

＜／quotation＞

〈sentence　typeニ，’quasi‘‘〉と、思ったのだった。＜／sentence＞

※br要素を省略以ドi司じ．

■　【例5】『現代詩手帖』2003年11月号

…＜sentence＞このことについて澤正宏はこう述べている。〈／sentence＞

＜quotation＞

〈citation＞

＜paragraph＞

＜sentence＞言葉を支配する万能な書き手という視点を排除し、あらゆる言葉の出現に立合え、

それらを書き溜められる語り手によって言葉を記していくという方法である。＜／sentence＞

＜sentence＞こうすれば、完全ではないが言葉は語リ手からも自由が得られ、自然も人工物も人間の内的

なことがらも、これまで表現されなかった全く新しい実在としての言葉として自立しやす

いのである，、＜／sentellce＞

＜／paragraph＞

＜source＞

＜sentence　type＝「1quasi「1＞（「瀧口修造論」・『詩の成り立つところ』より）＜／sentence＞

＜／source＞

＜／citation＞

＜／quotation＞
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【例6】『BACKSTAGE　PASS』2003年8月号

　＜quotation＞

　＜speech＞

＜speaker＞〈sentence　type＝”quasi’「〉レオ＜／sentence＞＜／speaker＞

　＜paragraph＞

〈sentence七ype＝”quasi”〉「＜sentence＞あ、スイマセン、ちょっとドラ息子っぽいんですけど、ちょっと貧乏臭いのが、ビリ

ヤード台の裏が卓球台なんです！＜／sentence＞」＜／sentence＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　＜／paragraph＞

＜／speech＞

　＜／quotation＞

　＜quotatlon＞

　＜speech＞

＜speaker＞〈sentence　type＝”qUasi”〉かとう＜／sentence×／speaker＞

　＜paragraph＞

＜sentence　type＝”quasi’1＞「＜sentencb＞リバーシブル！＜／sentence＞」＜／sentence＞

　〈／paragraph＞

　〈／speech＞

　＜／quotation＞

　＜quotation＞

　＜speech＞

＜speaker＞＜sentence　type＝llquasill＞レオ＜／sentence＞〈／speaker＞

　＜paragraph＞

〈sen七ence　type＝llquasill＞「＜sentence＞そう。＜／sentence×sentence＞ビリヤードは4つ玉っていうシブイ感じで。

＜／sentence＞

＜sentence　type＝1‘quasill＞だから、それなりに優位に立てるのが卓球だったんで＜／sen七ence＞」＜／sentence＞

　＜／paragraph＞

　＜／speech＞

　＜／quotation＞

【例7】 『ESSE』2003年11月号

　　〈sentence　type＝’lquasi”〉　また、知リ合いに乗馬を趣味にしている方がいると聞き、さ’っそく話をしたところ、＜／sentence＞

　　＜quotation＞

　＜speech＞

　　＜paragraph＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　〈sentence　type＝1‘quasi“〉「＜sentence＞娘たちを習わせるなら、つれていってあげるよ、と言ってくれていて。＜／sentence＞

　　＜sentence＞でも、娘たちよリ、私のほうが反応しちゃった。＜／sentence＞〈sentence　type＝“quasi“〉おもしろそうだなあ、やっ

てみたいな、と思っているんです＜／sentence＞」＜／sentence＞

　　＜／paragraph＞

　　＜／speech＞

　　＜／quotation＞

　　＜sentence＞　以前から続けているフラダンスも、もう少し深めてみたいと思っているし、「習い事にも力を入れたい」今日このご

ろ。＜／sentence＞



120 第3章　タグ仕様

quote要素

概要

・本文・地の文において，カギ括弧「」によって，その範囲が示されている文書要素を，自動的にマーク

　アップの対象とする。

・当該記事とは異なる著作物からの引用や，発話

　現を表す。

●ブロックの引用は，quotatiOu要素とする。

・ 心内発話の引川，また，「」で表されるさまざまな表

形式

■要素

　　　（／iIllilleText：．　sellte11℃e

■属性

　　●なし

■DTD

〈1ELEMENT　quote　（％inlineText；lsentence）＊〉

説明

　qllote要素は，「」によって表現されるさまざまな要素であり，’11該記」似外の著作物からの引川や発話の

引川，「」による強調表示，など，以ドの条件にいずれも当てはまる要素に自動的に付与される。

（1）本文行内に存在する（インライン）

（2）「」によって視覚的・形態的に記事本文や地の文と区別して示されている

　【例1】においては，傍線で示した部分が「」によって取り出される引用表現囲みで示した部分が引用表

現に対する発話者を明示した部分であり，111・渚が同一の行に位置するインラインの引用（発話）と認められる，、

　卜記2つの条件に当てはまる要素以外は，qllote要素のマークアップの対象とならない。このうち，条件1

のみを満たさない，インラインでない（ブロックの）引用・発話は，quotaito11要素とする。「」の表示によら

ないものは，その内容に関わらず，マークアップの対象とならない。

　引川以外にも，例えば以下のような「」で表される表現もマークアップの対象となる。
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【例1】鳥飼否宇『本格的　死人と狂人たち』2〔〕03年原書房

■強調・用語提示

　語・表現を強調したり，用語，固有名詞などを提示するために引用符を用いており，その典拠や発話者が明

示されていない場合

【例2】『ESSE』2003年11月号

　〈sentence＞新聞などでも報道されて一時期話題になった、いわゆる＜quote＞「架空請求」＜／qu。te＞1こ関する問題も深刻です。

＜／sentence＞

■オノマトペ

　人間以外が発した音，鳴き声などを提示するために引川符を川いている場合

【例3】『GOLF　DIGEST』2003年1］月号

＜sentence＞＜qu。te＞「カボ～ン！」＜／quote＞という打球音はどうかと思うが。
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形式化例

■　【例1】鳥飼否宇『本格的　死人と狂人たち』2003年原書房

　＜paragraph＞

％memo　wiki

　＜sentence＞　〈qu。te＞「＜sentence　typeニ”quasi’1＞魚が魚釣り＜／sentence＞」＜／quote＞迫田否宇が簡潔に要約した，

＜／sexltence＞

　＜／paragraph＞

　〈quotation＞

　＜speech＞

　　＜paragraph＞

　　　「〈sentence　type＝“quasi1’〉それでは次に、掃除共生ということばを知っている人はいますか＜／sentellce＞」

　　＜／paragraph＞

　＜／speech＞

　＜／quotation＞

　＜paragraph＞

　＜sentence＞＜quote＞　「＜sentence＞はい，．＜／sentence＞〈sentence　type＝‘’quasi”〉スイギュウの背中に乗った鳥が、

スイギュウにつく寄生虫を食べてあげるような関係だと思います＜／sentence＞」〈／quote＞田仲結香が即座に答えた．．．＜／sentence＞

＜／paragraph＞
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rejectedBlock要素

概要

・サンプル範囲内において，削除対象となった要素の存在を表す。

●改行によって本文行から切り離された要素（ブロック要素）をマークアップの対象とする。

・インラインの削除対象要素は，r（jectedSpal1要素とする。

形式

■要素

　　●空要素である。

■属性

　　●1〃戸（必須）：削除文寸象要素の種別

　　　　一figure＿図表等

　　　　一formula．．．数工℃

　　　－foreign＿外国語

　　　一〇1d－．古語

　　　一etc＿その他

■DTD
　＜！ELEMENT　rejectedBlock　EMPTY＞

　＜！ATTLIST　rejectedBlock　type　（figure　l　formula　l　foreign　l　old　l　etc）　＃REQU工RED＞

説明

r（：iectc（IBIo℃k要素は，　salllpl（・要素内で，コーパス収録対象外として削除された要素の存在を表す。

コーパス収録対象外の要素には，1…に以トのものがある。

（1）文字を主たる構成要素としないもの：図，絵，写真，漫画など

（2）構成要素の図形としての位置関係が意味を持つもの：チャート，表など

　（3）現代口本語の範疇に入らないもの：数式，外国語，古語など

　これらが，サンプル内に現われた場合は入力対象外となるが，文脈を把握する」二で，その場所に人力対象外

となった要素があるという情報が必要になることがある。
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【例1】『厚生白書』平成3年度版

　【例1】では，囲みと×印の付いた部分が削除対象要素であるが，本文中に「次のような事業が実施されて

いる。」とあり，削除対象要素が「次のような」として参照されるべき要素となっている。この時，削除対象と

なった要素が存在することを示さずに，続く「4　精神障害者等に対する施策」に連なるのは，文脈卜不rl然

である。

　このような場合，人力対象外として削除された要素の存在を示すために，r（、lcctcdBlock要素をlllいる。

　なお，ヒ記に示した，（1），（2）の要素については，これらの入力対象外要素に付随する文書要素（見川し

や説明文など）を伴う場合，人力対象外要素と付随する文書要素をまとめて，丘91u・cBlock要素として示し，

r（：ie（・tcdBlock要素は川いない。

　rejecteBlock要素（よ削除された要素の内容を孟ype属性によって表す。

　　●figure＿図，絵，写真，漫画，チャート，表など

　　・f。rmula＿数式

　　●　foreign＿　夕Vlゴ‖言吾

　　●　old．．．占言吾

　　●etc＿上記以外の削除要素（数値主体の項目，人名の羅列など）

形式化例

■　【例1】『厚生白書』平成3年度版

＜cluster＞

＜titleBlock＞

＜title＞

〈sentence　type＝“quasi‘’〉（2）精神薄弱者対策＜／sentence＞

＜／title＞

＜／titleBlock＞

＜paragraph＞

＜sentence＞現在，在宅福祉サービスとして次のような事業が実施されている。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

〈rejectedBlock　type＝1‘figure「，　／〉

＜／Cluster＞



3．3　タグー覧（［∫変長．rejectedSpal1） 125

rejectedSpan要素

概要

・サンプル範囲内において，削除対象となったインライン要素の存在，また，原紙の状態により判読でき

　なかった文字の存在を表す。

●削除対象となるblock要素は，　rOlectedBlock要素とする。

形式

■要素

　　●空要素である。

■属性

　　●／〃ρ〔パ必須）：削除対象要素の種別

　　　一formula＿　数」…C

　　　－　foreign＿　タV国詳｛

　　　－mclear．．．判読不能文字

　　　一figure＿図
　　　一etc．．．その他

■DTD
　＜！ELEMENT　rejec七edSpan　EMPTY＞

　＜！ATTLIST　rejectedSpan　type　（formulalforeign　l　unclear　l　figure　l　etc）　＃REQUIRED＞

説明

　r（：jectcdSI）～m要素は，　sa111ple要素内で，コーパス収録対象外として削除されたインライン要素の存在，ま

た，原紙の状態により判読できなかった文字の存在を表す。なお，人力対象外要素がブロック要素の場合は，

r（jectedBlo（・k要素で記述する。

　コーパス収録対象外の要素には，i三に以ドのものがある。

（1）文字を主たる構成要素としないもの：図，絵，写真，漫画など

（2）構成要素の図形としての位置関係が意味を持つもの：チャート，表など

（3）現代日本語の範疇に入らないもの：数式，外国語，古語など

このうち，インライン要素のものの扱いは以下のように分類される。
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種類 ts’1）e 備考

数式 f（，mlllla 要素なし※

外1∬1語 forcigl1 要素なし※

判読不能文字 llu℃lear 要素なし

図 丘gure 要素なし

図 ill1～lge要素

その他 etc 要素なし

　　　　　　　　　　　　　　　※本対1内て入力対象となった場rこは，本タグ付与対象外，非現代日本11吾でも全て本之扱い

　r《ごle℃tedSpan要素は，削除された要素の内容を勿ρe属性によって表す，

　　●formula：数式

　　●foreign：外国語

　　●unclear：判読不能文字

　　●　figure　：【りく1

　　●etc：その他

　これらが，サンプル1人1に現われた場合は入力対象外となるが，幻脈を把握する1：で，その場所に人力対象外

となった要素があるという情報が必要になることがある「

女子肱（艇子 ピr60こよる。

【例1】『犯罪白書』昭和51年版

　ヒの例では，囲みと＼印の付いた部分が削除対象要素であるが，削除対象となった要素が存在することを示

さずに，「女j㌃比は，による」と連なるのは，文意・文構造の把握のヒで，若：しく支障を来たす。

　このような場合，入力対象外として削除された要素の存在を示すために，r（jccte（ISpal1要素を川いる、

形式化例

■　【例1】『犯罪白書』昭和51年版

女子比は，〈reJectedSpan　type；11formula11／〉による、
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ruby要素

概要

●ルビ（本文に並列して添えられた小書きの文字列）を表す。

形式

■要素

　　　％i111illeText：

■属性

　　●ノマ吻7柵（必須）：ルビの文字列

■DTD
〈！ELEMENT　ruby　（％inlineText；）＊〉＋

〈！ATTL工ST　ruby　rubyText　CDATA　＃REQUIRED＞＋

説明

　本文の上下左右など，行間の位置に文字の読みなどを表した文字列（ルビ）はrllby要素によって表す。ル

ビを付ける対象を要素内容とし，ルビの文字列は，r励y7］e励属性として記述する。

　ルビとして典型的なものは，漢字の読みを示したもの（振り仮名）だが，対象の意味を表す別言語による訳

や言い換え語などが，行間位置に小書きされているものも，同様にml）y要素で表現する。

　ルビに対するマークアップは，原則として本文の文字単位で行うが，ドの形式化例に示すような熟字訓・当

て字や別，「語による言い換え，括弧付きのルビなどは，複数の文字列（語全体）に対してマークアップをする。

　また，引川部分に用いられる，原文をそのまま転記したことを示す「ママ」は，ルビと同じ位1置に現われる

が，語の読み・意味等を表したものと区別するために，mby要素では表現しない。「ママ」は文章編集Lの処

置法を示した注として110teBodyllllille要素として記述する。
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形式化例

■　【例1】語彙［こい］（振リ仮名：熟字訓以外）

〈ruby　rubyTextニ’‘ご’‘〉言吾＜／ruby＞〈ruby　rubyText＝‘’し、「’〉彙＜／ruby＞

■　【例2】五月雨［さみだれ］（振リ仮名：熟字訓・当て字）

〈ruby　rubyText＝”さみだれ“〉五月雨＜／ruby＞

■　【例3】真名瀬［（しんなせ）］（振り仮名：括弧付き）

〈ruby　rubyText＝1’（しんなせ）”〉真名瀬〈／ruby＞

■　【例4】未来［あした］（類似概念語による言い換え）

＜ruby　rubyText＝「1あした11＞来来＜／ruby＞

■　【例5】⊂harge　up［充電完了1（別言語による言い換え）

〈ruby　rubyText＝”充電完了”〉⊂harge　up＜／ruby＞

■　【例6】特効［特殊効果］（語義の指示）

〈ruby　rubyText＝”特殊効果”〉特効＜／ruby＞
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sample要素

概要

●サンプリングによって1サンプルとされた文書要素を表す。

●可変長のサンプルでは，sample要素は，一つのarticle要素からなる。

形式

■要素

　　●　article

■属性

　　・5αmμe∫D（必須）：サンプルに関する情報を外部データベースから参照するためのID

　　・勿pε（必須）：サンプルの種別

　　　一variableLength＿可変長（この値以外を取ることはない）

　　・t，e斑oγパ必須）：サンプルの版

■DTD
　〈lELEMENT　salnpユe　（article）〉

　＜！ATTLIST　sa皿ple　sa皿pleID　CDATA　＃REQUIRED＞

　＜！ATTL工ST　sa皿ple　type　（variableLength）　＃REQU工RED＞

　＜lATTLIST　sa皿ple　version　CDATA　＃REQUIRED＞

説明

　サンプリングによって1サンプルと規定された文書要素を表す。可変長サンプルは，基本的に一つのrl記事」

を1サンプルとする。したがって，sample要素は，一つのarticle要素からなる。ただし，　article要素のrl－1

に，複数のarticle要素が含まれる場合もあることに注意されたい。

　sa111ple要素は，5αmple∫D属性と切pe属性を持つ。

・5αmple∫D属性：サンプルに関する情報（書誌情報，サンプル長，ジャンル，参照ページなどを格納）を

　外部のデータベースから参照するためのIDである。5αmple1D属性値の表記規則は，　Sample－IDの什

　様を参照のこと。

●切pe属性：サンプルの種別（可変長，固定長）を表す。可変長の場合は，　variableLengthとなる。
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形式化例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ
〈sample　samplelD＝f10WIX＿OOOO1「1　version＝1¶20070208n　type＝↑1variableLength†「〉

　〈article　articlelD＝HOWIX　OOOOI　VOO1‘‘isWholeArticle＝¶1false1¶〉

　　　：

　　　：

　〈／article＞

＜／sample＞
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sampling要素

概要

●サンアリングポイントに関する情報を示す。

形式

■要素

　　●空要秦である

■属性

　　●吻e：サンプリングホイントの仰別

　　　一start．．．サンプル抽ll　lけlll準」∴（

■DTD
　＜！ELEMENT　sampling　EMPTY＞

　＜！ATTL工ST　sa皿pling　type　（start）　＃REQulRED＞

説明

　samp｜illg‘要素は、サンフリングに関する情報として，サンフリングホイントを示すための要素である，　lrr

変長サンフルにおいては，salllple要素となるarli℃1¶要未を抽｛llするための基準となる一文字（サンフル抽出

基準点）の位置を示す⊃

石油危●を境として・

ノ

【例1】『通商白書』昭和54年版

　卜図で塗りつぶされている一文字「機」が，サンプル抽川基準点である　この文㍗の11▲揃に，空要素のタグ

を人力することで，戊1導準点の位置を示す“
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形式化例

■　【例1】『通商白書』昭和54年版

石油危〈sampling　type＝11start‘「／〉機を境として

※sentel1C¶要素の｝1多式1ヒは省1略
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sentence要素

概要

・文に相当するまとまりを表す。原則として，句点などの表記上の手がかりに基づいて，自動認定する。

形式

■要素

　　　％illliIleText：，　selltence

■属性

　　・初1）ε（任意）：

　　　－quasi．文区切り文字以外の基準により自動付与されたselltellce要素

■DTD
〈！ELEMENT　sentence　（％inlineText；lsentence）＊〉

＜！ATTL工ST　sentence　type　（quasi）　＃IMPLIED＞

説明

　selltellce要素は，文に相当するまとまりを表す。原則として，句点などの表記上の手がかりに基づいて，自

動認定する。

■自動認定の種類

　（1）文区切り文字に基づいて認定される場合

　　　．次の文区切り文字を文の末尾とする。

　　　　　一「。」「．」「！」「？」

　　　・selltellce要素の範囲は，末尾として認定された文字から，次の条件を満たす範囲のうち，最も狭い

　　　　範囲とする。

　　　　　一直前のselltence要素の末尾の次の文字まで

　　　　　一行頭まで（＝ブロック要素をまたぐsentence要素はないことを意味する）

　（2）文区切り文字以外の基準に基づいて認定される場合

　　　●fype属性をquas　iとする。

　　　・認定規則は次のとおりである。

　　　　（a）論理行中に一つもsentence要素が認定されていなければ，行末に文区切り文字がなくても，そ

　　　　　　の論理行全体をsentence要素とする。
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（b）論理行頭から一つ以一ヒのsen七ellce要素の並びが存在する場合，行末に文区切り文字がなくて

　　も，selltellce要素とする。

〈sentence＞株価が上昇した。＜／sentence＞〈sentence　type；「‘quasi”〉これは現時点での情報だ＜／sentence＞

■引用符，かっこ書き内部のsen七ence要素の認定

　　●次の記号を「引用符」「かっこ」として処理する。

　　　　－o　〔〕［］｛｝〈〉《》「」『」口

　　・「引用符」「かっこ」内の文字列は，次のように，一つの論理行として扱い，その文字列に対して，sentellce

　　　要素の自動認定処理を実行する。ただし，上記認定規則の2．aは適用しない。　　　　　　、

　　　　一当該の文字列の先頭を行頭として扱う。

　　　　一当該の文字列の末尾を行末として扱う。

形式化例

■　【例1】さまざまな文区切り文字

＜sentence＞6件中1～3件を表示しています。＜／sentence＞

＜sentence＞そうなんですか？＜／sentence＞

＜sentence＞毎朝新聞を読んで，売上拡大！＜／sentence＞

■　【例2】文区切り文字以外の基準に基づいて認定された例

＜sentence＞これは3月現在のものです。＜／sentence＞〈sentence　typeニ”quasi”〉詳細は，付録を参照のこと＜／sentence＞

＜titleBlock＞

＜title＞

〈sentence　type＝”quasi「「〉「特集　日本酒」＜／sentence＞

＜／title＞

＜／titleBlock＞

■　【例3】引用内のsentence要素の例（『小説宝石』2003年11月号）

＜sentence＞白い靴下のまま、僕はおかんの＜quote＞「＜sentence＞どこ行くねんなあ一、もう出掛けるでえ一！＜／sentence＞」

＜／qu。te＞という声を背に受け、坂の上の電話ボックスに走った。＜／Sentence＞

■　【例4】かっこ内のsentence要素の例（『法学教室』2003年11月号）

＜sentence＞～規定する犯罪収益の前提犯罪に，1及び2に掲げる罪（＜sentence＞現行組織的犯罪処罰法の別表に掲げるものを除

く。＜／sentence＞）を加えるものとすること。〈／sentence＞

＜sentence＞表3のような結果が出た（＜sen七ence＞ただし，途中経過。＜／sentence＞〈sentence　type＝”quasi「’〉詳細は後

日＜／sentence＞）。　〈／sentenCe＞
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source要素

概要

・citatio11要素に含まれる，引川文献についての情報（文献名，著者名，著者情報など）を表す。

形式

■要素

　　　br．　illfo、　selltellce

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　source　（br　l　infolsentence）＊〉

説明

　sOllrce要素は，　citation要素として，本文行とは切り離されたブロックの文書要素に含まれる，引用文献に

ついての情報を表す。引用の出典情報を示すと共に，citatiOI／要素内部における，引用本文と出典情報部を区

別することを目的にマークアップを行う。

　sOllr〔・e要素としてマークアップされる要素の典型的なものは，出典情報である書名・文献名であるが，その

ほか，引川文献や投稿の著者名，著者情報，発行年等の文献情報なども含まれる。

　sOm・ce要素の対象となるのは，　cita．tio11要素内部に示された出典情報であり，記事内の全ての引川要素のll　U

典情報を，漏れなく示すものではない。例えば，ブロックで示されるcitatiOll要素の前後の本文要素中に，イ

ンラインで示される出典情報などは，source要素の対象とはならない。
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　　【例1】sOllrce要素の例

『現代詩手帖』2003年11月号

【例2】sOllrce要素にならない例

『現代詩手帖』2〔｝03年ll月号

　トの例において，本文行から改行により切り離された要素（＝citatioll要素）の出典が本文行内に示された

「絶対への接吻」であることは，文脈1：明らかだが，これは，citatiO11要素として切り出されるブロック要素の

外に位置する本文要素であるため，sOurce要素としない。

形式化例

■　【例1】『現代詩手帖』2003年11月号

＜quotation＞

　＜citation＞

　＜paragraph＞

　＜sentence＞　言葉を支配する万能な書き手という視点を排除し、あらゆる言葉の出現に立合え、それらを書き溜められる語り

手によって言葉を記していくという方法である。＜／sentence＞＜sentence＞こうすれば、完全ではないが言葉は語り手からも自由が

得られ、自然も人工物も人間の内的なことがらも、これまで表現されなかった全く新しい実在としての言葉として自立しやすいので

ある。〈／sentence＞

　＜／paragraph＞

　＜source＞

　〈sentence　type＝”quasi”〉（「瀧ロ修造論」・『詩の成リ立つところ』より）〈／sentence＞

　＜／source＞

　〈／citation＞

＜／quotatiOI1＞

※br要素は省略
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speaker要素

概要

　　・Speecll要素内部で，後続または先行する発話について，その話者を明示rl勺に表した文字列やマークを

　　　表す。

　　●Speecll要素の中で，発話部と区別するためにマークアップする。

形式

■要素

　　　br，　selltence

■属性

　　●なし

■DTD

　〈！ELEMENT　speaker　（br　I　sentence）＊〉

説明

　Speaker要素は，　speech要素内部で，後続または先行する発話について，その話者を明示的に表した文字列

や記号・マークを表す。speech要素内部で，実際の発話部以外の要素を区別することをマークアップの目的と

する。

　speaker要素は，具体的には，以ドのような要素を含む。

　　・発話者の名前

　　●発話者を表す絵記号

　　●インタビュアーを示す「」や「●」などの記号

137
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【例1】発話者の名前／インタビュアーを示す記号の例

　　　　　『BACKSTAGE　PASS』2（1｛，3年8月号
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　　【例2】発話者を表す絵の例

（『ひよこクラブ』2〔103年8月号）

形式化例

■　【例1】 『BACKSTAGE　PASS』20（⊃3年8月号

　＜quotation＞＜speech＞

＜speaker＞

　〈sentence　type－　quasi‘’〉

●

　〈／sentence＞〈br　type＝1，automatic＿origina1”／〉

　＜／speaker＞

　＜paragraph＞

＜sentence＞　春って、いつ頃のことを言うんでしょうね…？＜／sentence＞

　〈／paragraph＞

　＜／speech＞＜／quotation＞

　＜quotation＞　＜speech＞

　＜speaker＞

　＜sentence　type＝”quasin＞

よ一すけ

　＜／sentence＞〈br　type＝’lautornatic＿originall’／〉

〈／speaker＞

　＜paragraph＞

　「＜sentence　type＝’‘quasi｜1＞女の子の名前を思い出す　とで、その時代を思い出そうとしてるんだけど…どうも、やっは男と騒

いでるときの方が月春っほ．いかなあ＜／sentence＞」

＜／paragraph＞

＜／speech＞＜／quotation＞

＜quotation＞〈speech＞

＜speaker＞

〈sentence　type＝llquasill＞

けんいち

＜／sentence＞〈br　type＝1‘automatic＿origina1”／〉

＜／speaker＞

＜paragraph＞

「〈sentence1’〉それ、美化されてない？＜／sentence＞〈sentence　type＝“quasi“〉野郎と夕陽を見ながら、みたいな＜／sentence＞」

＜／paragraph＞

＜／speech＞＜／quotation＞

　（以下略）
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【例2】 『ひよこクラブ』2003年8月号

＜quotatlon＞

＜speech＞

＜speaker＞

＜sentence　type＝IIquasill＞

〈image　descripti。n＝’「男性の似顔絵”n。＝’151’／〉

＜／sentence＞〈br　type＝1，automatic＿original，1／〉

＜／speaker＞

＜paragraph＞

＜sentence＞オレが最近会った有名人はダバティさん。＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜／speech＞

＜／quotation＞

＜quotation＞

＜speech＞

＜speaker＞

＜sentence　type＝llquasi，1＞

〈image　descripti。r”女性の似顔絵”no＝‘’6’1／〉

＜／sentence＞〈br　type＝llautomatic＿origina1‘，／〉

＜／speaker＞

＜paragraph＞

＜sentence＞だれそれ？＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜／speech＞

〈／quotatio且〉

（以下略）
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speech要素

概要

・発話の引用・書き起こし，心内発話の描写などを表す。

・改行によって，地の文から切り離された要素（ブロック要素）をマークアップの対象とする。

・インラインの発話・心内発話の引用・描写・書き起こしは，quote要素とする。

形式

■要素

　　　blockElld，　br，　list，110tcBody，　paragrapl1，　qllotatio11，　rejectedBlock．　sentellce，　speaker，　verse

■属性

　　●なし

■DTD
＜！ELEMENT　speech

　　　　　（blockEndlbr　l　list　lnoteBodylparagraphlquotationlrejectedBlocklsentence　l

　　　　　speaker　l　verse）＊〉

説明

　speech要素は，　quotatiol1要素のf要素であり，発話の引用・書き起こし，心内発話の描写などを表す。文

体的差異が予想される，いわゆる地の文と会話文を区別することを，マークアップの目的とする。具体的には，

以下のようなものを対象とする。

●発話の引用や心内発話の描写

．座談会・インタビュー・トーク番組等における発話の書き起こし

・小説の会話部・戯曲の台詞

　speech要素は，本文と前後を改行によって区切られたブロックの文書要素を対象とし，以下のいずれかの

条件を満たすものとする（※インラインの発話・心内発話の引用・描写・書き起こしは，qllote要素とする。

quote要素については，当該の項を参照のこと）。

（1）当該のブロック要素に対応する発話者や思考者が明示されており，「言った」「思った」等の，発話・思

　　考を示す言語表現を伴うこと
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（2）a．rticleが，戯曲であるか，または，インタビュー・対談・トーク番組等における発話の書き起こしを中

　　心に構成されたもので，一一・定の表示形態によって発話部が明確なこと

　Speech要素は，実際に発声された、漂の描写である発話と，心内で語られた言葉の描写である心内発話の両

方を，区別なくマークアップする、、

【例1】（1）発話・思考を示す言語表現を伴う例（小説の会話部）

　　　　　　　（『文學界』2003年11月号）

【例2】（2）－1発話部を鉤括弧で示している例

　　　（『ESSE』2003年11月号）

【例3】（2）－2発話者に続けて発話部を示している例

　　　　　（『文學界』2003年11月号）
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形式化例

■　【例1】（1）『文學界』2003年11月号

　＜quotatユon＞

〈speech＞

＜paragraph＞

＜sentence　type＝“quasi「1＞　「〈sentence　typeニ“quasi’‘〉私と別れても、

＜／selltence＞

　＜／paragraph＞

＜／speech＞

＜／quotation＞

〈sentence　type＝1「quasi1’〉そう眩いたとき、ほんとうは、＜／sentence＞

　＜quotation＞

　〈speech＞

＜paragraph＞

〈sentence　type＝”quasi”〉私と別れた方が遣ちゃんは幸せよ＜／sentence＞

＜／paragraph＞

＜／speech＞

＜／quotation＞

＜sentence＞と、思ったのだった．、〈／sentence＞

遣ちゃんはきっと大丈夫ね＜／sentence＞」

※SPeech要素内∪）｝「三式fヒは部省略

■　【例2】（2）－1『ESSE』2003年11月号

〈sentence　type＝1’quasi”〉また、知り合いに乗馬を趣味にしている方がいると聞き、さっそく話をしたところ、＜／sentence＞

　＜quotatlon＞

　＜speech＞

　＜paragraph＞

＜sentence　type；”quasi‘1＞　「＜sentence＞娘たちを習わせるなら、つれていってあげるよ、と言ってくれていて、．，

＜／sentence＞＜sentence＞でも、娘たちより、私のほうが反応しちゃった、．＜／sentence＞＜sentence　type＝”quasil1＞おもしろ

そうだなあ、やってみたいな、と思っているんです＜／sentence＞」＜／sentence＞　　　　　　　　　　‘

　＜／paragraph＞

　＜／speech＞

　〈／quotation＞

＜sentence＞以前から続けているフラダンスも、もう少し深めてみたいと思っているし、「習い事にも力を入れたい」今日このご

ろ、，＜／sentence＞
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■　【例3】（2）－2『文學界』2003年11月号

　＜quotation＞

　＜speech＞

＜speaker＞ヴィリア＜／speaker＞

　＜paragraph＞

＜sentence＞　（ベンチに掛ける）ご免なさい。＜／sentence＞＜sentence＞だってわたし、洒落た会話なんてできないし、だいたい大

人の人は苦手なんですもの。〈／sentence＞〈sentence＞ああ。＜／sentence＞＜sentence＞あなたは別よ。＜／sentence×sentence＞

ツエタ先生はいつも優しいから。〈／sentence＞

　＜／paragraph＞

　＜／speech＞

　＜／quotation＞

　＜quotation＞

　＜speech＞

＜speaker＞ツエタ＜／speaker＞

　＜paragraph＞

＜sentence＞嬉しいこと言ってくれるねえ。＜／sentence×sentence＞嫌われてないとわかってほっとしたよ。
＜／sentence＞＜sentellce＞ああ、ヴィリア。＜／sentence＞＜sentellce＞君はいつも美しいなあ。＜／sentence＞＜sentence＞まるで妖

精だ。〈／sentence×sentence＞この庭にいて、そこでそうしている君は、まるで森の精みたいだよ。＜／sentence＞

　＜／paragraph＞

　〈／speech＞

　〈／quotation＞
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subScript要素

概要

・数式や化学式などに用いる下付きの文字を表す。

形式

■要素

　　％iIlliIleText；

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　subScript　（％inlineText；）＊〉

説明

　数式や化学式などでは，文字の大きさを小さくして，直前の文字の右下付近に添えるような下付きの文字が

使われる。下付きの文字は，文字を入力し，subScriptとして表現する。

形式化例

■　【例1】水の化学式

原資料

水麺慧ぷ舞』禦謬
際に，このとき，水ができています。

形式化

H＜subScript＞2＜／subScript＞O
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superScript要素

概要

形式

・数式や化学式などに用いる上付きの文字を表す。

■要素

　　　気illliIl（・Text；

■属性

　　●なし

■DTD
〈！ELEMENT　superScript　（％inlineText；）＊〉

説明

　数式や化学式などでは，文字の大きさを小さくして，直前の文字の右ヒf・」近に添えるようなヒ付きの文字が

使われる．i：付きの文’「：は，文字を入力し，　SUperScript要素として表現する．なお，横苦きの場合，注を参

照するための番1｝が語の右Lにノ1・吉きで表されることがある。注番号はlloteMarl｛CI・要素を川いて表現する、

形式化例

■　【例1】立方センチメートル

原資料

　1辺がlcmの立方体の体積を

1立方センチメートルといい，

1＠と書きます．

形式化

cm＜superScript＞3＜／superScript＞
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概要

．表を表す、，

形式

■要素

　　　b1・．　selltell（・e

■属性

　　．なし

■DTD

〈！ELEMENT　table　（br　l　sentence）＋〉

説明

■表の定義

　表とは次のものを指す、罫線の有無は考慮しない，、

●3列以上のもの，…【例1】

●列ラベル（や行ラベル）があるもの。1藪項を縦横に配ダ1」し，交錯状況によって表現したもの（＝クロス

　表）。　・一　【f　‖2】

　　　　　【例1】3列以上のもの

（『MONEY　JAPAN』2003年12月号）

●その他の主な奨自犠能付琶新績維

蟹畠名爆材メーカー｝ 　　　　　　　　　・轍
ナノデュウ
（カネボウ■燈｝

抗酸化作用のあるビタミンE舗導体を配合、葛L働剛生と肌への潤
い効県が貰柳「できるというナノテクノロジー■随

ウリアントαホワイト

〔シキボウ）

化田晴みご使用されるα・アルブチンを轟…合、メラニン色妻の合成壱抑

えるほか、抄［薗、抗溺H厳の効果も

パイオセイム
（’卜松鴇田）

鼠荒れの抑醐やうるおし繍に効集を健纏する繍8，仕力庄品など

に優われるリン謄質系ポリマーを匿憎させた

VITA⇔10　　　　・健康食品などで注目されている補6糠、コエンザイム010を固着さ
（ダイワポウ）　　　　せた故現在はふとん地が中心だ炉、今後は肌着などにも

　　　【例2】列ラベルのあるもの

（『日経TRENDY』20〔｝3年10月号）
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罫線に囲まれていても，次の両方を満たすものはリストとし，list要素で表す…【例3】

●2列以ドのもの

●列ラベル（や行ラベル）がないもの

【例3】表ではなくリスト（『MONEY　JAPAN』20〔〕3年12月号）

■入力対象となる表

　サンプル範囲中の表は，原則として人力対象外とすることになっている．しかし，例外として人力対象とさ

れる表は，table要素として表すものとする，，人力対象とならない表は，　figllre要素または1・（：lecl．edBlo（・k要

素で表す・．

　tal）1¶要素は，必ずhgll1・cBlock要素に含まれる。　ta．1）le要素に／・J’随する文ll汲素がある場合は，これを

（・aptioll要素とし，共に行gUl・¶Bl〔｝ck要素のr要素となる，、．

　hgll1・（・Blo℃k，　c～lptiOll要素については，各項を参照のこと，、

形式化例

■　【例2】

＜figureB］．ock＞

＜caption＞

〈sentence　type＝Ilquasi「「〉●その他の主な美容機能付き新繊維＜／sentence＞〈br　type＝1，aut。matic－。rigina1，1／〉

＜／caption＞

＜table＞

〈sentence　type＝「‘quasi‘’〉製　名（素材メーカー）＜／sentence＞〈br　typeニ”aut。matic－。rigina1‘1／〉

〈sentence七ype＝「「quasi，，〉特徴＜／sentence＞〈br　type＝”auto皿atic－origina1‘ソ〉

〈sentence　type＝「「quasi”〉ナノデュウ（カネボウ繊維）＜／sentence＞〈br　type＝1’automatic．。rigina1‘‘／〉

＜sentence＞抗酸化作用のあるビタミンE誘導体を配ロ　＜／sentence＞

〈sentence　type＝’「quasi”〉高い保湿性と肌への潤い効果が期待できるというナノテクノロジー繊
維＜／sentence＞〈br　typeニ”automatic－originallソ〉

〈sentence　typeニ“quasi”〉ウリアントαホワイト（シキボウ）＜／sentence＞〈br　type＝”automatic＿original「‘／〉

＜SentenCe＞化粧品に使用されるα一アルブチンを配A　＜／SentenCe＞

〈sentence　type＝”quasi”〉メフ　ン色素の　成を抑えるほか　抗菌 抗酸化性の効果
も＜／sentence＞〈br　type＝11auto皿atic＿originall，／〉

＜sentence　type＝‘’quasi‘1＞バイオセイム（小松精練）＜／sentence＞〈br　type＝”automatic－。rigina1‘1／〉

＜sentence＞肌荒れの抑制やうるおい維持に効果を発揮する新素材。＜／sentence＞

＜sentence　type＝1’quasi「1＞化粧　などに使われるリン　質系ボリマ　を固着させ
た＜／sentezlce＞〈br　type＝1’auto皿atic＿original‘‘／〉

＜sentence　type＝「‘quasi”＞V　l　T　A－Q10（ダイワボウ）＜／sentence＞〈br　type＝‘lauto皿atユc＿origiロal「「／〉

＜sentence＞健康食　などで注目されている補酵素、コエンザイムQ　10を固着させた繊維　＜／sentence＞

〈sentence　typeニ’「quasi”〉現在はふとん地が中心だが、　後は肌着などにも＜／sentence＞〈br　typeニ”aut。ma七ic－。riginal”／〉

＜／table＞

＜／figureBlock＞
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title要素

概要

●特定範囲の文書要素の内容を代表する記述を表す。

・文書の階層構造の標識として機能する。

．titleBlock要素に包含される。

形式

■要素

　　　br．110teBo（ly，　r（こject　edBlock，　sentellce

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　title　（br　l　noteBody　l　rejec七edBlock　l　sentence）＊〉

説明

　title要素は，　titleBlock要素に包含され，特定範囲の内容を代表する記述を表す。当該範囲の内容・要約・

一部抽出などに相当する表現である。本文とは視覚的にも区別され，文書の階層構造を示すための「標識」と

して機能する。title要素の典型的な例は，新聞の見出しや，論文などの文書における章，節などのタイトルで

ある。

　このうち論文等の章，節などのタイトルは，「章」や「節」といった特定範囲を代表する「見出し」であ

ると同時に，文書の階層構造’を表すための標識となっている。次に示す例は，章と節の形式化の例である。
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〈Cluster＞

＜titleB］．ock＞

　＜title＞〈sentence　type＝”quasi”〉第1章　はじめに＜／sentence＞＜／title＞

＜／titleBlock＞

＜cluster＞

　＜titleBlock＞
　＜title＞＜sentence　type＝’「quasi’‘＞1．1　本論文の背景＜／sentence＞＜／title＞

　＜／titleBlock＞

　〈paragraph＞
　＜sentence＞　本論文の背景としては，　．，．．．

＜／cluster＞

〈／Cluster＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【例1】章や節のタイトル

　　【例1】において，t▲tl¶要素は，第1～；7と1．1節のタイトルをマークア・ソフ．している．巾や節の範囲は，

cllls1．（・r要素により明示する．，（・hlsl（・r要素には，必ずt．itl（・要素を含み，巾や節の文、1｝構造中の関f系は，　ll・1］々の

（・lllS1（・r要素の包含関係により表現される。

　なお，1itl（・要素は，常にブロック要素として記述する。【例2】θ）ような、インラインのtitl（・要素は，改行

を挿ノ＼してブロックとして取り出してマークアップすることとする．
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【例2】：「読売新聞』2003年6月17日夕刊

〈article　articlelD＝11PN3c　xxxxx　VOOOrl　isWholeArticle＝「「true”〉

＜titleBlock＞

〈title＞

〈sentence　type＝11quasi1’〉◆講談社に賠償命令＜／sentence＞〈br　type＝’‘aut。matic－。riginal”／〉

＜／title＞

〈／titleBlock＞

＜paragraph＞

＜sentence＞　「週刊現代」の記事をめぐり、フ．口野球・中日ドラゴンズのチームドクターだった神戸市の女性医師が、発行元の講

談社と元中日選手の愛甲猛さん（40）に1000万円の損害賠償と謝罪広告の掲載を求めた訴訟の判決が16日、神戸地裁であっ

た，〈／sentence＞

　　　　　　　　　　　　　：　（以下，省略）
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■title要素の性質

　tllle要素か備えている性質としては，【例3】～【例5】に小すようなものが）Fげられる

／
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【例3】特定範囲の文書要素に対するトピック

　　　／短歌研究二20｛，：1年ll月号）

【例4】特定範囲の文書要素に対する要約

　（‘趣味の園芸、‘2川3年S月号〕

［

【例5】特定範囲の文書要素からの一部抽出〔「1ホッフティーン112川3年9月号｝

■title要素とtitleBlock要素の認定

　レイアウト1’．本文とは切り離されており，川1℃‘要素にf

の内容を判断する1て弔要と認y）られるものについては、

ある

・随する要素のように見えるものであ一）ても，之亭

11（一巳志とみなす　伊上えは，以トのようなものて

O　　　j虫　」i‘V　　
・

　
　 ↑｛し　　 ．　　 コ　

ー
　一，　舎　一　レ　 ）　　γ｜　X∫」、

・記‘卜種を示τ1名称

●al1iclc収素・chl、tCl‘足素のトヒ・リクを2ミす大現

　【例6】は．連載コラムである　この例における，llたる｛lllc要志は．当該川・リタイトル　精いノはいや一・

たよ　うれしかった　である　辿載のタイトル　少1トはノ＼志を抱いた【第・‘、川】1は，紙面の表小からは，’li該
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川のタイトルに付随する要素のようにも見えるが，この文章の内容判断において亜要な役割を果たすと考えら

れるので，これも合わせてfitlい要素と認定する。

】ぽ・．．．・8

軸’故　　　　　　　、》・‘
　　　　．．《

　4♪．　　　▽1．い」人
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っ
た
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う
れ
し
か
っ
た
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11“II新シみ…　㌔

毎

い
方

一原
汽

■

【例6】『優駿』2〔〕03年11月号

形式化例

■　【例3】特定範囲の文書要素に対するトピック（『短歌研究』2003年11月号）

〈article　articlelD＝，，PM32＼＿xxxxx＼＿0001’，　isWholeArticle＝1｜true，‘〉

〈titleB！ock＞

　＜title＞

　　＜sentence　type＝‘’quasi‘1＞歌説話の世界＜／sentence＞

　＜／title＞

＜／titleB］．ock＞

＜authorsData＞

　＜sentence　typeニ”quasill＞馬場あきこ＜／sentence＞

＜／authorsData＞

　＜cluster＞

　　＜titleBlock＞

　　　＜title＞

　　　〈sentence　type＝‘1quasi‘‘〉十四、用意周到な紫式部の歌＜／sentence＞

　　　＜／title＞

　　＜／titleBlock＞

　＜／cluster＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下、省略）
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titleBlock要素

概要

・titlや要素とそれに付随する要素全体を表す．

●文，llの階層構造の標識として機能する。

形式

■要素

　　　br．　IiSt。1’（li〔・dedBIO（・k．　Sell1PIK・¶．　t　itlい

■属性

　　●なし

■DTD

〈！ELEMENT　titleBlock　（br　l　list　l　rejectedBlock　l　sentence　l　title）＊〉

説明

　titl（Block要素は，　articl（・要素や℃hlstCr要素などの冒頭部分にf・’｛置し，本文とは明確に切り分けられる部

分で，之，1｝の階層構造を示すための「標識」として機能する．titlc要素を必ず内包し，これに付随する要素が

ある場r↑は，title要素と付随する要素全体を表す。

　title要素に付随する要素としては，　title要素以外の部分となる、、只体的にはtitle要素の前後に配置され

る，レイアウト，フォント，～ξ字の人きさなど視覚的に区別されるものを認めることにする，，

【例1】付随要素がtitle要素の前にある場合

　　　　（『Sprillg』2003年1月号）

【例2】付随要素がtitle要素の後にある場合

　　（『公害紛争処理白書』平成9年版）

　【例1】～【例3】のごとく，titleBlock要素は，　title要素に加えて，　titlc要素に付随するさまざまな文，1｝

要素を合わせて形式化する、これにより，タイトル関連部分と本文が明確に区男llされる，
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【例3】付随要素がtitle要素の前後にある場合

　（『月刊ザテレビジョン』2003年10月号）

形式化例

■　【例1】付随要素がtitle要素の前にある場合（『spring』2003年1月号）

＜titleBlock＞

　〈sentence　type＝’lquasi1’〉気になる新車はもちろん、おしゃれ有名人が選ぶ中古車から、こだわりマイカー拝見ま

で＜／sentence＞

　＜title＞

　＜sentence＞スタイル重視のおしゃれマイカーを探せ！＜／sentence＞

　＜／title＞

〈／titleBlock＞

※brl左志を省略．，以1ご1司じ

■　【例2】付随要素がtitle要素の後にある場合（『公害紛争処理白書』平成9年版）

〈titleBlock＞

　＜title＞

　＜sentence　type＝‘’quasil’＞3　飯塚市し尿処理場等悪臭被害原因裁定申請事件＜／sentence＞

　〈／title＞

〈sentence　typeニ1’quasi‘‘〉（平成8年（ゲ）第1号事件）＜／sentence＞

＜／titleBlock＞

■　【例3】付随要素がtitle要素の前後にある場合（『月刊ザテレビジョン』2003年10月号）

〈titleBloc｝【〉

　＜sentence＞後藤・石川・藤本が映画初主演！！〈／sentence＞＜sentence＞　笑って、泣いてモ～たいへん1＜／sentence＞

　＜sentence　type＝1’quasi”＞9／13＜enc1。sedCharacter＞土＜／enc1。sedCharacter＞公開「青春ばかちん料理塾」「17才

旅立ちのふたリ」〈／sentence＞

　＜title＞

　＜sentence　type＝“quasi‘〔＞C　I　N　E　MA　SPE⊂IAL＜／selltence＞

　＜sentence　type＝”quasi，’＞17才それぞれの青春＜／sentence＞

　＜／title＞

　＜sentence＞料理の勉強に励んだリ、友情を深めあったり…3人の少女たちの日常を描く青春映画2本が同時公開！＜／sentence＞

＜／titleBlock＞
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verse要素

概要

●詩，和歌，俳句，歌謡（歌詞を含む）などの韻文を表す。

形式

■要素

blockEnd，　br．　in丘），　verseLille

■属性

●なし

■DTD
〈！ELE｝肥NT　verse　（blockEnd　l　br　l　infolverseLine）＋〉

説明

　詩，和歌，俳句，歌謡（歌詞を含む）などの韻文を表すための要素である。

　verse要素は，　verseLilleおよびblockEnd要素からなる。　verseLille要素は，韻文の1行に相当する要素で

ある。韻文は，論理行を認定することが困難な場合があること，改行自体が意味を持つ場合があることから，

紙面上の1行を一つのverseLine要素としている。

　なお，verse要素は，ブロック要素であり，行中に現れる韻文は，　verse要素としない。

形式化例

■　【例1】宮澤賢治「雨ニモマケズ」『【新】校本宮澤賢治全集第十三巻（上）覚書・手帳本文篇』筑摩書房，1997年

＜verse＞

＜verseLine＞雨ニモマケズ＜／verseLine＞〈br　type＝“automatic＿origiIla1’ソ〉

＜verseLine＞風ニモマケズ＜／verseLine＞〈br　type＝・automatic＿。rigimユ・・／〉

＜verseLine＞雪ニモ夏ノ暑サニモマケヌ＜／verseLine＞〈br七ype＝「1automatic－original”／〉

＜verseLine＞丈夫ナカラダヲモチ＜／verseLine＞〈br　type＝”automatic＿。riginal“／〉

＜verseLine＞慾ハナク＜／verseLine＞〈br　type＝“automatic＿origina111／〉

＜▽erseLine＞決シテE眞ラズ＜／verseLine＞〈br　type＝’1auto皿atic＿original｜ソ〉

〈verseLine＞イツモシヅカニワラッテヰル＜／verseLine＞〈br　type＝”auto凪atic＿original”／〉

＜／verse＞

※br要素の形式化を省略。
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verseLine要素

概要

●韻文における行を表す。

形式

■要素

％iIlliIleText；，　br，　iIlfo，　senteIlce

■属性

●なし

■DTD
〈！ELEMENT　verseLine　（％inlineText；lbr　l　info　l　sentence）＊〉

説明

　韻文における行を表す。

　韻文は，論理行を認定することが困難な場合があること，改行自体が意味を持つ場合があることから，紙面

上の1行を一つのverseLine要素とする。

形式化例

■　【例1】宮澤賢治「雨ニモマケズ」r【新】校本宮澤賢治全集第十三巻（上）覚書・手帳本文篇』筑摩書房，1997年

＜verse＞

＜verseLine＞雨ニモマケズ〈／verseLine＞

＜verseLine＞風ニモマケズ＜／verseLine＞

＜verseLine＞雪ニモ夏ノ暑サニモマケヌ＜／verseLine＞

＜verseLine＞丈夫ナカラダヲモチ＜／verseLine＞

＜verseLine＞慾ハナク＜／verseLine＞

＜verseLine＞決シテ瞑ラズ＜／verseLine＞

＜▽erseLine＞イツモシヅカニワラッテヰル〈／verseLine＞

＜／verse＞

※br要素の形式化を省略。
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タグー覧（固定長）
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sample要素

概要

・サンプリングによって1サンプルとされた文書要素を表す。

●固定長サンプルのsamplo要素は，サンプル抽出基準点から，1000文字以ヒを含む。

形式

■要素

　　　article

■属性

　　●棚mple五）（必須）

　　　一サンプルに関する情報を外部データベースから参照するためのID＊11

　　・伽e（必須）：サンプルの種別

　　　一fixedLength＿固定長（この値以外を取ることはない）

　　・7竹泣oγ川必須）：サンプルの版

■DTD
〈！ELEMENT　sample　（article）＊〉

〈！ATTLIST　sa皿ple　sampleID　CDATA　＃REQU工RED＞

＜！ATTLIST　sa皿ple　type　（fixedLength）　＃REQU工RED＞

＜1ATTL工ST　sample　version　CDATA　＃REQUIRED＞

説明

　サンプリングによって1サンプルと規定された文書要素を表す。固定長サンプルに含まれる文字数は，サン

プル抽出基準点（sample要素を参照）から1000文字以上であることが保証される。なお，固定長のsalllple

要素は，可変長のsample要素と異なり，　：つ以ヒのarticle要素を含む場合もある。

　SalllplO要素は，3αmpZe∫D属性と句pε属性を持つ。

・紺γ〃パe∫D属性：サンプルに関する情報（書誌情報など）を外部のデータベースから参照するためのID

　である。5απ励e1D属性値の表記規則は，　Salllple．IDの仕様＊12を参照のこと。

・触ε属性：サンプルの種別（可変長，固定長）を表す。固定長の場合は，fixedLengthとなる。

＊11http：／／www2．kokken．go．jp／dellsi／public／wiki／から［ver．2．0］→［データヘース］を参照のこと，

＊12Web　site　Lの仕様（http：／／www2．kokken，go．jp／densi／pllblic／wiki／）を参照されたい．
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■sample要素に収録されるテキストの範囲

　sample要素に収録されるテキストの範囲については，以下の通り規定する。

・サンプル抽出基準点を含む最．ヒ位のsentence要素（selltellce要素がなければ，直上のブロック要素）

　の先頭を，テキストの先頭とする。

・サンプル抽出終了点を含む最上位のselltellce要素（sentence要素がなければ，直上のブロック要素）

　の末尾を，テキストの末尾とする。

■文字数力ウントの対象外となる文字と要素

　サンプル抽出終了点を決定するために，サンプル抽出基準点より1000文字をカウントする際には，以下の

文字および要素を数えない。

・文字：句読点，空白文字，その他一般記号類＊13

●要素：110teMarker，　illlineNodeBody，　delete

形式化例

＜sa皿ple　samplelD＝「「OWIX＿OOOO1，‘version＝1120070208，’type＝1，fixedLengthl1＞

〈article　articleID＝”OWIX＿OOOO1＿FOO1‘1＞

＜／article＞

＜／sample＞

＊13本仕様のWbb　siteにカウント対象外文字のリスト（UTF－16LEテキストファイル）を掲載してあるので，参照されたい。
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sampling要素

概要

●サンフリングホイントに関する情報を示す、

形式

■要素

　　■空要素である

■属性

　　●／〃ノ〃　　サンフリング小イントの種別

　　　　＿　start　．．．斗ナンフノレ｝‖111∪・P～「三ノ∴（

　　　　－end．．．サンプル抽ll　l　l終r点

■DTD
　　＜！ELEMENT　sa皿pling　EMPTY＞

　　〈！ATTL工ST　sampling　type　（start　l　end）　＃REQUIRED＞

説明

　sa川plmg要素は、サンフリンゲに関する情報として，サンフリングホイントを示すための要素である　固

定長サンフルにおいては，次の2種類のサンブリングポイントがある．

　　●サンフル抽1川，ξ準点：S三mll）le要素となる之字列を抽川するためのjl辱準となる文字の位置を表す．

　　●サンフル抽1川終J’点：サンプル抽出基準点から1000之㍗川の娼’：を表す

石油危●を境として・

【例1】『通商白書』昭和54年版
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　【例1】で赤く塗りつぶされている一文字「機」が，サンプル抽出基準点である。この文字の11‘1：前に，s～mll）lillg

要素タグ（空要素）を人力することで，基準点の位置を示す。M／r，属性は，　startである、、

これからの教育にあっては、子ども

・ 人一一・人に応じた⑳育を実現し，基

【例2】『文部科学白書平成13年度』

　一方，【例2】の囲みを付した「教」の字が，サンプル抽出終了点である。サンプル抽出終了点は，当該文字

の直後にsamplillg要素タグ（空要素）を入力する。伽e属性は，　endである。

形式化例

■　【例1】『通商白書昭和54年版』

石油危〈sξ㎜pllng　type－”start「1／〉機を境として

■　【例2】『文部科学白書平成13年度』

これからの教育にあっては，子ども一人一人に応じた教〈sampllng　type＝llend「1／〉育を実現し，
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